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　いけないことだ、という意識が、セックスにはついてまわる。

　他人は違うのかもしれない。だが、安あ曇づみ春はる之ゆきにとっては昔から──級友の間で誰が好きだとか告白して振られただとか、その手の話題が頻繁になった頃から、セックスも恋愛もひとしく「いけないこと」だった。後ろ暗い、悪いこと。背徳的なこと。人に知られてはならないこと。知られれば罰の待つ、罪深いこと。

　いけないことだ、とわかっているのに、いつもこの家のチャイムを鳴らすのと同時にスイッチが入る。ドアの向こうで待ついけない時間に期待で胸が震えて、息苦しくなって、早くほしくてたまらなくなる。

「……っ」

　綺き麗れいに片付いたリビングの一角で、安曇は一人熱いため息を漏らした。高く上げて拘束された両手が痺しびれてだるいのだが、それさえもどかしい快感のようだ。耳を澄ますとバスルームからはシャワーの音が聞こえて、安曇は膝を擦りあわせた。

　裸の太ふと腿ももがこすれ、もう勃起した性器が揺れる。尻の奥のすぼまった場所も息をするたびにひくついていて、杉すぎ沼ぬまがシャワーを浴び終えて戻ってきたら全部見られるのだと思うと背筋がぞくぞくした。

　裸になって手錠でつながれただけで興奮するのかおまえは、と言われるだろうか。

　軽蔑しきった眼差しで見下ろされるだろうか。

　少しでもペニスを刺激できないかと身じろぎながら、安曇は耳をそばだてる。早く杉沼に来てほしかった。

「……ん、っ」

　我慢できずに再度ため息をついたとき、バスルームのドアの開く音がした。

　出てきた杉沼裕ひろ文ふみは入る前と同じく、ワイシャツとスラックスを身につけていた。髪もきちんと撫なでつけられ、襟元こそボタンがひとつ外されているが、それだけだった。

「なんだ、勃たってるのか。おまえは本当にこういうのが好きなんだな」

　性的な行為を予感させる余地のない、会社帰りと変わらない格好のまま、杉沼は安曇の前まで来て軽蔑するように目を細めた。

「見せてみろ」

　低く張りのある声で命じられ、安曇は一瞬感じた落胆を忘れて喉を鳴らした。震えそうになる脚を、ゆっくりとひらく。

「あ、あ……」

　視線が胸から股間へとすべるのを感じて、自然と声が漏れた。ぷくん、と先走りがにじむのがわかる。ぬるい液体の伝う感触に震えながら、安曇は杉沼を見上げた。

　目があうと、杉沼は顔をしかめる。

「いやらしい目で見るな。どんどん欲張りになるな、おまえは」

「……すみません……」

「最初の頃はまだ可愛かわいげもあったのにな。──昔は、おとなしくて謙虚なふりをしていただけか」

「……っ」

　冷たく苦々しい口調で言われ、安曇は背筋を強こわ張ばらせた。「昔」というのは学生時代のことだろう。珍しく持ち出された過去のことに、快感とは別種のひやりとするような危機感がこみ上げる。

　もうこんな取引は終わりだ、と言われてしまうのではないかという不安は、けれどすぐに霧散した。杉沼が安曇に背を向けて、寝室から黒い箱を持ってきたからだ。横長の抱えるほどある箱の中身がわかっている安曇は、脚をひらいたまま身もだえた。

　ああ、今日はなにから使うのだろう。なにで、苛いじめてもらえるのだろう。どれほど長く、我慢させられるのだろう。

　期待で息を荒らげてしまった安曇を横目で一いち瞥べつし、杉沼は箱の中から事務的に道具を取り出した。バラ鞭むち、乗馬鞭、クリップ、首輪、ローター、ディルド、コックリング。いかがわしい道具を手に取りながら、杉沼は興味のなさそうな顔を崩さず、結局どれも並べただけで再び安曇の前に立ち、高い位置にあった手錠を外した。

「先にしゃぶらせてやる。嬉うれしいだろう？」

「う……嬉しい、です」

「ねだってみろ」

「……義に兄いさんのを、おしゃぶりさせてください。たくさん、飲みたい、です」

　じわりと唾液が湧いてきて、安曇は膝をついて陶然と杉沼を見上げた。見下ろしていた杉沼があざ笑うように唇の端を歪ゆがめる。

「恥ずかしげもなくよく言えるな。少しは躊躇ためらえ、淫乱が」

「申し訳ありません……」

「そんなにほしければ自分で取り出してくわえていい。くわえたら手は使うな」

「はい」

　従順に頷うなずいて、安曇は左手を伸ばして杉沼のスラックスに触れた。余計な場所に触って叱られないよう、注意深くファスナーを下ろして、下着の中から杉沼の分身を取り出すと、それは彼の気持ちを表すように、少しも反応していなかった。

　力ない性器を口の中に迎え入れ、半ばまで含んでから安曇は目を閉じて顔だけを前後させた。勃起していないペニスに口だけで刺激を与えるのは難しかったが、早く反応してくれるよう、できるだけ唇をすぼめて、扱しごき、吸い上げる。

　やわらかな性器の表面が唾液でこすられるぬめった音で、安曇はもうたまらなくなる。叱られるのを承知で自分の身体からだに手を這はわせながら、舌で杉沼の感触を味わった。スマートな杉沼の外見を写したように、性器もかたちがよく、育つと長さもたっぷりある。喉の奥まで突き入れられると苦しくてえずきそうになるが、安曇はそれも好きだった。この張りつめた杉沼のものが下のあそこから入れられたら、どれほど深くまで犯されるか、たやすく想像できるから。

「ん、むっ……っ、ん、」

　じゅるっとすすり上げた唇の端から唾液が零こぼれた。安曇は自分の胸に触ってしまう。右の乳首の回りをぐるりと撫でて、勝手に尖とがってしまっている突起をきつく摘つまむ。じぃんと痺れて尻をくねらせると、「よせ」と鋭い声がした。

「勝手な真ま似ねをするな」

「んんっ……みませ……っ」

　くわえたまま謝罪して、それでも安曇はもじもじと身体を動かした。
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　自分がとても悪い生き物になった気分だった。お情けでしゃぶることを許されたの

に、それだけでは我慢できずに自慰をしてしまう、厭いとわしい生き物だ。

　やめなければいけないことをやめられない、駄目な人間だ。

　救いがたい、と自分をけなしながら、安曇はいっそう口に力を入れた。なかなか育たない杉沼のものを一心に舐なめねぶる。先端だけをくわえて舌先で舐め回すと、ぴくんと力を持つのがわかって、わざとらしく音をたてて吸いついた。

　途端、喉の奥までそれが侵入してきて、安曇は身体を竦すくませた。

「自分の好きなところばかり舐めるんじゃない。もっと、奥まで入れるんだ」

「…………っ」

　弾力のある性器が上顎をこすって、安曇はたまらずに手を上げた。縋すがるように杉沼のスラックスを摑つかみ、何度も出し入れされる衝撃に耐える。

「……っ、んう、ぐ、」

　気持ちよかった。苦しさとこみ上げる快感で涙がにじみ、突かれる喉からは呻うめき声がひっきりなしに出る。

「はしたない顔だな。気持ちいいのか？　口の中をペニスで犯されるのが好きか」

　侮蔑する台詞せりふを聞きながら、安曇はどうにか頷いた。声が出ないかわりに、そうですそのとおりです、と仕草で訴える。

　杉沼が強引に抽挿するそれに舌を添え、自分から唇をすぼめて幹をこする。そうする一方で、左手を自分の股間に伸ばした。剝き出しの性器に指を巻きつけて、薬指に嵌はめたままの結婚指輪をこすりつけながら大きく動かすと、このあとの叱責を予感して身体が震えた。

　いけない、ことなのだ。

　だから罰される。

　だから、罰してほしい。

「ん、……う、っ、……っ」

　喉を鳴らして杉沼のものをすすり上げ、淫液の湧いてくる自分の鈴口を指先で押さえ込む。自ら焦じらすように刺激してたまらずに身をくねらせると、舌打ちが聞こえた。

「なにを漏らしてる。おまえは本当に我慢ができないな」

「す……みません……」

　口からペニスを引き抜かれて、安曇は濡ぬれた目で杉沼を見上げた。苦々しげに自分を見下ろす男の視線にさえ感じて、勝手に左手が動く。

「達いきた、くて……すみません」

　非難されたばかりの自慰を、見せつけるように。

「達きたい……イくとこ、義兄さんに……見てほしいです」

　荒い息でそう乞うて、安曇はぺたりと尻をついた。大きく膝をひらいて扱いてみせると、杉沼は──安曇の義あ兄には目を背けた。

「誰が見たいものか。さっさとやめて、こっちに尻を向けろ」

　言いながら杉沼は着衣を直した。やっと勃起した性器が服の中に隠されてしまうのを見て、安曇はのろのろと身体の向きを変えた。

　杉沼が安曇を扱うのは、いつもリビングの一角だ。寝室へのドアを背にした杉沼に尻を向けると、杉沼が普段暮らしている空間のいろいろなものが目に入る。

　杉沼の持ってきた「道具箱」しか載っていないテーブル。その向こうのキッチンからはコーヒーの匂いがして、保温されているそれを杉沼は安曇が帰ったあとに飲むのだろう。学生時代から料理ができた杉沼らしく、見える位置にある調理器具も整然と片付けられている。椅子には今日着ていたらしきスーツのジャケットがかかっていて、一瞬だけ、それを着た彼に抱きしめられたら彼の匂いがするのだろうか、と思った。

「早くしろ」

　焦れたような声に安曇は顔を伏せた。

　両手をついて、尻を上げて這う。なにをされるかはわかっていた。

　硬い鞭の先端が背中の真ん中をつついて、「頭を下げろ」と命じられる。安曇は従順にそうした。

　びしり、と鞭の音と一緒に鋭い痛みが背中に走り、安曇は奥歯を嚙かみしめた。痛みは集中していないと快感にすりかわらない。尻穴が見えるように大きく突き出して、そこに杉沼の視線が注がれるのを想像した。

　びしり、ぴしりと連続して鞭が振り下ろされ、安曇は腰を振る。もう少し。もう少しで気持ちよくなれる。

　と、つうっと硬い鞭の柄が太腿を這い上がり、安曇は「ああ……」と声を漏らした。

「まだ勃ってるのか」

「はい……ごめんなさい……」

「淫乱」

　強い痛みが腰のあたりで弾けて、安曇は額を床に押しつけた。ごめんなさい、とちいさな声で繰り返す。

「最低の、変態だ」

「っひ……んっ」

　痛みに愉悦の混じった悲鳴をあげると、杉沼はいっそう強く鞭を振り下ろしてくる。尻も背中も同じだけ鞭打たれ、熱さで痛みがにぶくなりはじめる頃には、安曇はまた自分のペニスを握りしめずにはいられなくなっていた。出したい。達きたい。

　ゆらゆらと腰を振って扱きはじめると、ふいに、鞭がやんだ。すぐ近くに鞭が音をたてて投げ出され、続けて「立て」と、短い命令が響いた。

　這ったまま安曇は顔だけで振り向いた。これからどうするつもりなのか、杉沼の顔を見て確かめたかったのだが、見下ろしていた杉沼は唇を歪めるようにして笑った。

「なんだ、もっとぶたれたかったか？　今日はもう終わりだ」

「終わり？」

「ああ、終わりだ。帰れ」

　素っ気ない表情は、もとが男らしく整った顔だけに冷たく見えた。呆ぼう然ぜんとしている安曇に眉をひそめた杉沼は、顔を背けると、雑な手つきで片付けをはじめてしまう。

「おまえは自分が尻にバイブをくわえこむところだのおねだりするところだのを見せたいかもしれないが、今日はそんな気分じゃない。最近、いっぱい遊んでやっていたからいいだろう？」

「……」

「どうしても玩おも具ちやが使いたいなら、好きなのをつっこんで帰れ」

　道具を入れた箱をこれみよがしに突き出され、安曇は咄とつ嗟さに顔を背けた。道具が好きなわけじゃない、と思い、すぐに意味のない言い訳だと思い直す。なんにせよ、杉沼に言うべきことはなにもなかった。

　すうっと身体中に宿っていた熱が引いていく。安曇は緩慢に立ち上がって、リビングの片隅にたたんでおいた自分の服に袖を通した。俯うつむくと床に置かれたままの手錠が目に入り、用のなくなったそれはひどく哀れに、滑稽に見えた。

　使われない手錠と同じくらい、今の自分も滑稽だろう、と安曇は思う。

　興奮しているときはいい。だが、いったん夢がさめてしまうと、あんなにも熱っぽかった「いけないこと」は、ただ醜悪だった。

　喉元までシャツのボタンをとめ、スラックスをはいて、ネクタイをきっちり締め、ジャケットを羽織り、醜悪な自分を見せかけの衣の中に押し込める。失礼します、と断って洗面所で口をゆすぎ、手を洗うのは、そうするように杉沼から命じられているからだ。杉沼は自分の痕跡や気配を、安曇の身体に残したくないのだろう。

　部屋に戻ると杉沼はキッチンにいて、こちらには背を向けていた。

　呼びかけようかと安曇が迷ったとき、彼は待っていたように素っ気ない声を出した。

「最近のおまえは、ねだれば俺がなんでもすると思っているだろう」

「……そんなことは」

「これはただの取引だ、安曇」

　否定した安曇を半ば遮るようにして、杉沼は続けた。「なのに、おまえが喜んでばっかりで、まるで喜ばせるために俺が尽くしているみたいだ。冗談じゃないぞ。利り香か子このためだから相手はしてやるが、毎回毎回おまえが満足するまでやる必要もないよな。俺も最近、忙しい」

「──はい」

「ぶたれて興奮するなら、利香子にもぶってもらえ」

　ぶっきらぼうに杉沼はそう言って、苛いら立だったようにシンクの端を叩たたいた。強くはないが、にぶい音がした。

「お邪魔しました」

　安曇は頭を下げた。そうするより他なかった。踵きびすを返して辞そうとすると、杉沼のほうが呼びとめた。

「利香子とは、ちゃんとうまくやっているんだろうな」

「……あまり口をきいてくれないのですが、できるだけ努力は」

　努力もなにも、本当はできていなかった。安曇の妻であり、杉沼の妹である利香子とは、ここ二か月は一度も会話していないし、すれ違うことはあっても、まともに顔も見ていなかった。同じ家に住む夫婦とはとても思えない冷えきりぶりだ。

「おまえがちゃんとしないからいけないんだぞ」

　杉沼は視線を逸そらしてため息をついた。「昔からおまえがリードするタイプじゃなかったのは知ってるが、利香子とのことは、おまえが旦那なんだ。しっかりしてくれなきゃ困る」

「はい」

「なんのために、こんなことを続けてるかわかっているだろう」

「わかっています」

「利香子のためだ。俺がおまえの相手をすれば、利香子を大事にするんだものな」

　念を押されなくてもわかっている。そう反論したいような気分になり、けれど安曇はそうせずに、うなだれるように頷いた。

「そのとおりです」

「わかっているならいい。早く行け」

「……はい」

　杉沼は再び背を向けた。棚からマグカップを取り出すところまで見て、安曇も身体の向きを変えた。やっぱりコーヒーを飲むんだな、と思いながら靴をはこうとして、ふと、ドアのすぐ傍そばの靴箱の上に置かれたものに気づいた。

　上の物入れと下の靴箱の間が棚のようになった造りで、そこに銀色の鍵がひとつ置かれていた。神経質なほど部屋を片付けている杉沼は普段、ここにはなにも置いていないはずだった。鍵は革製のキーケースに入れていたはずだが──外れたのだろうか。

　ふっと、「杉沼先輩、置き忘れていますよ」と声をかける自分を想像して、安曇は自嘲した。

　かつてのように仲のいい先輩と後輩、という間柄だったら、迷わず言えただろう。それ以前にきっと一緒にコーヒーを飲むだろうし、もっと言えば、こんな関係にもなりはしなかった。

　深夜のマンションに音を響かせないよう、そっとドアを押し開けると、また杉沼の声だけが追いかけてきた。

「来週は少し遅くなる。十二時に来い」

「──はい」

　忌々しさのにじむ声を出すくせに、終わりにする気は今のところはないらしい。

　それだけでもいい、と思ってから、本当にそうだろうか、と安曇は思った。

　本当に、この関係を続けたいと、今の自分は思っているのだろうか。

　もう一年だ。

　一年は大人にとって長くはないが、嫌悪感を抱いている杉沼にとっては長い時間だろうと思う。安曇が浮気し、それが妻に知られたとき、杉沼はまだ後輩として安曇を大事に思ってくれていたはずだ。安曇を一方的に責めたりせず、「利香子には言えないことも、男同士なら言えるだろう」と言ってくれた杉沼に、だが安曇は言ったのだ。「あなたが相手をしてください」と。二度と浮気はせず妻も大切にするから、かわりにお仕置きをしてほしい、と──。

　よくあんなことを言えたな、と今では思う。八割方はどうなってもいいという捨て鉢な気分で、残りの二割は、学生時代から淡く引きずっていた杉沼への恋が、たとえどんなかたちでも報われはしないかという期待だった気がする。

　恋は、杉沼以外したことがない。

　たった一人だけ、気持ちを言えなくてもいいから、傍で笑う顔を見たいと心から願った相手が杉沼だった。

　自分と違って社交的なところも、フットワークの軽さや見た目のスマートさも、女性の扱いがうまいところも、男友達が多いところも、仕草に育ちのよさがにじんでいるところも、全部好きだった。

　だが、そんなほろ甘い初恋をなくしたくなくて、生まれて初めて口に出して望んだ結果が、これだ。「もしかしたら杉沼先輩も」と夢を見る時期もとうに過ぎた。もしかしたら、杉沼も自分を好きなのかもしれない、とか。もしかしたら、杉沼も人には言えない欲望を安曇で満たしているのかもしれない、とか。

　今となっては笑うしかない甘酸っぱい感傷を抱き続けるには、杉沼の態度はあまりに冷たく、嫌悪感と苛立ちしか感じられなかった。結局、恋が報われるどころか、取引という名のセックスまがいの行為だけが、今の安曇と杉沼をつないでいる。

　たぶん遠くない未来に、杉沼には「もう終わりだ」と言われるのだろう。

　そう思いながら、安曇は外に出た。エレベーターは使わずに、階段を下りる。踊り場から下を見ると、通りにはときおり人影があって、安曇は腕時計を確認してみた。

　午前一時。終電で帰ってきた人たちだろうか。いつもよりも早く切り上げられたのだという実感が湧いて、安曇はため息を飲み込んだ。

　もしかして、ばれたのだろうか。これから安曇がどこに行き、なにをするかが杉沼に知られたから、完全に見放されたのかもしれない──そう考えて、杉沼なら見放す前に叱責するだろう、と思い直す。

　跡を残すようなことはさせていないし、気づかれていることはない。

　言い聞かせつつ、後ろめたさが勝った。

　安曇は左手でネクタイがきちんと締まっているのを確かめながら急ぎ足で角をいくつか曲がった。大通りを渡って細い路地に入り、車もまばらな駐車場の近くでぽつんと灯あかりを零しているコインランドリーを目指す。古くてお世辞にも使い勝手のいいとはいえないそのコインランドリーで、安曇はいつも汚れたシャツや下着を洗う。家に帰れば性能のいい洗濯機があるが、杉沼と──妻の兄との行為で感じ、汚してしまったものを、家で洗うことが安曇にはできなかった。

　だが、今日は洗うものがない。先にすべて脱ぐように指示されたせいで、持ってきた着替えも無駄になったが、これは明日着られるからいい。ただ、「いつもの時間」まで洗濯するものもなく一人で待つのは少し苦痛だった。

　立てつけの悪いガラスの引き戸を開けて、暖房もなく冷えたコインランドリーに入り、薄汚れたテーブルに荷物を置いた安曇は手を擦りあわせた。ちらりと見た腕時計は一時十五分を示していて、普段安曇がここにやってくる時間より四十五分も早い。

　あいつが来るまでに、コーヒーでも買おうか。近くに自動販売機はあっただろうか。

　買うなら二つ買ったほうがいいかな、と考えてしまってから、安曇はいたたまれないような気持ちになった。

　まるで恋人を待っているみたいな思考回路だ。待ち合わせに早くついてしまって、相手をそわそわと待つかのような──ありふれた、普通のこと。

　見下ろした下半身は平静で、いつものように勃起したままでも汚れてもおらず、卑ひ猥わいな道具もつけていない。脱げば鞭打たれた跡が赤く残っているだろうが、少なくとも服を着てこうして座っていれば、誰も安曇を変態だと見破りはすまい。

　それが却かえって、後ろめたい。

（史し賀がとは……取引でもなんでもないものな）

　杉沼では足りない快楽を埋めるための、それだけの相手だ。

　それなのに、自分が少し浮かれていることに気づいて、しん、と気持ちまで冷える。

　週に一度、義兄といかがわしいプレイに耽ふけり、帰りにその痕跡を消しがてら、部下の男に抱かれて射精して、妻の待つ家に帰る。

　それが、今の安曇の生活だ。

　快感に目がくらんでいるときはどうでもよくなってしまう良識的なことや倫理的なことが、冷静になるとのしかかる。たとえば今すべてが公になったら誰も自分を許さないだろうと思って、安曇は小さく笑った。

　ネクタイのノットに指先で触れながら再び自嘲しかけたとき、ガラス戸が勢いよく開いた。

「安曇さん！」

「……史賀」

　飛び込んできたのは史賀海ひろ正まさで、彼は嬉しそうに上気した顔で安曇を見下ろした。

「今日は早かったんですね。──洗濯は？」

「してない。今日はいいんだ」

「俺ん家で洗います？　それとも、」

　言いながら史賀は忙せわしなく視線を動かして安曇の身体を観察し、言葉を切ると安曇の手を取った。

「冷えてる。もしかして、長く待たせちゃいました？　早く終わったんだったら、電話してくれてもよかったのに」

「──早くは終わったけど、ここに来たのはついさっきだ」

　労いたわるようにあたたかい手に包み込まれて、安曇は気恥ずかしくて顔を背けた。「服は、今日は汚れなかったから」

「そうなんですね。──手首」

　史賀の指先がつっと安曇の手首を撫でる。手錠の跡がうす赤く残っていた。

「跡、痛くないですか？」

「痛くないよ」

　心配そうな史賀を安心させようと安曇は微笑ほほえんでみせ、手を引こうとしたが、史賀は力をゆるめなかった。

「そうだ、俺スマホ買ったんです、完全にプライベート用にしようと思って。携帯は会社の同僚からもかかってきちゃうから。番号とアドレス、追加登録してください」

「──わかった。登録するから、手を放せ」

「だめ。それからね、もし次に早く終わって服も洗わなくてもいいなら、ここに寄らなくてもいいでしょう？　そういうときは、電話して、直接俺の部屋に来てください。そしたら十分か二十分、無駄にしなくてすむ」

　握りしめられている手がだんだんあたたまってきて、安曇は俯いた。うなじがぼうっと熱い。

「そういえば、きみが来るのはもっと遅いと思っていた」

「いつもね、もしかしたら安曇さんが早く来るかもと思って、これくらいの時間に来てるんです。それより、電話。次、ちゃんと電話してね？」

　首を傾かしげて、史賀が念を押してくる。両手で安曇の手を摑んでいるから、手を組んでおねだりするみたいなポーズだった。全然可愛くないぞと思いながら、安曇はもう一度「わかった」と言った。

　やっと、史賀が破顔する。

「お腹空いてませんか？　コンビニ寄ります？　飲み物とかちょっとつまむものは揃そろえてありますけど、まっすぐ帰ってもいい？」

「──まっすぐ帰っていいよ」

　本当に、恥ずかしい。いい年をして、年下の男に優しくされていることも、それにときめいている自分も恥ずかしかった。

　もう一度手を引くと、史賀もさすがに離してくれたが、引き戸を開けて外に出ると、横に並んでかるく腕に触れてきた。

「もう、スーツだけだと寒くありません？」

「いや。──きみだって会社にはコート着てきてないだろう」

　横目で見る史賀は薄手のパーカーを羽織っていて、ラフな格好をしているとまだ大学生でも通りそうだった。確か今、二十七だったか。七つも年下だとまるで違う生き物を眺める気持ちで「若いなあ」と思ってしまう。

　史賀は安曇と同じ課の部下だ。異動してきたときは若くて元気そうな印象しかなかったが、実際に仕事をはじめてしばらく経つと、見かけよりもずっと細やかな男だとわかって課内の評判も上がった。

　そんな男が、安曇を見下ろして嬉しそうに笑う。

「昼間はそうですけど、夜中は寒いでしょ。それに、係長、じゃなかった安曇さんは瘦せてるし」

「きみも太っていないじゃないか」

「けっこう肉ついてますよ。知ってるでしょ」

　史賀は安曇の顔を覗のぞき込むようにしてまた笑った。ふわっと頰が熱くなり、安曇は目を逸らした。史賀はたいてい朗らかで明るく楽しそうだが、今日は格別に機嫌がいいらしい。

　コインランドリーから史賀のマンションまでの、覚えつつある道順を辿たどりながら、安曇は気恥ずかしさをごまかすように聞いた。

「なにかいいことでもあった？」

「いいこと、ですか？　なんで？」

「──いつもより、楽しそうだ」

「ああ……そうですね。そうかも」

　見なくても史賀が微笑むのがわかる。普段は凛り々りしい眉を少し下げて、どこか子どもっぽく、幸福そうに。

「帰ったら、教えてあげますね、どうして俺が楽しそうなのか。──そういうの、気づいてくれるんですね」

　ひどく嬉しそうにそう言われて、安曇はくすぐったさに首を竦めた。

「気づくもなにも、わかりやすすぎるんだ」

「そうかなあ。でも、ちゃんと見てくださってるんだなあって思いますよ。仕事のときもですけど、今はもっと、実感できて嬉しいです」

　背中にあたたかい手が触れた。安曇が眉をひそめるより早く史賀は手を離したけれど、我慢できないというように触られた背中の真ん中は熱を持って、それは史賀の部屋についても消えなかった。

　ラージフィールドという横文字なのにお洒しや落れな感じのしない名前のつけられたマンションの入り口をくぐり、一階の端の部屋の鍵を史賀が開ける。どうぞ、と大きくひらかれたドアから中に入ると、部屋の中はほんのりあたたかかった。

「安曇さん、シャワー浴びてきていいですよ」

　後ろでドアと鍵を閉めた史賀が穏やかに言い、安曇は背筋を徐々に上がってくる熱に耐えきれなくなって振り向いた。

　背が低いわけではない安曇よりも、史賀はまだ背が高い。スポーツをやっていたのだろうとたやすく想像のつくしっかりした身体の上の、造作の大きな顔を見上げると、史賀はふっと目を細めた。

　誠実そうな表情が崩れてひどく色っぽくなったその視線に、安曇はたまらず目を閉じる。そうすると、ほどなくして唇が塞がれた。

　安曇さん、とかすかな声で囁ささやいて、厚めの唇が幾度も吸いついてくる。窺うかがうように下唇を挟み込み、かるく舌でつつかれて、安曇はぎこちなく口をひらいた。

　待ちかねたようにすべり込んできた史賀の舌が、安曇の口内を舐めて音をたてる。史賀の舌はしっかりと大きくて、差し込まれるとずぅんと腰まで熱くなる。性器をくわえているときと変わらない、奥のほうから湧いてくるその熱に安曇が身じろぐと、史賀はふいに抱きしめてきた。

「ん……っ、ん」

　きつく抱きすくめられ、角度を変えてまたキスされて、あまく喉が鳴った。史賀は片手で安曇の頭を撫でて、安曇の舌を吸う。乞われるまま差し出して、安曇も史賀の背中に手を回す。

　史賀のキスは上手い、と安曇は思う。比べられるほど経験はない──というより、キスをしたことがあるのは妻の利香子と、浮気したときの本名も知らない男だけだから、まともにキスをしたのは史賀が初めてと言ってもよかった。でも、たぶん、上手いのだろう。されると、痺れるように気持ちいい。

　このまま抱かれたかった。吐息も唾液も混じりあわせながら、控えめに身体を押しつけてしまうと、史賀は名残惜しそうにちゅっと吸いついてから身体を離した。

「邪魔してごめんなさい。シャワー、ゆっくりでもいいですからね。ちゃんとあったまってきて」

　優しげに微笑まれて、安曇は恨みがましい顔をするわけにもいかずに黙って頷いた。

　ここに来るのは四度目だが、二度目からはバスルームにきちんとバスタオルや使うものが置かれていて、そういう準備のいいところにも、史賀の性格が表れていた。清潔に保たれたユニットバスでシャワーを浴び、丁寧に身体を洗う。

（まるで普通の恋人同士みたいだ）

　すでに何回となく繰り返したことを安曇は思い、そっと性器を撫でた。

　風呂から上がれば、冷たい飲み物なんかを史賀が出してくれて、そうしてまたキスされて、名前を幾度も呼ばれながら愛あい撫ぶされる。史賀は安曇に眠る淫らな血を思い知らせるようにゆっくりとひとつひとつ暴き立てて、そのくせ驚くほど優しく抱く。深いところまで史賀の分身で串刺しにされた安曇が達するまで、疲れてぐったりしてしまうまで、飽きもせずに抱いてくれるのだ。

　思い描いて零れるため息は、満足や期待というより戸惑いだった。

　これはいけないことだ。

　いけないことなのに、心地いいと感じている自分が安曇は怖い。キスされて喜ぶ自分が怖い。優しい台詞にときめいて、浸ってしまいたいと考えてしまう。

　よほど欲求不満なんだな、と思いながら、安曇は自分の分身から手を離した。シャワーをとめて上がり、大雑把に髪を乾かしてバスルームを出ると、史賀は冷蔵庫からペットボトルを出すところだった。

「水でいいですか？　ビールにします？」

「──水で」

　待ちかねていたような仕草に思わず笑うと、史賀が顔をしかめた。

「安曇さんてば、また髪ちゃんと乾かしてないでしょ。はい、座って、水飲んでていいから」

「いい、放っておけばすぐに、」

「だめです」

　怖くない顔で睨にらんで史賀はドライヤーを持ってくる。座らせた安曇の後ろに回った史賀は、ドライヤーを当てながら指先で安曇の髪を梳すいた。

　いたたまれなさを通り越して、ちくりと胸が痛む。性的な匂いのしない行為だというのに、史賀の指が頭皮をうなじ側から上へとすべると、快感の予兆で背筋がそわそわする。あたたかい風が耳の後ろに当たるのさえ、震えてしまいそうになる。

　はしたない、と思うと顔が赤くなって、安曇は俯いた。手渡されたペットボトルに口をつける余裕もなく、ぎゅっと握りしめると、史賀は小さく笑った。

「そんなに緊張しないでください。俺まで緊張しちゃうから」

「……緊張、してるわけじゃないんだ」

「そう？」

　くすりと笑って、史賀はまたうなじに触れてくる。びくんとしてしまった安曇に気づいているはずなのに、なにごともなかったように髪を梳き、左から右からドライヤーを当てて乾かしていく。

　ドライヤーがとまるまで、安曇は身じろぎもできなかった。終わりましたよ、と囁いた史賀がドライヤーを置く音がして、ほとんど同時に、耳に濡れたものが触れた。

「……っ」

　震えた身体に史賀の腕が回る。耳殻の後ろを舌先がくすぐって、大きな手が借りもののＴシャツをまくり上げた。

「っ、ぁ、……っ」

　後ろからキスを繰り返し、史賀はゆっくりと安曇の肌を撫でた。胃のあたりまで撫でてまた腹へと戻っていくてのひらの熱と、うなじや耳を襲うキスで、安曇は喉を反らした。

「史賀っ……焦らす、な」

「さっき安曇さんが、俺のこと機嫌がよさそうだって言いましたよね？」

　安曇の台詞を無視して、史賀は囁いた。下着の中に手をもぐりこませて、きわどいところまで指を這わせながら、決して性器には触れようとしない。かるく耳じ朶だを嚙まれて安曇が喘あえぐと、史賀は嬉しそうに笑った。

「お義兄さんとの時間が短くて、服も汚れていないってことは、たいしたことしなかったってことですよね」
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「ん、あ、あ、」

　史賀の手が腹部からまた上へ這う。主張するように尖りはじめた乳首まであと少し、というところでまた脇腹へと逸れていくてのひらに、安曇はびくびくと震えた。

「今日は最初から、俺が安曇さんをよろこばせてあげられるんだな、って思ったら、嬉しくなったんです。嬉しくなってるのを安曇さんに気づいてもらえるし、今日は最高ですね」

　つうっ、と舌が首筋を舐める。史賀、と安曇は声を押し出した。

「さ……さわ、って、」

　ただ気持ちよくなりたかった。身体が熱くて、早く解放されたかった。恋だとか、浮気だとか、史賀は部下だとか、どうでもよくなるまで感じたい。

　史賀のてのひらに押しつけるように胸を突き出すと、史賀がやっとそこに触れた。色づいた周囲を指先で撫で回し、下側から親指で押し上げられて、痛いような快感が身体の奥に響いた。

「あっ……ぁ、」

　力が抜けて前に手をついてしまうと、史賀は安曇の左腕を取って後ろに引いた。ひらいた左胸の真ん中が、見せつけるようにきつく摘まれるのを、安曇は潤んだ目で見つめた。濃い薔ば薇ら色いろに色づいた乳首が押しつぶされる鋭い快感もよかったが、史賀の指先に隠されたりいやらしく見えたりする様にもひどく興奮した。

　男のくせにこんなところで感じるのか、と杉沼に罵られる場所だ。

　安曇はごくりと喉を鳴らして、史賀を振り仰いだ。

「……舐めて、くれ」

　はしたない。

　すぐにこんなおねだりをするなんて、変態だ。

　わかっているのに我慢のできない安曇を、けれど史賀は優しく見つめ返した。

「もうちょっと弄いじってあげようと思ってたのに、気持ちよくなりすぎちゃった？」

　そう言って短くキスをして、史賀は安曇の手を引いてベッドに誘ってくれる。

　慣れた仕草でシャツを脱ぎ捨てた史賀に上からのしかかられると、目め眩まいがした。キスを受けとめながらＴシャツをたくし上げる史賀の動きにあわせて身体を浮かし、裸の胸同士が触れあうと泣きそうになる。

　優しくされて嬉しいのと同じくらい、優しくされたくなかった。

　いかに自分が汚れているかを思い知らされるようで、それはとても怖いことだった。

　怖さを打ち消すように、安曇は史賀の身体を撫でながらねだる。

「早くほしい」

「もう、せっかちだなあ安曇さんは。まず、舐めるんでしょう？　ここ、ね」

　たしなめるように微笑んだ史賀は安曇の乳首を唇で挟み込む。じゅうっ、と吸われ、安曇の腰が大きく跳ねた。

「ひあっ……あ、っ」

　ちゅるちゅるとすすられる感触に、ときおりちくりと痛みが混じる。歯で嚙まれるのだ。嚙まれて痛んだ乳首を舌でこね回されると、どんどん下半身が熱くなった。勃ってる、と絶望的に思いながら安曇は下からそこを史賀にこすりつけた。

　史賀は乳首を口に含んだまま、安曇の腰をなだめるように押さえ、それからそっと下着越しに触れてくる。かたちを確かめるようになぞられると、濡れはじめた先端で布がぬるりとすべった。

「はっ……あ、あっ」

　羞しゆ恥うちと快感でまた目眩がする。もっとこすられたくて身体をよじると、史賀が少しせつなそうに眉を寄せた。

「ちょっとだけ我慢してくださいね。あんまり達っちゃうと、安曇さんが疲れちゃうでしょ」

　そっと性器を押さえられ、そうだ我慢しなければ、と思った途端に欲がせり上がってきて、安曇は胸を大きく上下させた。達きたい。我慢できない。

「一回……一回、だけ、」

「でも、後ろも好きなんですよね？　後ろでたくさんするのと、ここだけ弄られるのと、どっちがいい？」

　安曇さんがどっちがいいのかまだよくわからなくて、と首を傾げた史賀がもどかしくて、安曇は膝を折って胸のほうまで引き上げた。

「入れて、達きたい」

「──わかりました」

　ほっとしたように史賀が笑う。ちょっと待ってくださいね、と律儀に断りを入れ、潤滑剤のボトルを開ける仕草を見ながら、安曇は下着をずり下ろして膝裏に手をかけて、自らそこを大きく広げた。

　片足に脱ぎきれなかった下着をひっかけたままの安曇を見下ろした史賀が、ごくりと喉を鳴らした。

「安曇さんて、ほんと、エッチ」

　つうっ、とてのひらから零されたジェルが脚の付け根を伝う。史賀の視線を代弁するように付け根やペニスの根元、ひらかされた蕾つぼみにぬるい液体が絡みついて、安曇は恥ずかしいポーズのままでぶるぶる震えた。

　もっと言われたい。もっと叱られたい。

「普段はセックスなんか無縁そうで、すごく真面目で淡々としてるのに──本当は、こんなに情熱的なんですね」

　史賀は両手で安曇の下腹部や陰いん囊のうを撫でさすって、うっとりしたように呟つぶやいた。

「すごく素直だし、──綺麗だし」

「あ……史賀っ、焦らす、な」

　やわやわと双丘を揉もまれて安曇は身もだえた。きゅっと閉じた場所は引きひろげられるだけで触ってもらえずに、安曇の荒い息にあわせてひくついている。史賀は陰囊のすぐ後ろを指先で押しながら微笑む。

「だってもったいないんですもん。今日の安曇さんの反応が全部、俺のせいだって思うと、いっぱい触りたくなっちゃうんです」

「あ、あ、ア……っ」

「それに俺、あなたにおねだりされるのが好きみたい。早くとか、もっととか……ねえ、言ってみて？」

　ぬるぬると太腿を撫でて、史賀は安曇の喉元にキスした。「どこを、どうしてほしいですか？」

　甘えるような声に安曇はぞくぞくした。

「う、うしろっ……入れ……っ」

　ほしすぎてうまく喋しやべれなかった。それでも史賀は満足げに笑う。

「後ろってここ？　ここになにがほしいの？」

「んっ、史賀、のが、」

「ああ、だめですよ、慣らしてもないのに。今日はここ、まだなにも入れてないんでしょう？　最初は？」

「指……指、でっ……ひろげ、て、」

「ひろげてほしいんだ？」

　声と一緒にそこに指が宛てがわれた。たっぷりのジェルをまとった長い指が、二本まとめてぐいと押し込まれ、安曇は後頭部を押しつけるようにして仰のけ反ぞった。

「あ……っ、ん、う、っ」

　高くあがりかけた悲鳴を懸命に飲み込んで、ずくずくと出入りする指の感触に耐える。史賀は安曇の内側をこすりたてたあと、挿入した指をひらいてみせた。

「なか、見えそう」

「……っんんっ……」

　潤いを与えられているおかげで切れるような痛みはない。かわりに、一週間ぶりに味わう異物感は強く、二本の指をばらばらに動かされると下腹部がびくびくした。

「ふっ……ん、うっ……ぁっ」

　声を出したら隣に聞こえてしまう。夜中だし、お世辞にも壁が厚いとは言えない造りだから、感じるまま喘ぐわけにはいかない。女性ならともかく、男の声なんて──そう思いながら声を殺すのに、どうしても出てしまう。粘ついた音をたてて史賀の指が根元まで入ると、もっと奥までもっと大きいものを受け入れる感触を思い出して身体中が震える。

　汗ですべる膝裏を抱え直そうとしたとき、史賀が引き抜きかけた指先でこりりとした部分を押してきて、安曇はびくんと跳ねた。

「ッ……あっ、ああ、ア……！」

「すごい、なか動いちゃってますね」

　やわやわとそこを揉みながら、史賀がうっとりした声を出す。たちまち張りつめた性器の先から体液が溢あふれ出すのを感じて、安曇は浮かせた腰を振った。

「っ出、る……だめ……そこ、出ちゃう……」

「指だけでも出ちゃう？　ここ弄られると達っちゃうんだ？」

「ん、ん、達く、から、や……っ」

「かわいい」

　休みなく愛撫を施して、史賀は囁いた。「出していいですよ。我慢しないで」

「あ、あっ、ア……ッ」

「こんなに感じやすいのに、いつもは、たくさん我慢させられてるんですもんね」

　円を描くようにされると本当に我慢できなかった。さざ波のように射精の前兆が腰の中を走って、安曇は二、三度身体をくねらせてそのまま達した。

　ぴっ、と精液が腹と胸に飛び散り、尻穴がきつくすぼまって史賀の指を締めつける。

　史賀は埋うずめた指をゆるく動かしながら、舌を伸ばして精液を舐めとった。安曇は震えて首を振る。

「舐めるな……そんなもの」

「どうして？　俺が舐めたいから舐めてるのに」

　優しく言って、史賀は指を引き抜いたかわりにすうっと安曇の太腿を撫で上げた。意図を察して安曇は史賀に手を差し伸べる。史賀の肩に手を載せると、史賀は嬉しそうに微笑んでから目を伏せた。

　見えやすいように浮かせた尻の真ん中に、史賀が切っ先を宛てがう。よくすべるジェルをさらに馴な染じませるように行き来するそれが安曇のペニスをかすめるとひどく熱かった。大きく張った先端が意志を持って安曇を押しひろげるところまで見つめて、安曇は苦しさに目を閉じた。

　慣らされていても大きなものを挿入されるのは痛みが伴う。にぶく、無理にひろげられるような、こじ開けられるような感覚に竦みそうになるのを、息を浅くはいてごまかすと、見計らったように強く入り込まれた。

「────ッ！」

　身体も感覚も高く持ち上げられるような心地がして、全身が燃えるように熱くなる。史賀は揺するようにして分身を埋め込んできて、そうしながら安曇の唇を塞いだ。

「っう、ん、んっ……っ」

　抑えきれない声が吸い取られてにぶく響く。ちかちかする目眩がひどくて、安曇はきつく史賀の背中を抱いた。そうしていないと、自分を見失いそうだった。

「安曇さんっ……安曇さん、」

　律動を繰り返しながら、少しずつ深く、奥へと史賀が攻めてくる。これ以上は無理だと思うよりもさらに穿うがたれて、彼の好きなように揺すられると、きゅうん、と胸が痛んだ。

「ねえ、好き？　安曇さん。これ、好き？」

　乱暴なほど強く突いて、次は焦らすようにゆっくりと抜き差しして、史賀はキスの合間に囁いてくる。汗か涙で痛む目を瞬まばたいて見上げると、史賀は思ったよりも真剣な顔をしていた。

　熱っぽい視線と上気した頰と、壊れそうなほど安曇の中を占拠している硬さ、どれもに史賀の気持ちが溢れているようで、安曇は震えながら視線を逸らした。

（そんなふうに、聞かないでくれ）

「……もっと、動いてくれ。史賀の、好きなようにで、いいから」

　このままめちゃくちゃに抉えぐられて達きたい。

　そう本能が暴れる一方で、頭の芯の部分が冷えていく。普通の恋人のように優しく激しく抱かれるほど、いかにそれが自分には似合わないものか思い知らされる。

「いきたい。ついて」

　ねだって、首筋を抱きしめて、自分から腰を振る。

「お尻だけで達きたい。奥までつっこんで、中に出して」

　長い、苦痛にも似た快感を望みながら、して、と繰り返すと、史賀がせつないように掠かすれた声で「安曇さん」と呼んだ。

「安曇さんは──いつも、そう、ですよね」

　ひっそりと寂しげな史賀の声を、安曇は聞かなかったことにした。ただひたすら身体を擦り寄せる。

　かるく息をつめた史賀はすぐにため息をついて、それから安曇の脚を抱え直した。

　いっそう力強いスライドがはじまり、声を殺す意味もないほどぎしぎしとベッドが揺れた。安曇は左手の指を口の中に入れて嚙みしめる。意味がなくても、声を我慢して苦しいほうがいい。揺さぶられるたびに弾むペニスは痛いほど勃ちきっていて、ときおり史賀の鍛えられた腹筋にこすれるだけでじゅくんと疼うずいた。

「んんっ、う、んっ……ぅ、……っ」

「キスさせて、安曇さん」

　呻く安曇を見下ろして、史賀が痛ましそうに眉をひそめた。彼の手でそっと指をどけられ、安曇は飢えたように舌を伸ばした。

「声、気にしないで出してって言っても、だめですよね」

　諦めたように微笑んで史賀はキスをして、キスをしたまま安曇の中を突き上げた。腹の奥を圧倒的な力でかき混ぜられる、自分ではどうすることもできない快楽。

　それに溺れていきながら、言い訳のように、安曇は心の中で繰り返していた。

　これは浮気だ。

　恋でなく、ただの肉欲だ。

　史賀が今安曇を好きでいてくれたとしても、いずれ彼も冷めるだろう。

　それをわかっていて、ひとときの楽しみを味わっているだけだ。気持ちよければそれでいい。安曇を抱いてくれるのは史賀しかいないから、手を取っただけ。

　どうか好きにならないでくれ、と安曇は願う。この身体で快感が得られるならそれでいい。優しいおまえが上司として僕を敬愛してくれるなら、それも嬉しいけれど、これ以上、好きになったりしないでくれ。

　だってそれは幻だ。

　本当の安曇は、ただ汚れた、弱い、罪深い生き物だから。

（僕は──だめな、人間なんだ。誰も、僕を愛したりするはずないんだ）

　底なしの沼に沈んでいくような冷たさを感じながら、安曇はいっそう強く腰を振った。絶頂の瞬間だけはなにも考えずにすむ。その瞬間のためにただひたすら、安曇は快感だけを追いかけた。
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　思い出すのはいつも目だ。もの静かな顔の中で、唯一、なにか言いたげに見える目のことを、杉沼裕文は今も覚えている。

　最初に会ったときの安曇春之は、とてもイベントサークルになど望んで入るようには見えない、内向的で真面目一辺倒の新入生に見えた。あいつきっと童貞だよな、と口さがない同級生が評したのを「よせよ」とたしなめた杉沼でさえ、きっとそうだろうな、と思ったくらいだった。女の匂いがしない、というより、動物的な欲など生まれてから一度も感じたことはありません、というような雰囲気だったのだ。

　ただ、目だけが、妙にひっかかった。彼の中に強い意志があるのだろうと思わせる、そういう目だった。それはめったに他人をまっすぐに見ないのだが、まともに見られたときにはどきりとせずにはいられなかった。

「ここは、イベントサークルですよね。他の大学との交流もたくさんあるって聞いたので、入りたいのですが」

　普通は二、三人で訪ねてくる新入生ばかりなのに、安曇は一人でやってきてそう言った。だからこそ杉沼の同級生は「女とやりたい童貞なんだよきっと」と言ったのだろうが、杉沼が知る限り、結局安曇は四年間のサークル活動で、これといって仲のいい女友達がいたことがない。そのかわり、真面目でききわけがよく、飲み会やイベントの幹事をそつなくこなし、誰かをサポートするのも厭わなかったから、意外とサークルには馴染んでいた。先輩には可愛がられ、後輩にも嫌われず、彼なりに楽しんでいるように見えた。

　いいやつだな、と杉沼も思ったから、卒業してからも顔を出したときには飲みに誘ったし、就職活動のときは先輩らしくアドバイスもした。ありがとうございます、と控えめに微笑む安曇の顔を見るのが好きだった。もともと頼られるのは好きなほうだが、そつのない安曇のようなタイプに尊敬の眼差しで見られて頼りにされるのは、ひどく優越感があった。

　後輩の中では安曇が一番親しかったし、安曇のほうも、杉沼が一番親しい先輩だと思っていたはずで、周りもそう認識していた。生涯つきあっていける仲になるだろうと思えて、信頼していたし、大切にしたい友人だった。

　友人だった、と思いながら、半分飲んだだけのコーヒーを前にして、杉沼はてのひらの鍵を握りしめた。カップと並べて置いた、愛想のない名刺を睨むように見つめる。

　安曇の欠点と言えば、控えめすぎるところくらいだと思っていたが、控えめもいきすぎると勘の悪さになる。あるいは逆か。

（あいつは察しはいいものな。空気を読んでそのままにしたか。じゃなきゃ──）

　そうでなければ、「こんなものはいらない」という意思表示か。

　目立つ場所に鍵を置いたのは安曇を試すためだった。どうするか知りたかった。そっと持っていくのか、声をかけてくるか。

　声をかけてきたら、持っていっていい、と言って、安曇の表情を確かめて、安曇の今の気持ちを測りたかった。

　握りしめた鍵の縁がてのひらに食い込んで、杉沼は馬鹿らしくなってテーブルの上にそれを置いた。

　今さらだろう、と自分に言い聞かせる。

　今さら、なにを確かめることがあるんだ。

　安曇が言ったとしてどうする？　「先輩、僕はあなたのことが学生のときから好きでした」──そんなふうにあいつが言ったとして、なにが変わるというんだ。

　なにも変わりはしない。安曇は妹の夫であり、ゲイであり、男とセックスするのが好きで、いたぶられるのが好きなのだ。

「義兄さんが相手してくれませんか。そうですね、週に一回とか、相手してくださるんでしたら、もう浮気はしません。──僕は、男が好きなので」

　あのとき、自や棄けになったように露悪的に微笑んだ安曇は、いつもよりも強い光をその目に浮かべていた。

「離婚は僕もしたくはありませんし、利香子さんにとってもバツがついちゃうのはよくないでしょう。だから、取引です。どうですか？」

　そう言われたとき、いろいろな思いが胸をよぎって、けれど結局「わかった」と頷いてしまったのは、今となっては魔がさしたとしか思えない。──否、あの時点で、すでに惑わされていたのか。

　杉沼が「取引」をやめれば、安曇はきっとまた男と寝る。どこの誰ともしれない安い男に、尻を差し出し、奉仕し、あまい声で鳴いて、あの目でねだるのだろう。

　あの目で。

　杉沼先輩、と記憶の中で安曇が笑う。派手さはないが整った顔に、控えめな、どこか恥ずかしそうな表情を浮かべていた安曇。

　眩まぶしいものを見るように、敬愛の念をたたえているように見えた彼の視線を、杉沼はいつだって鷹おう揚ように受けとめてきた。年下の男に敬愛され慕われるのは、いわば勲章だ。その心地よさには慣れていたつもりで、中でも安曇から慕われるのは嬉しかったという、それだけのはずだった。

　いつから、なにがまやかしだったのか、杉沼にはわからない。

　どこから自分の心が変わったのか、あるいは最初から、安曇が他の後輩とは違って見えたのは、安曇の裏の顔を感じ取っていたせいだったのか。

（……そんなはずはない）

　生まれてから一度も男を好きだと思ったことはない。女性に不自由したことはなく、つきあった彼女とはきちんと気持ちよくセックスしたし、同性を性的対象にする人間がいることは理解していても、自分だったらどうか、と想定することすらなかった。

　──安曇はどうだったのだろう。

　安曇は、いつから男が好きだったのだろう。最初から杉沼のことを、そういう目で見ていたのだとしたら。杉沼が知らないだけで、陰では男と寝ていたのだとしたら。

　じりっ、と胸の底が焦げる気がして、杉沼は考えるのをやめた。今さら意味のないことだ。たとえ安曇がずっと杉沼を好きだったとしても、男なら誰でもいいのだとしても、自分には関係のないことだ、と言い聞かせる。

　こんなことになるなら、と思いながら杉沼は名刺を取り上げた。社名と、肩書きのない名前、住所と電話番号という最低限の情報だけが印刷された素っ気ない名刺だ。名前と同じ大きさの「水みず沢さわ探偵事務所」の文字を指で隠すようにして、杉沼は記載された番号をプッシュし、留守電につながるまでのコール音を聞く。

「先日お会いした杉沼と申します。あのことで、明日……本日お伺いしたいのですが、十時でよろしいでしょうか。不都合があれば折り返しご連絡ください」

　感情を殺してメッセージを残して、杉沼はため息をついた。

（もう、後戻りはできないな）

　こんなことになるなら、安曇のことなど、大学のときから放っておくのだった。目をかけたりしなければよかった。

　こんなにも杉沼の心をかき乱す、たちの悪い悪魔みたいな男だと、どうして気づけなかったのだろう。




　　＊　　＊　　＊




　午前六時に安曇が自宅の鍵を開けると、家の中は外と同じくらい暗かった。

　しんと冷えきった空気に、利香子も昨晩は帰らなかったのだろうか、と思いながら、安曇はそのままバスルームに入ってざっと身体を洗った。史賀の家でセックスしたあともシャワーは浴びているのだが、家に戻ってくると風呂場に直行するのが常だった。

　史賀に跡をつけられていないか念のため確認し、手錠の跡もほとんど残っていないことに安あん堵どして上がると、暗いままのリビングでゆらりと人影が揺れた。

「おかえりなさい。朝帰りね」

　気だるげに言いながら利香子が安曇の前まで来て、挑むように安曇を見上げる。安曇は逃げるようにわずかに視線を逸らした。

「遅くなってすまない。仕事がたてこんでいて」

「三週連続で？」

　遮るように切り返されて、安曇は口をつぐんだ。言い訳が通じるとは思わなかったが、今さら咎とがめられるのも意外だった。利香子はちいさくため息をつく。

「一昨日の夜、兄から連絡があったの。あなたとちゃんとやってるかって。余計なお世話よね」

「……義兄さんは、心配してるんだろう」

「そんなことわかってるわよ」

　肩を竦めて利香子はつまらなそうに言い、それから、迷うように髪をかき上げた。
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朝だというのに綺麗に巻かれた飴あめ色いろの髪が、たおやかな胸の上で揺れる。

「──週末、食事にでも行く？　友達に教えてもらったお店があるの」

「食事？」

　唐突な誘いに驚くというより戸惑ってしまい、安曇が利香子を見返すと、利香子は顔を背けた。

「いいの、ちょっと言ってみただけ。朝帰りするほど忙しいんだもの、週末くらいゆっくりしたいよね。別の誰かと行くわ」

　たっぷり嫌味のこめられた声に、安曇はぎこちなく微笑む。

「……そうか。いいんじゃないかな」

「誰と行くか聞かないの？」

「友達だろう？」

「──そうよね。あたしがこの二か月、どこで誰となにをしてたかも、どうでもいいよね」

　利香子は冷めた声になって安曇の脇を通り過ぎた。苛立ったようにテーブルの上のグラスを片付ける彼女を少しだけ眺めてから、安曇は踵を返した。

　怒らせただろうか、と思ったが、たとえもう一度会話をやり直してもうまく振る舞える自信はなかった。二か月ぶりの会話にしては穏やかだっただけましだ、と安曇は鞄かばんを開けてネクタイに手を伸ばした。

　バスルームの鏡を見ながらゆるみのないようにネクタイを締める。

　淡々と、楽しいことなどなにもなさそうに平静な自分の顔は仮面のようだった。数時間前までは蕩とろけきった表情だったはずの顔だ。きちんと結ばれた唇は我ながら寡黙そうで、淫猥な言葉を発したことなどなさそうに見える。長すぎもせず短すぎもしない髪、高くも低くもない鼻。面白みもないが、その分無害で、目立つことも褒められることも、非難されることもない、ごく平凡な男の見た目だ。

　髪をきちんとセットして、スーツに乱れやよれのないのを確認すると、安曇は薄いコートを羽織って外に出た。

　行ってきますとは言わず、利香子も顔を出したりはしなかった。

　安曇と同じように駅へと向かう人の姿がまばらに見える。その中に交じって歩きながら、ふと利香子の台詞を思い出した。

　食事。利香子と食事に出かけたのなんて、前がいつだったか思い出せないし、そもそも数えるほどしか彼女と出かけたことはない。二人で食事した回数なら、学生時代に杉沼と飲みに行った回数のほうが圧倒的に多いくらいだ。

　結婚して三年になるが、すでに安曇は仕事が忙しかったし、結婚する前だって、利香子が安曇とだけ「つきあった」と言える期間は短かった。華やかでわがままを言うのが上手な彼女はよくもてたのだ。

　利香子はいつでも眩しく、綺麗で可愛らしい猫のようだった。杉沼に紹介されてから結婚するまでの五年の間、主導権は常に利香子にあったし、安曇はただ彼女に嫌われないように努めるだけだった。それでよかった。

　一番簡単に自分を偽れた時期だった。自信に溢れて美しい女性はちょうど安曇と正反対の存在で、単純に綺麗だと思えるだけで、普通の男になれた気がしたものだ。たまにデートに行けば羨ましそうな視線を向けられることはあっても、不審げに見られることも咎められることもない。杉沼だって応援して祝ってくれたし、両親も手放しで喜んでくれた。息子の「病気」が治ったとほっとしたのが手にとるようにわかって、安曇もほっとした。これが人並みの幸福なのだ、これでやっと息ができる、と思い込むことのできた、夢のような時期。

　改札を抜けて通勤ラッシュに突入した電車に乗り込み、安曇はネクタイに触れて目を伏せた。外は寒さの増す季節でも、人間がすし詰めになった車内は蒸し暑く息苦しい。ありえないほど密着する他人の身体を意識しないよう、誰もが神経をにぶくさせて黙りこくっている。

　安曇もスーツ姿の女性と男性の間で押しつぶされながら、この中にどれだけゲイがいるのだろう、と考えた。

　女なのに女しか愛せないとか、男だが男しか愛せないとか、どっちも大丈夫だとか、痛くないとだめだとか、見られていないとだめだとか。あるいは、不倫をしている人間はいるだろうか。人間を愛することのできない人間は？　人形でなければ感じないとか、血を見なければ興奮しないとか。生まれたときは違う性別だったとか。

　安曇の両親が思うよりも多いだろうそういう「マイノリティ」は、だが両親にとってはありえない、異常な存在なのだ。

　高校生の頃、安曇は本当に自分が同性愛者なのか確かめたくて、ゲイ雑誌を買ったことがある。それに載った、小さな下着一枚のたくましい男や、絡みあう男同士の写真は刺激的で、安曇は「いけないことだ」と思いながら自慰をした。

　モデルの男の子のようにキスされたり撫で回されたりするのを想像すると何度でも勃起した。捨てたほうがいい、と思いながらそれを自室に隠し、二冊目の雑誌を購入してしばらく経ったところで、母親に見つかった。

　そこからの半年はひどいものだった。安曇は学校の友達とゲームをして負けた結果の罰ゲームだと説明したのに、病気に違いないと病院に連れ込まれ、父親には怒鳴られたし母親には泣かれた。

　勉強でも運動でも性格でも、父を満足させることのできなかった安曇だが、その性的嗜し好こうは一番の親不孝だったのだろうと安曇は思う。だからこそ、利香子と結婚したことは、唯一最大の親孝行だった。

（……でも、今もまた、僕は裏切ってる）

　安曇は目を閉じた。

　ほとんど眠れていないせいで頭の芯が重かった。せめて早く会社についてしまいたい、と思うと、身体に密着した鞄の中で携帯が震えるのがわかった。

　迷った挙げ句に、安曇は電車が停とまったタイミングで鞄からなんとか携帯を取り出し、女性の迷惑そうな顔に目礼をしてそっと操作した。めったに使わないメールの画面をひらいて、やっぱり、と思う。

　今朝、史賀に乞われて登録したアドレスが表示されている。

『あと二十分で会社につきます。安曇さんは？』

　意味のない内容だった。安曇は返信をせずにスーツの内ポケットに携帯を入れ、つり革を握り直した。

　意味のない内容だけれど、身体からは力が抜けた。無意識に微笑みそうになり、意識して唇を引きしめて、安曇は心の中で呟いた。

（僕もあと二十分でつく）

　意味のない、くだらない台詞。

　それを、会社について史賀の顔を見たら、言ってやってもいいな、と思った。
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　史賀海正が最初に安曇春之のことを上司としてでなく、一人の人間として意識したのは、「いい上司だなあ」と感動した翌日のことだった。会議に出す書類の数字上の間違いをさりげなく指摘され、慌てて直して無事に切り抜けた翌日、史賀は安曇を昼食に誘った。

「昨日のお礼に、奢おごります」

　そう言ったら、安曇はほんの少しだけ笑った。いちいち奢ったりしたら財布がもたないぞ、そういう気の回し方はいらない、と言って、「でも食事は一緒でもいい」と立ち上がってくれた。

　食事の間、やりにくいことはないかとか、コンビを組んでいる石いし田だとはうまくやっているみたいでよかったとか、ぽつぽつと話す安曇は新鮮だった。

　史賀にとって昨日まで、安曇の職場での印象は、あまり強くなかった。上司というよりも、万事いい加減な課長のかわりに書類を作ったりする雑用係的ポジションに見えたし、無駄話をするわけでもなく、目立たない存在だった。以前大きな契約を取ってきたのはコネらしい、と石田に教えられたが、それも特になんとも思わなかった。一言でいうと、関わりの薄い相手だったのだ。同じ課にいても。

　だが、そっとミスを指摘されて初めて、共有フォルダに上げてあるデータを安曇が逐一チェックしているのだと気づいて、史賀は大げさにいえば感動した。暇なわけがないのに、そういうフォローもしてくれるのだ。実はすごい人なのかも、と思うと、興味が湧いた。見習いたいとも思って、だから食事に誘ったし、食事の間に彼の口から出る台詞からも普段の細かい気配りがうかがわれて嬉しかった。

　ちょっと浮かれて向かいの安曇を観察していて、気がついたのが手だった。指先。焼き魚定食を食べる所作はきちんと躾しつけられたものらしく綺麗だったが、それ以上に、左手に目が向いた。

　箸を取るのにも、水を飲むのにも、まず左手が伸びる。飾り気のない銀色の指輪が光るその手を見ながら、ああこの人結婚しているんだっけ、と思ったのが半分、先に左手が出るのが左利きの弟と同じだなと思ったのが半分。

　だが安曇が箸を操るのは右手で、そこに不自然さはなかった。左利きではないのか、と思って、それからなんとなく注意して見るようになったのは、今となってはどうしてかわからない。尊敬する上司だから、なにかをビジネスマンとして盗みたかったのか、会話するきっかけがほしかったのか。

　気をつけて見ていると、安曇はよく左手を使った。字を書くのは右手だが、ペンを取るのは左手。会議の資料をめくるのも左手。コーヒーを飲むのも左手。電話を取るのも、ドアノブにかけるのも。

　そういえばあのときも、左手で自分のペニスを握りしめていた。

　眠れない夜に、いつもとランニングのコースを変えて走っていたとき、史賀は普段人ひと気けのないコインランドリーに安曇がいるのに驚いて、それからうなだれるように座っている彼が具合が悪いのではないかと心配になってコインランドリーの戸を開けた。中で彼がなにをしていたのか知らずに。

（……お義兄さんの前でオナニーするときも、左手でするのかな、安曇さん）

　普段清潔そうな安曇の顔はセックスのとき、驚くほど艶めく。桜色に頰と目元を染めて、潤みきった目でじっと見つめられると、凶暴なほど強い欲が湧いてくる。同性を色っぽいだとか抱きたいだとか思ったことがなかった史賀でさえ、思わず喉を鳴らすほど淫いん蕩とうな安曇のあの姿を、安曇の義兄はよく愛さずにいられるものだと思う。

（あの顔でねだられて素っ気なく突き放すなんて、不能なんじゃないか？）

　それともサディストというのは、突き放すこと自体も愉たのしくて仕方のないものなのだろうか。安曇の苦しそうな顔は確かにすごく色っぽいと史賀も思うが、自分だったら、鞭で打ったあげくに玩具をつっこんで帰らせたりしない。

　できるわけがない、と思うのに、それでも、安曇はそんな史賀よりも、非情な義理の兄のほうが好きなのだ。

　午前中からいやらしい想像をして勝手に嫉妬してしまう史賀の斜め向かいで、安曇は傍にやってきた課長を見上げていた。

「安曇、午後の会議で売上報告使うんだけど、先月から更新してないんだわ。数字入れて、報告書におとしといて」

「更新は僕のところでしてありますので、やっておきます」

　慣れたように返す安曇の肩あたりを、課長は「そうだよなあ、たぶんやってくれてると思ったよ、うん」と言って叩いて大きな声で笑い、じゃあ煙草たばこ吸ってくるから、とフロアを出ていった。いっそ清すが々すがしい。

　す、と安曇の左手が紺色のネクタイに添えられるのを見ながら、史賀は声をかけた。

「係長、斉さい藤とうプラントさんへの提出資料、確認してもらっていいですか」

「ああ、新規案件だったね。いつまでに見たらいい？」

「さっき課長が言ってた、報告書作成のあとでいいです」

　いたずらっぽく言ってみせると、安曇もちょっとだけ笑った。

「また雑用係みたいなことをして、と思ってるだろう」

「課長、係長のこと信頼してるんですよ、ご自分のことより。賢明だと思います」

「生意気なこと言うな、課長が聞いても怒らないからって」

　笑いながらたしなめて、安曇は史賀の手からファイルを受け取った。「午後までに見るよ。史賀と石田には、初めての大きい案件だものな」

「ありがとうございます。それと」

「うん？」

　言葉を切った史賀を見上げる目が怪け訝げんそうに瞬いた。睫まつ毛げ長いなあ、と史賀は思う。今朝方まで潤んで、史賀を見つめていた目だ。涙さえ浮かべて、「中に出して」とか可愛いことを言っていたのに、今はその名残さえない。

「ちょっとだけ、相談に乗っていただきたいんですけど。十分か二十分でいいので、お時間いただけますか」

「いいよ。どこか会議室に行こうか」

　気軽に、当然のように安曇が立ち上がる。腕時計を確認し、フロアの逆側の会議室ゾーンに向かう背中に、史賀は黙ってついていった。

　五人程度しか入れない小さな会議室を選んで、いつものように左手で開けて先に入った安曇は、座って「相談って？」と聞いてから、史賀と二人きりだという事実に気づいたのか、ふっと俯いた。

　ネクタイのノットを神経質そうに指先で押し上げる仕草を見下ろして、史賀はゆっくり彼の隣の椅子を引いた。

「斉藤プラントさんとは別件なんですけど、クライアントから上がってきた納期が、ちょっときつすぎると思うんですよ」

「……きついって、制作課から言われた？」

　なんだ仕事の話か、と安曇がほっとしたのがよくわかった。やや強張っていた肩から力が抜けて、ネクタイをしつこく締めながら史賀の顔を見る。史賀は首を振った。

「今日伝えようと思うんですが、使い回しのきかない特殊なシステムだから、俺が見ても厳しいので、一回だけ、先方と交渉したいんですが、かまいませんか？」

「そうか、昨日来てたやつだな。一回課長に確認してみるといい、僕からも言っておくから」

「ありがとうございます」

　史賀たちの勤める会社はソフトウエアの開発販売と、その運営を請け負っているが、通常はクライアントからの要望は無茶でも最優先される。だが、一蹴されてもおかしくない提案をやんわりとサポートしてくれようとするところが、いかにも安曇らしい、と史賀は思う。安曇は励ますように微笑んでくれた。

「そうやってひとつひとつ考えて仕事ができるのが、史賀のいいところだね」

「安曇さんにそう言われると自信がもてます」

　笑い返して、史賀は手を伸ばした。驚いて目を見開く安曇の頰をつかまえて、ゆっくり顔を近づける。拒まれるか、と思ったが、安曇はうろたえて目を伏せたものの、逃げはしなかった。

　音をたてずにキスをして、ゆるくついばみ、それでも抵抗がないのを確認して史賀は舌を差し入れた。ひくりと安曇の身体が揺れる。口はぎこちなくひらかれて、史賀があちこち舐めるたびに、閉じた瞼まぶたが震えて頰が赤くなってゆく。

　安曇はキスされるのが上手くはない。男だから、という以上に、キスに慣れていないのではないか、と史賀は思っていて、ぎこちない反応をされるといつも、ずっとキスしていたい、と思う。

　キスしただけで熱くなってしまう素直な身体を、今まで何人が抱いたのだろう。セックスのときだけ、普段とまったく違う顔で貪欲に快感を味わおうとするのを、何人が楽しんできたのだろう。

「……っ、史賀、っ……」

　上顎ばかり舌先でこすると、たまらなくなったように安曇が逃げた。すっかり潤んだ目で史賀を睨み、濡れた口元を拭う手は震えていた。

「こういうのは、困る」

「ごめんなさい。でも今日は仕事がハードそうだから、ちょっとだけご褒美がほしいなと思って」

「──だからって、キ、キスとか……こんな、会議室で」

「誰も見たりしませんよ。本番まで行ってすごい声とかしたらばれるかもですけど」

　べつにばれたっていいけど、と思いながら史賀がそう言うと、安曇は怒ったように顔を背けた。

「馬鹿なことを言うものじゃない」

　力のない声で低く言った安曇は、落ち着かない様子で脚を揺らす。まさか、と思って史賀は覗き込んで、思わず喉を鳴らしそうになった。スラックス越しに、安曇のそこは萌きざしを見せていた。

「そっか、感じちゃったんだ」

　嬉しいような、寂しいような気分で史賀は笑い、手を伸ばして触れた。

「っ、やめろっ」

「出したいですか？」

「……放っておけば、おさまる」

　うなじまで赤くして立とうとする安曇を、史賀は抱きしめた。可愛い。可愛くて淫らで、優しくていい人で、尊敬できる人で──そうして、史賀の知らない男に恋をしている人だ。

　──初めてコインランドリーで安曇に出くわした夜、激しく動揺していた安曇は、問い質した史賀に打ち明けてくれた。浮気がばれて妻の兄に責められ、今後浮気はしないかわりに性的欲求を義兄が満たしてくれるように安曇から「取引」をもちかけたこと。義兄はもともと、安曇の大学の先輩だったこと。

　そうして、安曇がずっとその人に憧れていたのだということ。

（──俺は、安曇さんにとっては、お義兄さんの代用品なんですよね）

　身体は感じてくれても、安曇の心は史賀にはないのだ。

「ねえ安曇さん。デートしませんか」

「……なんだって？」

　切り出すと、安曇はびっくりしたのか、逃げようとするのもやめて史賀の顔を見た。ずっと年上なのに、ときどきこの人は子どもみたいに幼い表情になる。

「デートですよ、デート。一緒に出かけましょうよ。週末に」

「──」

　困ったように、腕の中で安曇が俯く。予想したとおりの反応だったから、史賀はめげずに続けた。

「ねえ、いいでしょう。頑張って働いてる部下をねぎらうって名目だったら、誰も疑問になんか思いませんよ。お義兄さんだって、奥さんだって」

　性格の悪いヒモみたいな台詞だと史賀は自分で思ったが、こうでもしないと安曇とまともに恋人らしいことなど望めない。たまにはアピールさせてくださいね、と心の中で詫わびながら、史賀はにっこり笑ってみせた。

「すぐにとは言いませんから。俺はできるだけ週末あけて待ってますから、考えておいてください」

「……わかった」

　頷かないとおさまらないとでも思ったのか、安曇はやっとそう言って、史賀の胸を押した。「もう、席に戻らないと」

「はい。お時間ありがとうございました」

　おとなしく離れて、史賀は会釈した。安曇は先に会議室を出ていく。また自分を律しようとするようにネクタイのノットを締め直すのを、史賀はもどかしい思いで見つめるしかなかった。
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　実家から電話がかかってきたのは、金曜日の夜、史賀から届いたメールになんと返事をしようか考え込んでいる最中だった。実家からの電話はいつも気が重いのだが、今日ばかりはいくぶんほっとして、安曇は受話器を取り上げた。

「もしもし」

『春之？』

　やや遠慮がちに聞こえてきたのは母親の声だ。安曇は「どうかした？」とできるだけ優しく聞き返す。

『ええ、あのね、春之の従妹いとこの咲さきさんがね、明日来てくれることになって。小さい頃、よくおばあちゃんのところで会ったから、春之も覚えてると思うんだけど』

「覚えてますよ。でも明日は、ちょっと休日出勤で」

　あなたもいらっしゃいな、と言われる前に予防線を張ると、母は「まあまあ、忙しいのねえ」と感心できなさそうな声を出したあとで続けた。

『急なことだし明日はいいんですけれどね、お父さんが、急に利香子さんの顔を見てないって言い出して。咲さんね、明日子どもを連れてくるのよ。女の子でねえ、それを聞いてからお父さんが、ね』

「……すみません」

　言いにくそうになった母に向かって、安曇は謝罪した。一年ほど前の浮気の件は両親には知られてはいないが、結婚して半年もした頃から、子どもはまだか、孫の顔が見たいとせっつかれていたのだ。

『春之は忙しいお仕事なんだもの、なかなかむつかしいわよねえ。あんまりこういうことは言いたくないんだけど、利香子さんは勝ち気な方でしょう。もちろん春之がせっかく好きになって一緒になった方だから、お父さんも私もとっても感謝してるし、円満に二人で過ごせているならそれでいいと私は思ってるのよ』

　なだめるように、おもねるように、母は優しい声を出す。

（せっかく、で、感謝してる、か）

　苦笑しそうになって、安曇は電話を持ち直した。ゲイという病気かもしれない息子がせっかく好きになった相手で、そんな息子と結婚してくれた女性だから感謝している、と言い直すとずいぶんな台詞だと思う。

「孫の顔が見せられなくてごめん」

『いいのよ、気にしないでね、ごめんなさいね。でも、お父さんも寂しいのよ。だから、近いうちに利香子さんと一緒に遊びにいらっしゃいな。うんとご馳ち走そうを用意しますからね』

「──利香子と相談するよ。ありがとう」

　そう言って、安曇は母にそれ以上なにも言われないように「おやすみ」とつけくわえた。残念そうに「おやすみなさい」と返した母には申し訳ないと思いつつ電話を切って、思わずため息をつく。

　実家に顔を出せと言われるのはよくあることだ。同じ都内にいるのに、忙しさを理由に正月以来顔を出していないから、そろそろ行かないと押しかけてくるかもしれない。こちらに来られるよりは、まだしも実家に行ったほうがましだろう、と考えて、安曇は唇を歪めた。

　体裁を取り繕うのが、一番嫌いで一番しみついている自分の癖だった。

　両親は「病気」が再発しないかと常に疑いの目を向けていたから、それを払拭するために、大学では興味のないサークル活動に精を出し、誰にでも愛想良くしたし、女の子とも仲良くした。

　その息苦しい、偽りだらけの生活の中で、杉沼にときめいてしまったことだけが、安曇にとって誤算だった。杉沼の姿を見るだけで胸が高鳴って、やっぱり男が好きなのだと絶望し、余計に安曇は「普通」を装う癖がついた。

　そうしなければ幸せにはなれないからだ。

　生まれただけ、そこにいるだけで誰かを幸せにできるのは、恵まれた人間だけだと安曇は思う。安曇はずっと取り繕って生きてきた。

　ききわけのいいふり、いい子のふり。

　ゲイではないふり、社交的なふり、無欲なふり、親切なふり、優しいふり。

　異常ではなく正常なのだと、思われたくてあがいている。

　無意識に喉元に手をやって、ネクタイがないことに気づいて、安曇はもう一度ため息をついて携帯をひらいた。

　返答を迷ったままのメールが表示されて、眩しいな、と思う。

『こんばんは。デートの件考えてくれました？　来週の土日、どちらかはいかがですか？　俺はあけてあるから、返事は次の金曜日まででもいいです。今週末は、安曇さんもゆっくりしてくださいね』

　史賀の声が聞こえるような気がして、きゅっと喉の奥が苦しくなる。つられるようにして下腹部の奥が熱くなり、安曇はペニスを握りしめたくなる衝動を堪こらえた。

「電話、お義か母あ様からじゃないの？」

　ふいに後ろから声がして、安曇ははっとして振り返った。リビングの入り口に利香子が立って、かるく腕を組んでいた。黙ったまま視線で答えを促され、安曇はぎこちなく頷いた。

「ああ。利香子さんと一緒に顔を出してほしいって」

「ほんとにまめよね。あそこに行くと大事にされすぎて、なんだかちょっといたたまれないんだけど」

「──気づまりなのはわかるよ」

　僕だって気づまりだ、とは言わずに視線を逸らした安曇に、利香子は背を向けた。

「今月は無理だけど、来月になったら行ってあげないこともないわよ」

「……そう。ありがとう」

「お義と父うさまとお義母さまが、もし浮気のこと知ったら、どうするかしら」

　挑発するように笑われて、安曇ははっと顔を上げる。顔だけで振り向いて安曇を見ていた利香子は、泣くような笑い方をして手を振った。

「言わないわよ、安心して。告げ口なんかしたら、あなたのほうが浮気したのに、あたしが責められそうだもん」

「──」

「明日は帰ってこないから。友達のところに泊まる」

「わかった」

「気が向いたら、明後日も帰ってこない」

「わかってる」

　短い安曇の返事に、利香子は一瞬俯きかけたように見えた。けれどすぐに彼女は廊下に消え、安曇は隠すように持っていた携帯に視線を戻した。

　彼女は安曇の浮気相手が男だったことを知らない。それだけは幸いだ、と思いながら、ぷち、とボタンを押して返信を選ぶ。

（今、ほしい）

　もしできるなら、今。家を出てまっすぐ史賀のところに行って、くたくたになるまでセックスしたい。デートも恋も安曇には無縁なものだから、ただ身体だけ満たしてほしかった。うつぶせになって思いきり叩かれながら、叱られ、悪い人だとなじられて、許しを乞いながら達したい。

　部屋着越しに、安曇のふしだらな分身が頭をもたげているのが見えた。それを眺めながら、安曇は返信をしたためる。

　──再来週の土曜日なら、あいてるよ

　打ちながら、気のないふりを装った物欲しげな文章だ、と思った。史賀はどう思うだろう。淫乱のくせにお高くとまって、とか──。

（史賀は、思わないな、そんなこと）

　返信を受け取ったら、きっと史賀は単純に喜ぶんだろう。安曇が今勃起していることも知らずに、「嬉しいです」とかそんなメールをよこすに違いない。

　荒くなりそうな息を無理に抑えながら、安曇は送信ボタンを押して、目を閉じた。










　次の杉沼との「取引」も、その次の水曜も、ごくあっさりしたものだった。

　二週続けて短かったから今夜は、と少し期待していたのだが──安曇が下だけすべて脱いだ格好でひざまずいて杉沼のものに奉仕して、彼が呻き声ひとつ漏らさずに放った精液を飲み干すと、杉沼はさっさと身繕いした。

　今夜も仕事から帰ってきたときのままの格好の杉沼は、安曇にしゃぶらせている間手にしていた新聞を横の椅子に投げ、性器をしまいこみながら「悪いな」と言う。

「今朝早くに臨時の会議があって、新聞も読まずに出たんだ」

「──忙しいんですね」

　間抜けな構図だ、と思いながら、安曇はスーツのジャケットの裾をひっぱって、主張している自分のペニスを隠そうとした。見下ろした杉沼は皮肉っぽく笑う。

「出したければ自分でやっていいぞ。俺は風呂に入ってくるから、その間に帰ってくれればいい」

「……大丈夫です」

「お礼は？」

「え？」

「疲れてるのに飲ませてやったんだ、お礼くらい言えよ」

　笑われ、安曇は唇を嚙みしめた。胸の底が熱い。それはみじめさと、貶おとしめられる快感だけでなく、もっと──どうしようもない虚むなしさのせいだった。

　ありがとうございます、と頭を下げると、杉沼が踵を返すのがわかった。宣言どおりバスルームに消えていくまで頭を下げたまま待って、安曇は服を着た。

（……唾液が、気持ち悪いとか、そういうことかな）

　杉沼は「取引」の前にもシャワーを浴びていたはずだった。口に含んだとき彼の身体からは清潔な石けんの匂いがしていたのに、終わってまたシャワーを浴びるということは、それほど触れあうことに嫌悪感があるのかもしれない。

　だいたい、安曇が奉仕する間、杉沼の視線は新聞に注がれたままで、一度だって安曇を見ようとはしなかった。杉沼の仕打ちはいつでもひどかったが、今日ほどおざなりにされたことはない。

　つまらない、と言いたげな無表情のまま、冷静に活字を追う杉沼の顔を思い出すと、胃の底が冷たくなる。

　今さらだろう、とあざ笑う自分がいる一方で、なんだかひどく現実感がなかった。これで終わりのはずがない、という、違和感。だって今までなら──せめて、あと少しは、二人で過ごす時間があったのだから。

　もしかして気が変わって、バスルームから杉沼が出てくるかもしれない。

　ここで自慰をしていたら、「まだいたのか」と言って、はしたないと叱って、鞭で叩いてくれたり──少しは我慢を覚えろと玩具を入れたり、してはくれないだろうか。

　もしかしたら、と期待してのろのろとスーツの襟やネクタイの位置を直しても、できるだけゆっくりキッチンで手を洗って口をゆすいでも、無論、バスルームのドアはひらく気配もなかった。耳を澄ませて水音を聞いてから、安曇はやっと諦めた。

　来週からは着替えもいらないかもしれないなと思いながら、仕事用の鞄と、着替えの入ったバッグを手にして玄関に向かう。玄関の靴箱の上は、今日は綺麗に掃除され、なにも置かれてはいなかった。

　外に出て階段を下り、いつもの習慣で時計を確認する。十二時半にもなっていない。

　三十分もなかったのだ、と思うと笑いがこみ上げた。

（着替えどころか、来週はもうここに来ない、ってこともあるんだな）

　一年とちょっと。絶対に実らない恋を引き延ばしたにしてはよくもった。同性愛者でもない杉沼がここまで相手にしてくれただけで、感謝するべきかもしれない。

　失恋するのは最初からわかっていた。

（馬鹿みたいだ。──僕は、本当に、あの人を）

　あの人が好きだったんだ、と思うとおかしかった。笑わずにはいられない。

　近いうちに終わりになると、覚悟ができているつもりだったのに、全然、気持ちがついていかない。まだ終わらない、まだあと少し、あの人と二人きりの、特別な秘密が持てるのだと、無意識に信じていた。

　杉沼の部屋に引き返して、まだシャワーを浴びているなら浴室に飛び込んで、なんでもいいから見捨てないでくれ、と言いたくなる衝動を、安曇は他人のもののように感じた。そうすることもできる。

　そうやって懇願したら、あと一度くらいは相手をしてもらえるかもしれない。あのうんざりしたような顔で新聞を読みながらでも、いくら舐めても勃起してくれなかったとしても。

（好き、だったんだ）

　ふらつくようにして安曇は歩き出した。

（杉沼先輩が──あの人のことが、ずっと、好きだった）

　誰もに憧れられるような、男らしくて優しいあの人が、他の誰でもなく安曇を見てくれるときの、あまく絞られるようなときめきを思い出す。笑うとそこだけ明るくなったようで、眩しくて、いつだって──いつまでだって、見ていたかった。

　好きだったから、杉沼と過ごせるなら、どんなかたちでもよかった。喜びより傷つくことのほうが多くても、傍にいたかった。

　自分でもよくわからない高揚感にひきずられるように、笑いを嚙み殺して電話をかける。すぐに出た史賀に、「今すぐコインランドリーに来てくれ」とだけ言って通話を切り、安曇は道を急いだ。

　コインランドリーにつくと、たいして待たないうちに史賀が息を切らせて走ってきて、安曇は叫びだしたいような気分になる。

　したい。ものすごくしたい。

「史賀」

　熱っぽく感じる手を史賀に伸ばして抱きつくと、史賀が一瞬戸惑うのがわかった。かまわずにうなじに手をかけて、引き寄せてキスをする。舌を差し出し、誘うように史賀の唇を舐めると、史賀はすぐに応えてくれた。

　くちゅくちゅと音をたててキスが交わされ、安曇はうっとりしながら史賀の胸を撫でた。はりつめた筋肉の下で心臓が高鳴っているのがわかる。それをてのひらで味わって、崩れるようにして膝をつく。

「っ、安曇さん？」

「舐めたい」

　荒い息で囁きながら強引にジーンズから史賀のものをひっぱり出し、安曇は大きく口を開けた。

「ちょっと、待って、っう、」

　ぱくりとくわえこむと史賀のそれはぴくんと反応した。たちまち硬くなり頭をもたげる若い性器を、安曇は夢中になって唇でこすった。唾液をたっぷりまぶして傘の部分を舐め回し、上顎に先端をこすりつけるようにして奥まで入れたり、出したりする。

「っ……っ、」

　苦しそうな息をつく史賀の手が安曇の頭に添えられて、安曇は視線を上げた。

「あ、づみさん」

　見下ろす史賀の目は潤んで見えて、堪えるように眉根を寄せた表情が色っぽい。

「そんなにされたら、俺──」

「いい。飲みたいんだ」

　甘えた自分の声がひどく遠く聞こえた。再びじゅるじゅるとすすりながら、安曇は自分のスラックスごと下着を押し下げた。ふるりと震えて飛び出す性器はそのままに、片手を後ろに回す。

　今日は一度も触っていない蕾は乾いて、貞淑ぶってすぼまっていた。安曇は焦れったく思いながらべとべとに濡れた史賀の性器を口から出して、それで指を潤した。我慢できない。早くこれが中にほしい。つながって、真っ白になるまで達きたい。

　ぐい、と指を押し込むと、史賀が「安曇さん」と咎めるように呼んだ。

「俺のポケットに潤滑剤が入ってますから」

　そっと髪を撫でられて、安曇は史賀の顔を見た。史賀はせつなそうに微笑む。

「さっきの電話、泣きそうだったから、もしかしてすぐ弄ってほしいのかもと思って。……勘があたってよかったです」

　大きなてのひらで大切そうに頭を撫でられて、安曇は急に身体から力が抜けるのを感じた。

（……僕は、なにをしてるんだ）

　杉沼が離れていきそうだからと、史賀に縋ろうとしているのか？　しゃぶっただけでなにもされずに放り出されたからと、電話で呼び出して──これでは、まるで。

（……僕が、史賀を犯そうとしてるのと変わらない）

「安曇さん？　平気？」

　膝をついたままの安曇の顔を覗き込むように、史賀が身をかがめた。やわらかく頰を包まれ、優しく唇を撫でられる。

「なにかありました？」

　優しい感触に、安曇は瞬いた。それから、黙ったまま史賀の腰に手をかける。

　今さら善人ぶってなんになるだろう。自分は、セックスがしたくて史賀を呼び出したのだ。絶頂を味わいたくて、毎週毎週、史賀をつきあわせている。彼が手をさしのべて抱きしめてくれるのをいいことに、いい気になって、自分の快楽のために史賀を利用しているのだ。

　安曇は大きく口を開けて再び史賀の分身にむしゃぶりつきながら、もどかしく史賀のポケットを探った。

「安曇さんっ……もう、落ち着いてってば」

　息を乱しながら史賀が潤滑剤を取り出してくれて、蓋の開けられたそれを安曇は奪うようにして手に絞り出す。濡れた指を半ば強引に後ろにつっこむと、史賀のほうが苦しそうな声を出した。

「俺に、させてくれないんですか？」

「……っん、む、」

　安曇は答えなかった。目を閉じて史賀をほおばりながら、忙しなく自分の中をほぐす。馴染みきらないうちに二本目を入れると痛んだが、気にする余裕はなかった。

　かき回して、史賀が萎えてしまわないように舌を使って奉仕して、先走りがたっぷり出るのを待って背を向ける。

　テーブルにうつぶせに上体を倒して、自分でほぐしたそこをひらいてみせる。

「お、犯して」

「──安曇さん」

「はやく、つっこんでくれ」

　掠れた声で懇願しながら、軽蔑してくれ、と安曇は思う。

　嫌いになってくれ。

　そうじゃないと、このまま、史賀から離れられなくなってしまう。杉沼を失いそうな今、史賀だけが快感をくれるすべてになったら──たがが、外れてしまう気がした。

　震える安曇の後ろで、史賀がため息をついた。

「入れますけど。──俺は、安曇さんを犯すわけじゃないです」

「……っ、あ、」

　ぴたりと押しつけられる史賀の切っ先はきちんと熱かった。ああ来る、と思うと勝手に尻がくねって、史賀の手が淫らがましい仕草を咎めるように腰を摑んでくる。

「犯す、んじゃなくて。愛しあいたい、って思うのは、俺の贅ぜい沢たくですか？」

　ぬぷっ……、と入り込んでくる感触に、安曇はテーブルに爪をたてた。

「あ、あ、あ、史賀……っも、っと、」

「安曇さん……」

　寂しげに呟いた史賀が、それでもぐっと侵入してきて、安曇は顎を上げて喘いだ。はち切れてしまいそうに痛い。強引に内臓を逆行される感覚は気持ち悪いのに、肌が粟あわ立だつのは明確な快感のせいだった。

　内側の、すごく気持ちのいいあそこを史賀のものが圧迫している。もっと。もっと奥まで来てくれたら、奥の死んでしまいそうに感じるポイントに当たって、そうしたら達ける。

「ふ、あっ……あ、ん……っ」

　もっとほしくて、安曇は自分で腰を振った。

　史賀に向かって尻を突き出すように振るたびに、古いテーブルはがたついて耳障りな音をたてる。安曇の勃起した先端がときおりテーブルの端の冷たい金属に触れて、それが泣きそうなほど気持ちよかった。

「史賀……っ、もっと、……あ、ついて、あ、あ、ア……ッ」

　腰を摑む史賀の手が、安曇の嬌きよう声せいに戸惑うようにゆるんで、そっと脇腹を撫でてくる。安曇はことさらに身をくねらせた。

「イく……でちゃう……っ」

　ああほら見ろ、こんなにいやらしくて身勝手な男の本性を、よく見てくれ。

　よく見て、そして嫌いになってくれ。

　きん、と熱っぽく霞かすむ頭の片隅で、安曇は願う。いっそ外を誰かが通ればいい。いつもよりずっと早いから、人通りの少ないこのコインランドリーの前だって、誰かが通りかかったとしても不思議はない。通りかかって、安曇たちを見つけてぎょっとしてほしい。嫌悪と軽蔑の入り交じった目で睨まれたい。

　史賀、と安曇は何度も呼んだ。

　史賀はほとんど応えずに、それでも萎えない性器で安曇を穿ってくれる。いつもより速い、規則的な前後運動。胸にもどこにも愛撫がくわえられないことを意識しながら、安曇は気がつかないふりで後口を締め上げる。

　きゅっと締めつけながら甘えるように尻を振って、史賀が息をつめて動きをとめ、中に精を放つのを感じる。閉じた瞼の裏で汚れた自分の内側に、史賀の白い精液が広がるところを想像して、安曇は唇を嚙んだ。

　射精しないまま、勃起しかけていた自分のそれが力を失っていくのがわかる。

「安曇さん」

　分身を引き抜いた史賀が、そっと肩に触れてきて、安曇はびくりとした。反射的に手を振り払い、顔を見ないようにして身繕いする。

「今日は帰る」

「でも、安曇さん達けてないでしょう？　それに、なにがあったか聞かせてください」

「──帰る」

　ファスナーを上げ、ネクタイを締め直そうとして、安曇は自分の手が汚れていることを思い出してやめた。乱暴にティッシュで拭うと、史賀がため息をつく。

「シャワー浴びるだけでもいいですから、寄っていってください」

「いい。どこかで手だけ洗えばすむ」

「──どうしても、帰っちゃいます？」

「……うん」

　安曇の答えを予測していたのだろう、史賀はそれ以上引きとめなかった。かわりに、床に落ちていた安曇の鞄を拾い上げ、差し出してくる。

「電話くれてよかったです。……土曜日のデート、忘れてませんよね？」

「──覚えてる」

　安曇は史賀の手に触れないように気をつけて荷物を受け取った。週末の約束は覚えていたが、今さら、デートもなにもない、と思う。前日にでもなにか理由をつけて断れば、史賀だって食い下がりはすまい。

「逃げたりしないでくださいね。今日の分も、安曇さんを気持ちよくしてあげたいし、一緒に過ごしたいから」

　逃げ気味の安曇の思いを察したように、史賀が釘くぎをさしてくる。触れたそうに手が伸ばされて、スーツ越し、そっと左の手首を握られた。

「エッチしたかったのに、達かせてあげられなくてごめんね。一個借りだから、ちゃんと返させてください」

　優しく、言いくるめるような口調だった。普通は逆だ、と思って安曇は背を向けた。

　逆だ。

　呼び出して無理に相手をさせたのだから、借りがあるのは安曇のほうだ。

　逃げるように足早にコインランドリーを出て、タクシーのひろえる大通りへと急ぎながら、デートが終わったら、と安曇は自分に言い聞かせた。

　史賀の気がすむようにデートとやらが終わったら、ちゃんと言おう。

　義兄との関係ももうすぐ終わるはずだから、そうしたらもう史賀と会う理由はない。

　だからもう終わりにしたい、と言おう。

　史賀が呆あきれてくれるように。

　安曇がみっともなく縋ってしまう前に、嫌いになってくれるように。










　浮気相手の男とは数回会ってそのたびに寝たけれど、安曇は結局本名も知らないままだった。コウ、と名乗ったその男と初めて出会ったその日にセックスして、丁寧に慣らされて挿入されたところまでは、安曇も覚悟をしていたし、想像の範囲内だった。

　予想外だったのは、男を受け入れたまま、ぱちん、と尻を叩かれたときに、びくびくと痙けい攣れんしてしまうほど感じたことだ。

「ああ、やっぱり、痛いのが好きなんだね」

　うすく笑いながらコウは続けて安曇の尻を打った。ぱん、ぱん、と音をたてて尻の両側を強く叩かれ、そのたび安曇は声もあげられないままのたうった。射精するときの一瞬の快楽がずっと続いているような、激しい快感。

「最初見たときから、そうじゃないかな、と思ってたんだ。こうやって叩かれて……奥までつっこまれると、すごくイイでしょ？」

　コウの声は優しかった。容赦なく痛みを安曇の身体に加えながら、挿入そのものは丁寧で、生まれて初めての快感を安曇にもたらした。その夜、何度達したのか安曇はまったく覚えていない。

　男にいたぶられ、男に貫かれる。その悦よろこびに、安曇の身体は簡単に溺れた。

　一晩限りにするつもりだったのに、「次はもっとよくしてあげる」と微笑まれ手渡された電話番号だけの名刺を捨てられず、結局三日後には電話していた。

　二度目のセックスはコウの言うとおり一回目よりもよくて、安曇はやめられなくなった。利香子にばれるのも当たり前だった。やっぱりゲイだったのだ、という衝撃以上に、自分がひどく淫らで救いがたい生き物だと思い知らされたことで頭がいっぱいで、浮気がばれないようにする、という配慮さえ心には浮かばなかった。

　知られたらおしまいだ、と思いながら、もしかしたらどこかで知られてしまえばいいと思っていたのかもしれない、と──今となっては安曇は思う。利香子が家にいるとわかっていて、我慢できずにコウに電話をかけてせがんだのだから。

　だめ、すぐ会いたいんだ、セックスしたい。お願いだ、したいんだ。我慢できない。

　携帯に向かって必死に喋る夫の姿を、利香子は呆然と見つめていた。

　──今は、利香子はただ不審げな目をして、安曇を見つめている。安曇は手にしていた花を差し出した。

「会社の帰りに、綺麗だったから」

「機嫌をとってるつもり？」

　冷ややかに言って、利香子はそれを受け取った。「活いけてたら遅刻しちゃう」

「これから出かけるのか？」

「ちょっとね。遅刻したからって相手があたしに怒ったりするわけないから、五分くらいはいいんだけど」

　暗に男の存在を匂わせるようなことを言って、利香子は玄関口からキッチンへと引き返していく。右肩には小さなハンドバッグがかけられていて、安曇はそれを見ながら靴を脱いだ。

「僕が活けておくよ。怒らなくても、待ち合わせ相手は待たせないほうがいい」

「──春くんて」

　ぽつりと呟きかけて、利香子ははっとしたように首を振った。

「あなたって、優しいっていうよりすごく嫌味なのよね」

「そういうつもりで言ったんじゃないよ。待ち合わせの相手を待たせたら悪い、というのは一般常識じゃないか」

「そういうところが嫌い」

　素っ気なく言って、利香子は安曇が花束を取り上げるのを拒まなかった。安曇は微笑んでみせる。

「それで、実家の件だけど、来週でいいかな。十二月になったら利香子さんも都合がつくって言ってたから、来週の日曜にでも行くよって言ってある」

「……つまり、花束はそのための賄わい賂ろってわけね」

　怒るというより呆れたように、利香子はため息をついた。

「花なんかくれなくたって、告げ口なんかしないわよ」

「たまたま、会社帰りに綺麗だと思ったんだ」

　言い訳したものの、安曇もそれを利香子が信じるとは思っていなかった。利香子の言うとおりだ。そのまま出ていく彼女に、安曇は「いってらっしゃい」と声を投げた。

　利香子には、申し訳ないと思う。

　ずっと彼女を好きだと錯覚していられればよかった。自分の中に眠る淫らな欲望や、快感を我慢できない貪欲さに気づかないでいられれば、彼女もきっと幸せになれたはずだった。

　結婚を喜んでくれた両親も、「利香子を大切にしてくれてありがとう」と少し寂しげな兄としての顔を見せた杉沼も、悲しませることも苦しませることもなかった。

　安曇がゲイで、どうしようもない淫乱でなければ。

　いつだって安曇は我慢できない。ゲイ雑誌を買わずにいられなかった高校生のときも、それで自慰を繰り返したときも、浮気をしたときも、杉沼に取引をもちかけたときも、史賀に見られたときも。

　三十年以上も我慢しないで生きてきたなら、同じ時間だけくらいは、ずっと我慢できてもいいはずだ、と安曇は赤い花びらを撫でた。なんていう花なのだろう。しっかりした茎に、幾重にも細い花びらがたくさんついた──小さい向日葵ひまわりみたいな花。

　明日にはしおれてしまうだろう花。

「……いくら僕だって、六十を過ぎたら、欲張りじゃなくなってるよな」

　つ、と花をつついて独りごちて、安曇は自嘲した。馬鹿みたいな独り言だと思う。

　花瓶を探すのを諦めてキッチンの洗い桶おけに水を張り、そこに花束をそのまま入れる。

　明日はデートだ。

　たぶん最初で最後の、同性とのデート。

　きっと最後のセックスをする日だ。
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　安曇はイワシが気に入ったらしい。

　休憩のために入った喫茶店で、小さなまるいテーブルを挟んで史賀の向かいに座った安曇は、午前中に待ち合わせたときよりもずっとリラックスして見えた。

「驚いたなあ、水族館って、食べられる魚も飼ってるんだ」

「安曇さん、イワシに釘付けでしたね……」

　銀色の腹を光らせて群れで泳ぐ魚を、安曇は熱心に見つめていた。水族館の入り口に近いその水槽からなかなか離れない安曇を、史賀は斜め後ろから眺めて幸せな気分になれたので、あえてせかしはしなかったのだが。

「あと、カニ」

「いましたね」

「エビもいた」

「食べられるものばっかりですね」

　安曇さん、普段は小食なのに、と笑うと、安曇は初めて気づいたのか恥ずかしげに首を竦めた。

「あとの魚は名前が難しくて覚えられなかったんだよ……」

「ミツクリエナガチョウチンアンコウとかですか？」

「よく言えるね」

　くるっと目がまるくなって、ああ可愛いなあ、と史賀は思う。どこにも険しいところのない安曇の顔はすごく綺麗で、素直な感情が表に出るととても可愛い。

「うち、親おや父じが漁師なんですよ」

「そうなのか。初めて聞いたよ」

「会社でそんなに話、しませんもんね。……夜はほかにすることがあるし」

　アイスコーヒーを飲みかけていた安曇は、わざと声を低めてつけ加えた史賀の言葉にぴくんと肩を揺らした。みるみる耳が桃色に染まるのを見ながら、史賀は嬉しくなって笑ってしまう。

「だからデートしたかったんですよ。いろいろ話ができるでしょう」

「──あんまり大きい声でデートとか言うものじゃない」

「どうして？　いいじゃないですか、噓うそじゃないですもん」

　安曇さんて恥ずかしがりやだよなあ、と思いながら史賀は手を伸ばした。グラスを摑んでいる安曇の手の甲に触れると、安曇はさっと手をひっこめてしまう。

「だから、こういうのは……普通の喫茶店にいるんだ、嫌いな人だっているだろう」

「嫌いじゃない人だっていると思いますし、もし嫌いな人が隣に座ってても、また顔をあわせる確率は低いんだから、気にしなくていいと思います」

「僕は気にする」

　恨みがましい目つきでちょっと睨まれて、史賀はいったん引き下がることにした。

「わかってます。もうしません」

　史賀がチョコレートの味が濃厚な、クリームたっぷりのコーヒーを手にすると、安曇はやっと身体から力を抜いた。落ち着きなく左手が喉元を探り、ネクタイがないのを思い出したようにそっとテーブルの下にしまわれる。

（ラッキー）

　洒落た喫茶店のテーブルは小さい。史賀の膝と安曇の膝はなにもしなくても触れあいそうなほど近いから、ちょっと手を伸ばせばテーブルの下で手をつなぐこともできる。

　あとでやってみよう、と思いながら、史賀はにっこり笑ってみせる。

「昼飯食べた店、どうでしたか？　俺けっこうエスニック系好きなんですよね」

「──うん。おいしかった」

「香こう菜さいが大丈夫だったら、別の店にも行きましょうよ。安くてすっごくうまいとこあるんですよ」

「よく知ってるんだな」

「だってうまいもの食いたいじゃないですか。次のとき、行きましょうね」

　史賀が身を乗り出すと、思ったとおり膝が触れて、安曇はびくんとして俯いた。逃げるように横に逸れた安曇の膝の上まで手を伸ばして、史賀はきゅっと彼の手を握る。

「冷えちゃったね。コーヒー、ホットにすればよかったのに」

「さ……さっきは、ちょっと、暑くて」

　俯いて、安曇は泣きそうな声を出す。史賀は親指で安曇の手の甲を撫でる。

「ねえ、安曇さんの初恋の人ってどんな人？」

「そんなこと聞いてどうするんだよ」

　顔をしかめて安曇は手を引きたそうにするが、力は弱かった。逃げないということは本気で嫌なわけじゃないのだ、と解釈することにして、史賀は指の付け根の骨をまるく撫でる。

「興味あるんです。いいじゃないですか、教えて？」

　きゅっと指を組みあわせたり、指の腹を撫でたり、遊んでみる。史賀の指が動くと安曇は忙しなく視線を彷徨さまよわせて、「覚えてない」とちいさな声で言った。

「少しだけ憧れていたとか、なんとなく好きだとかは、あったような気もするけど、覚えてない。から、誰が初恋というのは、ないと思う」

「えー……それじゃ、お義兄さんが初恋になっちゃうじゃないですか」

　それは嫌だな、と史賀が眉を寄せると、安曇はちらりと視線を上げた。

「だから、そういうことを大きな声で言うな。──不道徳だろう」

「すみません」

　一応謝りつつ、史賀は面白くなくてつうっと指を走らせた。手首のやわらかいところ。指の間のやわらかいところ。

「……っ、史賀、」

　淡く、安曇の息が乱れる。最初は冷たかった指先もあたたまっていて、史賀は安曇の半分伏せられた顔をじっと見つめた。
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　義兄が初恋、ということは、この人は本当に不慣れなんだな、と思う。たぶん、普通のデートも、キスも──もしかしたら、慣れているように見えるセックスさえ。

　そう思うとせつなくなる。

　安曇が義兄を好きなのは仕方のないことだけれど、幸せになれないなら、こっちを振り向いてくれればいい、と史賀は思う。そうしたら幸せにするのに。安曇を泣かせたりしないのに。

（安曇さん。……今だけでもいいから、俺を見て）

　訴えるように、気持ちを伝えるように、史賀は安曇の手を愛撫する。安曇の大切な左手。

　守るように握りしめると、安曇は耐えかねたように震えて息を零した。首筋までうす赤く染めて、抱きしめてやらねばと思うほど頼りなく見える。

「安曇さん」

　思わず「好き」と言いそうになったとき、安曇が思いきったように手を引いた。さりげなくテーブルの上に出したその手で、アイスコーヒーに口をつける。一気に残りを飲み干してしまうと、安曇は史賀を見ないまま言った。

「したい」

「──安曇さん」

　ぎゅっと胸が痛んで、史賀は急いで言った。「いろいろ聞いたの嫌でした？　ごめんなさい」

「……嫌だったわけじゃないよ。ありがとう」

　ぎこちなく、安曇は微笑む。

「デートだったらこのあとするんだろうなと思って、我慢できなくなっただけだ。……だめかな」

「だめじゃないです」

　だめではないが、本音を言えば残念だった。けれど史賀はできるだけ優しく微笑み返して、「行きましょうか」と立ち上がった。わがままを言って逃げられてしまうほうがずっと困る。

　安曇とのセックスは好きだ。安曇の身体は反応がよくて、史賀にたまらない快感を与えてくれるし、達したあとの安曇はくたりとして無防備で、そういう彼を抱きしめて眠るのは充足感がある。

　だが、今のように少しでも踏み込もうとすると、安曇はすぐにセックスに逃げたがる。面倒な話や、わかりあうことや、なにかを共有すること、そういう人としてごく当たり前のコミュニケーションはいらないのだと言わんばかりに。

　身体はあんなにも素直で密着できるのに、安曇の心はあまりに遠い。

（おまえに用があるのはエッチだけだ、って──言われてるみたいで寂しい、って思うのは、俺の欲張りですか、安曇さん）

　後ろを黙ってついてくる安曇にそう聞いてみたかった。

　セックスのとき以外は見えない糸で動く範囲を制限されてでもいるように、安曇はどこかぎこちない。史賀も身体をつなげる関係になって初めてそのことに気づいたから、きっと誰も──義兄以外は──気づいてはいないのだろう。安曇が解き放たれるのがセックスだけならば、毎日したっていいと史賀は思う。溺れるまで抱いて、そうして少しずつでも安曇が自分を受け入れてくれるならいいと思っていたけれど、四か月以上をかけても、安曇は少しもゆるまない。

　史賀に心を、見せてはくれない。

　この間の水曜日だって、安曇と彼の義兄の間でなにがあったのか、安曇は口にしなかったが、それでもなんとなく察しはついた。きっと拒絶されたのだろう。今までにないくらいきつく拒まれたか、そうでなければ、ひどく傷つくことを言われたかしたのだと思う。あんなに切羽詰まった悲しい声をして、したい、とねだらずにいられないくらい。

　安曇は自分を淫乱だ、と言うけれど、ただ寂しい人だ、と史賀は思う。

　義兄が好きで、けれど好きだと言えなくて、本当は彼に愛してほしいのに叶かなわないから──いつもあんなに飢えているのだ。泣きそうな目をして、ねだるのだ。

　癒いやしてあげられたらいい、と史賀は思う。

　まだ心までは包んであげられなくとも、今日はせめて、安曇の好きなセックスの間だけでも、忘れさせてあげたかった。
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　史賀が選んでくれたのは、ごく変哲のないシティホテルだった。

　風呂入りますか、という史賀の提案に首を振って、安曇は史賀をベッドに押しやった。押し倒すようにして史賀の股間に触れると、「待って」と史賀が抱きしめてきた。

「今日はね、やりたいことがあるんです。いいですか？」

「やりたいこと？」

　どきりとして安曇が問い返すと、「怖いことじゃないですよ」と史賀は笑った。

「はい、安曇さんもベッド乗って。座って」

「？　うん」

　史賀と向かい合わせになるように導かれて、安曇は史賀の「やりたいこと」の見当がつかずに首を捻った。史賀は生真面目な顔をして正座する。

「ええとですね安曇さん。実は言わなくちゃいけないことがあって」

「──なに？」

　まさか、実は安曇の相手が苦痛だったとかだろうか。

　若干逃げ腰になった安曇の顔を、史賀はまっすぐに見つめて手を取った。

「好きです」

「…………え？」

「え？　って聞き返されるとすごく傷つくくらいに、真剣に好きです」

　にこりともせず、真面目な声で史賀は言う。もしかして冗談だろうか、と一瞬安曇は思い、すぐにそう思ったこと自体が申し訳なくなる。史賀はそういう男ではない。

「告白すると安曇さんには迷惑かなあ、と思ってて。はっきり言わなければ、安曇さんが逃げないでいてくれるかなとか、考えたりもしたんですけど。けじめはちゃんとつけておいたほうがいいと思うので、言いました」

　はきはきと、会議での発表だとしてもおかしくないくらい明確な口調で言った史賀は、それからベッドの脇に置いたバッグを取り上げた。

「ほんとは晩飯のときに渡そうと思ってたんですよ。ちょっと変更になっちゃいましたけど、プレゼントです」

「……もらえないよ」

「もらえないかどうかは、中を見てから言ってください」

　拗すねたように睨まれて包みを押しつけられ、安曇は仕方なく受け取った。視線で促され、綺麗に包装されたその箱を開けると、中には水色のネクタイが入っていた。

「べつにどうってことないでしょ？　これだったら、自分で買ったとしてもおかしくないものだから、もらってくれると嬉しいです」

　かすかな光沢のある生地は織り目が美しく、確かに普段スーツに締めていても不自然ではなさそうだった。でも、プレゼントなんて──しかも、あんなふうに告白されたあとで、受け取るのは躊躇われた。

「安曇さん、けっこうよくネクタイに触るでしょう。だから、これ使ってくれたら、俺からのプレゼントを触ってくれてることになって、それもいいなと思ったんです。──月曜日、してきて？」

　そっと史賀の顔が近づいた。キスされるのだとわかったのに、安曇は逃げられなかった。

　あたたかい唇が触れてきて、身体が思わず震えた。胸が痛くて、熱い。

　史賀に優しくされると胸がきゅんと締めつけられる。セックスがしたいのとは微妙に違う、なにかがほしいような気持ち。不定形で曖昧な、悲しさにも似た気持ち。

「……僕には、妻がいる」

「知ってます。安曇さんにはお義兄さんが大事だってことも」

「……こういうのは、いけないことだ」

「浮気ですもんね」

「それだけじゃない。きみはもともと、ゲイじゃないだろう」

「へえ、そこですか」

　ふ、と史賀は苦笑した。「わりと初歩的なとこにひっかかるんですね、安曇さんは」

「初歩的とか、そういうことじゃなくて、一番根本的な、いけないことだろう」

　しょうがないなあ、とでも言いそうな史賀に少しむっとして安曇が言い返すと、史賀はちゅっとキスをした。

「同性愛はいけないことって言うほうが、今はいけないことじゃないですかね」

　かるく、なんでもないことのように史賀は言う。若いからだろうか、と安曇は思って、もう一度されそうになったキスから逃げた。

「…………そうだとしても、妻が、いるんだし」

「それは反論できませんけど、じゃあ、お義兄さんとエッチなことするのはいいんですか？」

　すっと目を細めた史賀の顔は初めて見る凄みがあって、安曇は俯いた。

「いい、なんて、思ってないよ」

「ああ、そんな顔しないで」

　史賀の大きな手が、安曇の顎を掬すくうようにして持ち上げた。意志の強そうな史賀の瞳にまっすぐに覗き込まれて、くっ、と喉が鳴ってしまう。

　逃げたい。なのに、身体のどこも自由がきかない。

「奥さんと結婚したのも、お義兄さんが好きだったからなんですよね」

「……そうだよ」

「でも、お義兄さんに告白する気も、浮気する気も、最初はなかったんでしょう？」

「結局は浮気した」

「人間だから、間違うこともありますよ。あとから間違いだったって気づいたら、修正したりやり直したり、償ったりすればいいと思うんです。だから、俺は安曇さんがお義兄さんと寝たとしても──それはいいことじゃないかもしれないけど、自分に噓はつけないってことじゃないかなって、思うんです」

「そんなに綺麗なことじゃないよ」

　短いキスが頰や鼻先に触れて、安曇はちいさく震えながら否定した。

「いくら取り繕ったって、僕が利香子さんを利用したことに変わりはないし、それを義兄さんが許せないのは当然だ」

「嫌いだって、言われました？　水曜日」

　史賀の手が背中に回る。苦しくない強さで抱きしめられて、もうやめてくれ、と安曇は思う。優しくしないでくれ。

　優しくされたら、どんなに杉沼が好きなのか、どんなに今苦しいか訴えて、みっともなく泣いてしまうから。

「もういいだろう」

　安曇はできるだけ素っ気なく言って、ぎこちなく手を伸ばした。史賀の股間をぎゅっと摑むと、史賀はびくりとしてからため息をつく。

「いいですよ。セックスしたいんですもんね」

　寂しそうに微笑みながら安曇の服に手をかけて、ボタンを外す仕草まで史賀は優しかった。安曇は焦れて自分でシャツを脱ぎ落とす。忙しなく下も脱いで史賀の服もはぎ取り、露あらわになった性器に口を寄せようとすると、史賀は安曇の手を摑んでくる。

「安曇さん、俺ね」

　顔を覗き込まれ、反射的に目を逸らした安曇をなだめるように、史賀の唇が耳元に触れる。

「あなたのこと好きになれてよかったです」

「……っ」

「あの日、あの道を走ってよかったなって思います。あなたが苦しいところを助けられて、あなたと秘密を共有できて──あなたの役に立てて、よかった」

　低くてあまい声はまるで毒のようだった。深くまで沁しみてきて、安曇をひどく寂しい気持ちにさせる。

「好きです」

　やわらかく丁寧なキスと一緒に囁かれて、目を閉じてしまうと押し倒された。するりとあたたかいてのひらが腹から胸を撫でて、安曇は身をよじる。

「っ、今日は、僕、が」

「今日はって、水曜日も安曇さんがしてくれたでしょ。いいからじっとして？」

「あ、や、……あ！」

　くるりと乳にゆう暈うんをたどった史賀の指が、悪いた戯ずらするようにぴんっ、と乳首を弾く。続けて指の腹でこすられて、尖りを摘み出すようにしながら人差し指で先端をこねられると、痺れるように全身が熱くなった。

「は、あ……っ、あ、ん、」

　喘ぎが零れて、安曇は両手で口を覆った。史賀はそれを見下ろしながら、片方の胸は指で、片方は舌で愛撫してくる。

「ん、んん、う、……っん、っう…」

　きゅうっと自分のものが張りつめていくのがわかった。自然とひらいてしまう脚が恥ずかしくて、びくびくと震えると、乳首をくわえたまま史賀がちいさく笑った。

「もしかして、乳首だけで達けちゃいそう？」

「……っ、そんなわけな、ア……ッ」

「こんなにして」

　するっと史賀の手が安曇の性器を撫で、すぐに離れる。一瞬の刺激でもたまらずに跳ねた安曇の身体を、史賀は易々と押さえ込んだ。

「達けなくても、びちょびちょにはなりますよね。我慢できなくなったら言って？」

　そう言ってくちゅりと乳首を吸われ、安曇は真っ赤になって仰け反った。嫌だ。我慢なんてもうできないのに、音をたてて舐められたりしたら──。

「ふあ、あっ……あ、……う、」

「右と左だと、自分がどっちが感じるか知ってます？」

　手で押しのけようとしても、史賀はびくともしなかった。からかうように笑って、べっとり濡れた乳首をまた指で弾く。

「あっ──！」

「これが、右ね。今度は、左」

「や、いや、……あ、ああっ」

　一瞬、本当に達してしまったかと思うほど、激しい快感が脳天まで駆け抜けた。史賀は今度は優しく撫でてくる。

「いい声。もっと聞かせて？　今日は我慢しなくていいから、いっぱいエッチな声出して」

「ん、やだ、……あ、は、あ、」

　息が苦しかった。やんわりした手つきで腹を撫でられ、臍へそをくすぐられて目眩がする。太腿の内側を撫で上げられ、勃ちあがったペニスの裏側を指でつうっと辿られて、嫌だ、と強く思う。

「あ……っ、史賀、や、それ、嫌、」

「嫌じゃないでしょう？　ほら、見えます？　垂れてるの──ほら、また」

　史賀の手が幹をかるく握ると、彼の言葉どおり鈴口からたらりと液体が糸を引いた。それを掬って塗り込めるようにして、史賀はこすりたててくる。

「すっかりエッチな色になって──俺のと、比べてみます？」

「……っ」

　嫌だ。

　首を振ったのに、史賀は見せつけるようにして、自分のそそり立ったものを安曇のそれに押しつけた。熱っぽいため息をついて、史賀は二本まとめててのひらで雄を握りこむ。

「いっ……あ、っあ、あっ……！」

　どちらのものともつかない先走りで史賀の手はあっというまにぬるぬるになる。それでこすられるのと同時に史賀のものでも刺激されて、安曇は見ていられなくなって目を閉じた。

　それでも、瞼の裏に焼きついている。ぬらりと光りながら大きく張った史賀の先端と、物欲しげに揺れる自分のペニス。

「……ふっ……、っ、う、あ、」

　焼きついたその生々しい色と、実際にこすりあわされる熱が入り交じって、安曇は全身を震わせた。

　セックスしてる、と、強く意識する。

　セックスを──男と。

「安曇さん、好き」

　にちゅ、くちゅ、とちいさな水音をさせながら、史賀の手が二人分の性器を扱きあげる。同時に優しい口づけが顔中に降ってきて、合間に史賀が囁いてくれる。

「すごく好きですからね、安曇さん」

「……っ、……あ、っ……ぅ」

　胸がつぶれそうなほど痛かった。だいすき、と言うつたないような史賀の声が苦しい。優しいキスが気持ちよくて、今すぐ射精したいほどペニスは張りつめていて──身体の中で苦しくないところがない。

　いけないことをしている──許されない行為を。

　嬉しいと感じるなんて、悪いことなのに。

　苦しくて怖くて、そうして寂しくて、安曇は泣きそうになって史賀の手を摑んだ。

「い、入れて」

「──安曇さん」

「入れてくれ……お願い、だから」

　いつものようにしていないと、なにか怖いことに気づいてしまいそうな気がした。絶対に開けてはいけない扉が、勝手にひらいてしまいそうな──知ってはいけないことを、知ってしまいそうな予感。

　安曇は逃げるようにして史賀に背を向けた。シーツに顔を押しつけて隠し、高く尻を上げる。片手を奥まったところに差し込んで、ひろげながら指を入れようとすると、「安曇さん」と史賀が呼んだ。

「今日は、俺がしますから」

　大きなてのひらが優しく双丘をすべり、入り口を揉むようにしてくれる。安曇はほっとして尻を振った。

「すぐ、入れていいよ」

「でも──」

「朝、一回慣らしてきてる。だから、ちょっと濡らせばたぶん平気だ」

「──」

「僕は、淫乱だからな。朝からずっと期待してた」

　後ろで、史賀が黙り込む。きっとため息をつくだろう、と思ったのに、かわりに聞こえたのは静かな声だった。

「ありがとうございます。──好きです」

　くん、とまた蕾を押される。好きです、と繰り返した史賀はとろりと尻の上からジェルを垂らして、かるく馴染ませてからぴったり性器を宛てがってくれた。

「安曇さんは、淫乱なんかじゃないです。──好き、ですからね」

　もう一度言われて、安曇は甘苦しい疼きに唇を嚙んだ。やめろ、と言うのはさすがに史賀が可か哀わい想そうだと思うから口にはしなかったけれど、もう言われたくなかった。言われたら、もっとほしくなってしまうから。

　それはセックスよりも、もっとずっといけないことだ。

　好きになる、なんて。

　愛してほしい、だなんて。

「────ッ」

　ぐうっと入ってくる史賀の肉棒に声を嚙み殺して、安曇は快感だけを追いかけようとした。あれが入ってる。自分の腹の中に、男のあれが。

　奥まで入って……ああ、ほら、中が痙攣しそうだ、どんどん深くまで来て、出ていくときはせつないみたいに苦しくて、ぞくぞくするほど気持ちがいい。

「ッ、あ、あ……っ、史賀、史賀、もっと、いっぱい……っ」

　動いて中を刺激してほしい。閉じたがって収縮するのを強引に穿って、内壁をいっぱいこすってほしい。脳裏がちかちかして、はしたない呻きだけしか出せなくなるまでしてほしい。

　いけないことを望んでしまわないように。

「もっと、ついて……奥が、奥がいい、ついて、もっと、」

「……苦しく、ないですか？」

「ん、ない、へいき、だからっ……」

　苦しくないよ史賀。キスなんかいらない。好きだなんて言ってほしくない。抱きしめなくていい、どこも撫でないで、ただひどくして。

　痛くして。

「……っ」

　痛い、と思った。いつもよりきつく締まっている自分の内側が、史賀の動きについていけないのがわかる。痛いのは好きなはずなのに、どうしてか、それが快感につながらない。すごく痛い──苦しい。

「んっ、い、いよ、史賀、すごく、い、い」

　それでも甘えるように、安曇はそう言った。これが最後のセックスなのだから、せめて史賀を気持ちよくしてやりたかった。意識して力を抜き、史賀の先端があちこちに当たるように腰を動かす。

「っ安曇、さん、」

　ぐ、と史賀の手が安曇の尻を摑む。深いところばかりを抉るような小刻みな抽挿に、安曇は息をつめた。自分が筒状の肉になった気分だった。その中で、熱くて硬い史賀が極みに達する。数度の噴出にあわせて史賀は行き来して、安曇はぶるりと震えた。

　名残惜しげに中をこすった史賀がゆっくりと出ていき、かわりに、そっと前に手が回された。

「──やっぱり、達かなかったんですね」

「気持ちよかったよ。たぶん、出てないだけで──達けた、と、思う」

　史賀の手に促されて仰向けになって、安曇は微笑んでみせた。

「すごく、よかった」

　史賀は安曇の噓に気づいているのか、困ったように眉を下げた。安曇の胸や脇腹に慰めるように触れて、短いキスをしてくれてから、しおれた声で聞いてくる。

「もしかして、嫌でした？」

「嫌なんかじゃないよ。勃ってただろう」

「じゃあ、こうしたら、気持ちいい？」

「あっ……いいって、よせ、……っ」

　やんわりと握り込まれて安曇は身をよじった。萎えていた自分自身がぴくんと力を持つのがわかって、思わず腰がくねる。

「んっ……」

「安曇さん、かわいい」

　ちゅっ、と耳元にキスされる。また胸が刺されるように痛んで、安曇は逃げようとした。史賀の腕に手をかけてずり上がろうとすると、やや強引に唇を塞がれてしまう。

「……っん、んっ……んっ」

　逃がさない、と言いたげに舌が奥までもぐり込んできて、声がくぐもる。キスは嫌だ、と思うのに、口の中を舐め回されながら性器の根元をくすぐられると、ぼうっと身体が熱くなってゆく。

　このまま二度目に突入しても、自分は本音を口走らずにいられるだろうか。

　ぞっとしながら安曇がなんとか逃げられないかと身じろいだとき、ベッド脇の床に落ちた服の山の中から、鋭くバイブレーションの音がした。

　長めの振動はいったんやんで、また震え出す。電話だ。動きをとめた史賀にほっとして、安曇は手を伸ばした。誰かわからないが助かった、とディスプレイを覗き込んで──ぎくりとする。

　小さな窓には、杉沼裕文、と表示されていた。

「出るんですか？」

　どこか冷ややかな史賀の声にはっとして、安曇は振り返った。

　史賀は怒っているというよりは、悲しげな表情をしていた。それを隠そうとするようにかるく笑ってみせる。

「いいですよ、出ても。なんなら言ってみたらどうですか、今ホテルで、別の人としてるって。焼きもちやいてくれるかもしれませんよ」

「──」

　安曇は黙って俯いた。携帯はまだ震えているが、出られるわけがなかった。じっとしていると、そのうち留守電に切り替わったようだった。

　携帯を元通りにポケットに戻そうとすると、後ろからぎゅっと握り込まれて、安曇は本能的に竦んだ。

　平静な安曇の性器を、史賀の手がきつく握りしめてくる。

「史、賀」

「お義兄さんとの関係って、やめるわけにはいかないんですか？」

　憤りの混じる声で、史賀が耳元で囁く。「安曇さんだって、自分で言ってたじゃないですか。不道徳だって」

「──そうだよ。不道徳だ」

　握りつぶされてしまいそうな怖さにかるく震えて、安曇は呟いた。

「どっちにしても、もうすぐ終わりになる」

「……お義兄さんに、そう言われたんですか？　この間の水曜日に？」

「この間だけじゃないよ。いずれ終わることは、ずっとわかっていた」

　留守電にメッセージが残されていても、それこそが最さい後ご通つう牒ちようの言葉かもしれなかった。二度と顔を見せるな、とか、おまえの相手はもうできない、とか。

「だから」

　シーツの上で拳を握って、安曇は静かに告げた。

「だから、今日できみとも最後だ。今までつきあわせて悪かったね」

「最後って──なんでそうなるんですか！　さっき俺、あなたを好きだって」

「だって理由がないだろう」

　史賀の手が離れて、かわりに安曇の肩を摑んで振り向かせた。安曇は笑う。できるだけ静かに、穏やかに笑って、史賀の傷ついた綺麗な目を見上げる。

「義兄さんとは最後までやらないから、足りなかったんだ。それを埋めてくれる史賀は本当にありがたかったけど、そもそも義兄さんとしないなら、史賀とする理由もないだろう」

「……そんなふうに、思ってたんですね。俺のこと」

「だから謝ってる。悪かったよ」

　思いきって手を伸ばして、少しだけ史賀の髪を撫でてから、安曇は史賀の下から抜け出した。事務的に服を着て、こちらを見ようとしない史賀を見下ろすと、自然と微笑むことができてほっとした。

「支払いはすませておくから。早く史賀に素敵な彼女が見つかるといいね」

　これで清算も終わりだ、と思う。

　あとはただ、杉沼との関係をはじめる前のような、浮気をしてしまう前のような、ひたすら淡々とした日々を送るだけだ。

　足早に廊下を歩きロビーまで下りて、会計をすませて外に出てから、安曇は携帯を確認した。留守電にはただ通話の切れた音だけが残っており、かわりに杉沼からの短いメールが届いていた。

『次の水曜日はなしだ』

　たったそれだけだった。安曇は微笑んで「了解しました」と返信し、家に帰るために歩き出した。

　檻おりに帰るんだ、と思った。

　罪深い自分には似合いの、償うための檻へ。




　　＊　　＊　　＊




　久しぶりに直接会う妹は、少しだけやつれたようにも見えた。杉沼が思わず「大丈夫なのか」と気遣うと、利香子は小馬鹿にしたようにくすっと笑う。

「心配してくれるならお茶だけじゃなく、おいしいご飯も奢ってよ」

「──元気そうだな」

「わざわざ呼び出したりして、なあに？　また春くんの心配？　あ、あたしカフェモカと、レアチーズケーキ。お兄ちゃんは？」

「コーヒー」

　勝手にオーダーした利香子に促されて飲み物を頼み、杉沼は「心配じゃないんだが」と言葉を濁してしまってから言い直した。

「いや、心配はしてるさ。なにかまた変わった様子があったりしないか？　こう、変なところから電話がかかってきたりとか」

「あの人の様子なら、変なところだらけかもしれないし、どこも変じゃないのかも、って感じ。この間は花を買ってきたの」

「よかったじゃないか」

「今度あっちの実家に行くことになってて、自分の浮気を告げ口されるのが嫌だったみたい。──そういう人じゃ、なかったはずなのにね」

「……そうだな」

　相あい槌づちを打ちながら、杉沼はしかしほっとしていた。

　土曜日にわざわざ妹を呼び出したのは、確認したいことがあったからだ。

　先日、迷った末に調査を頼んだ探偵事務所から電話があって、水曜日のことをほのめかされた。『ところで調査対象の安曇春之さんですが、毎週水曜の夜は、そちらにいらっしゃってるようですが』──どことなく、杉沼と安曇の関係に想像がついているふうの、もってまわった言い回しだと感じたのは、杉沼の気のせいだろうか。

　義おと弟うととは浮気の件で話すことも多いので、と返したが、内心動揺した。水沢という名の探偵は納得したように「そうですか」と言ったくせに、すぐ「でも」と続けた。

『でも、毎週お会いしているのでしたら、浮気の兆候があるかどうか、ご自分で確かめられそうな気もしますが──安曇さんというのは、噓がお上手な方なんですかね』

「──どうしてそんなことを聞く」

『いえ、こちらも調査するときに、対象については知っていたほうがなにかと便利でして。他意はありませんよ。妹さんの旦那さん、でよろしかったですよね？』

「そうだ。とにかく調査だけしてくれればいい」

　強引に通話を終えてから、杉沼は不安になった。少しばかり頼む先を間違えたかもしれない。調査と称して妹に接触するようなことがあったら、いらぬ火種をまくことになりはすまいか。利香子は、安曇の最初の浮気相手が男だということも知らない。

　水曜日のことが──もし、利香子に知れたら。

　ぞっとして、咄嗟に利香子との約束を取りつけたものの、利香子の様子では怖おそれていたようなことはなさそうだ、と胸を撫で下ろす。

　そうして、胸を撫で下ろしている自分に気づいて、苦々しい気持ちになった。

　自分がこんなに性根の悪い人間だとは思わなかった。これでは実の妹を裏切っているのと同じだ。

　毎週水曜日に安曇が自分のもとにやってくることが、いかに異常かを杉沼はしみじみと思い知る。

　毎週、だ。もう一年も、毎週。

　通ってくる安曇にしゃぶらせたり、鎖でつないでみたり、鞭で打ったりして、安曇が喘いで感じるのをくまなく観察する。義兄さん、と甘えたように呼ぶ声を聞き、おいしいです、と震えるのを見下ろし、見て、とせがみながら自慰をするのを眺める。あやしく息づく後ろの穴に、安曇がどんなふうに指を入れるのかも知っているし、達するときの眉を寄せた苦しげな表情も、奉仕するときはどういう順序で舌を使うのかも知っている。

　欲に濡れた瞳がどれほど淫らで、目を逸らせないほど美しいかも。

「──仲良く、やれてるんだろうな？」

　喉の渇きを覚えて杉沼は水を飲み干した。利香子は呆れたようにため息をつく。

「ほんとにそういう話のために呼び出したわけ？　わざわざ？　土曜日なのに？」

「仕方ないだろう、あんなことがあったんだから、その後ちゃんとやれてるのか、気になるんだ」

「昔はそんな過保護じゃなかったくせに。春くんに直接聞けば？」

　つい、と利香子は顔を背けた。失礼しまあす、と間延びした声の店員が注文の品を運んで来て、杉沼は居心地悪く思いながら座り直した。

「今度、会う機会があったら聞くさ」

　利香子が水曜日の逢おう瀬せを知らないうちに終わりにしなければ、と考えて、同時に終わりにできるだろうか、とも思う。

　安曇に別の男がいるのではないかと疑って、耐えきれずに探偵事務所に調査を頼んでしまうような状態で、終わりにできるだろうか。

　調査の間にぼろを出すかもしれないと、ここ数回安曇の相手をおざなりにしただけで、物足りなさであいつの顔が脳裏から消えないのに？　抱いてしまったらおしまいだと、言い聞かせていなければ暴走しそうだというのに？

「ひとのことより、自分の心配したら、お兄ちゃんも」

　甘そうなフレーバーコーヒーに口をつけながら、利香子は上目遣いでからかうように杉沼を見た。

「彼女がいるとか今は忙しいとか言って、ずーっとお見合い話から逃げてるじゃない。もしちゃんとつきあってる彼女がいるなら、そろそろ紹介したら？」

「……今は、いないんだ」

「そうなの？　今のほうが、いるのかと思ってた」

　利香子が意外そうに目をまるくして、杉沼は怪訝に思って聞き返した。

「なんでだ？」

「だって、あたしといても上の空じゃない。上の空になるくせに、いちいちこっちの家庭に口出しするからさ。彼女とすごくうまくいってるか、もしくはうまくいってないかなのかな、と思って」

　これだから女は、と思いながら杉沼は目を逸らした。どうして女というのはおかしな勘が働くのだろう。一番触れられたくない場所に土足で踏み込んでくるから困る。

「──いなくても、妹夫婦を案じるくらいは普通だ」

「どんな人？　前の人は、頭よさそうな人だったよね。あたしあんまり好きじゃなかったなあ。もうけっこう前だよね？」

「あれは、別れた」

　まったく杉沼の話を聞いていない利香子に憮ぶ然ぜんとして答えながら、一瞬だけ、なにもかもぶちまけたい衝動がこみ上げた。

　恋人なんかつくる余裕があると思うか。悪魔みたいな男に魅入られて、最近じゃ自分を律するのが難しい。これ以上溺れないように、バーで引っかけた女と寝たりできたのも最初だけで、ここ数か月は水曜日のことを考えると気が滅め入いるのに、あいつが来るのを待ち望んでもいるんだ。あいつの痴態に我慢できなくなるのが怖くて、いつも水曜日は前もって自慰をする、そのみじめさがおまえにわかるのか。そうまでしてもあいつといる数時間は、自分が落ちていると思われないよう細心の注意をはらわなければならなくて、恐ろしいほど疲弊する。なのに、その数時間こそが待ち遠しい。

　そんな茨のような生活で、恋人なんか、つくる余裕があると思うか。

「好きなわけじゃないんだ」

　気がついたときには、そう零していた。

「嫌いな相手なら、いる」

「……へえ」

　びっくりしたように目を見開いた利香子は、それからふわっと久しぶりに穏やかな笑みを見せた。

「お兄ちゃんて、意外と情熱家だったんだね。女の人には冷めてると思ってた」

「だから、好きな相手はいない」

「だから、今度紹介してよ。やだなあもう、自分の恋愛相談ならそう言ってくれたらよかったのに。初めてのパターンじゃない？」

　くすくすと利香子は笑う。「きっと大丈夫だよ。だってお兄ちゃん、勝ち気な女はあたしで慣れてるでしょ。うまくいくよ」

「……」

　うまくいってたまるか、と思いながら、半ば杉沼は呆然としていた。

　──うまくいく、か。

　そんなことが、ありえるだろうか。男同士で？　義理の兄と弟で？

　妹や、両親を悲しませるだろうとわかっていても？

　安曇とともにいられるならいい、と考えることが、できるだろうか。

　考えたこともなかった「うまくいく」という選択肢に激しく心が揺らぎかけ、杉沼は自分で否定した。

　うまくいってたまるか。そんなことは、ありえないのだ。

　水曜のあれはやめよう、と杉沼は決めた。今度こそやめよう。幾度か切り出そうと決めても結局安曇に向かって言うことはできなかったが、今度こそだ。

　妹と別れて、杉沼はそのまま電話をかけた。だが、どこかで出ないでくれとほんの一瞬願ったのを悪魔が感じ取ったのか、安曇は電話に出なかった。杉沼はほっとして、短いメールをしたためる。

「もう水曜はなしだ」──そう打って、思い直す。あの探偵の調査が終わったあとで、一回くらいは会う必要もあるだろう。

「次の水曜はなしだ」

　追い立てられるようにそのメールを送信して、恐ろしく苦々しい気分になった。

　人生で、今が一番みじめで情けない。

（──俺は、なんで、あいつが）

　なぜ安曇が、こんなにも心を占めているのか。




　　＊　　＊　　＊




　月曜日は紺色のネクタイを締めた。

　安曇が職場についたときには史賀はすでに向かいのデスクについていて、ちらりと視線を上げて安曇を見、いつもと変わらない声で「おはようございます」と言った。

　おはよう、と返して安曇も席につくと、離れたところから「あ、史賀くんいた！」と明るい女性の声がした。駆け寄ってくる彼女に、史賀が愛想よく「おはようございます」と挨拶する。

「おはよう。ねえ、今度の日曜日、大丈夫だよね？」

「バスケットボールの試合ですよね？　大丈夫です。十二時集合でしたよね」

「うん、それは変更なしなんだけど、終わってから飲み会するって言ってたでしょ、史賀くん参加するよね」

「ええ、丸つけて返事しました」

「よかったー。あっちのチームの女の子に、史賀さん絶対連れてきてくださいねって言われたから、一応確認しとこうと思って」

　顔の前で両手をあわせて、嬉しそうに女性が笑う。史賀はわずかに苦笑した。

「わざわざ確認にきたんですか？　七階から？」

「そうよ、ありがたく思ってよね。前回のとき史賀くんが飲み会だけキャンセルしちゃうから、みんながっかりしたんだよー」

「ありがとうございます、来週は大丈夫だと思います」

「じゃあよろしくー。また近いうちにランチ行こうね」

　きらきらと笑みを振りまいた彼女は、そこでくるりと安曇のほうを向いた。

「よかったら、安曇さんも見学にきません？　もちろんプレーに参加していただいてもいいですよー」

「プレーって……バスケットボールの？」

「ええ、社内の有志でチーム組んでるんです。取引先の人とか、友達とかのチームとたまに試合して、その後はみんなで飲みに行くんですよ。試合っていってもお遊びで、メインはみんなでわいわい飲むのが楽しいなーって感じなんですけど」

「僕は、参加するにはおじさんすぎるよ」

　屈託のない女性社員に苦笑して、安曇は首を振った。

「それに、日曜日は妻と一緒に実家に顔を出す予定になっているから」

「そっかあ、残念です。美人の奥さんとの予定のほうが優先に決まってますよね」

　悪気のなさそうな笑顔を見せて、彼女はぺこりと会釈して去っていった。

　安曇も黙って目礼を返して、起動させたパソコンでメールをチェックする。そうしながら、黙ったままも不自然かと、できるだけさりげなく声を投げた。

「史賀はきっとバスケットボールも上手いんだろうね」

「……身長があるから多少有利ですけど、得意というほどじゃないです」

「でも、楽しそうな会じゃないか。女の子も多そうだし」

「半分くらいは女性ですけど。──興味ないでしょ、安曇さんは、べつに」

　珍しく素っ気ない言い方を、史賀がした。安曇は一瞬目を伏せて、当たり前だな、と自嘲する。

　無意識に片手でネクタイのノットを締め直そうとして、指が触れたところではっとした。

　史賀のくれたネクタイは、箱から出すこともできずにクローゼットに入れてしまった。使うことはないだろうと思いつつ、捨てるのも忍びなかったからそうしたのだが、それを史賀に告げたところで喜びはしないだろう。

「晴れるといいな」

　ぽつんとそれだけ言って、安曇は仕事のメールに意識を集中させた。これにも慣れなければいけない。史賀に素っ気なくされることにも。

　水曜日の夜が独りになることにも。

　ちょうどいい、仕事にでも精を出そう、と考えたのに、皮肉なものでこういうときに限って忙しくはなかった。月曜日はなんとか粘って残業してみたものの、そのせいで火曜日には残業するほどのこともなくなり、安曇は仕方なく書店に寄った。

　恋愛やセックスといった悪いことをしないだけでなく、いかがわしいことを欠かけ片らも考えないようにするには、没頭できる趣味があったほうがいい。

　今までしたことがないようなことがいいだろう、としばらく考えて、料理の本を二冊買った。隅から隅まで目を通して、これならできそうだ、とカツ丼を作ってみることに決めて、水曜日はスーパーで材料を買って帰った。

　キッチンで本をひらき、真剣に豚肉に小麦粉をふりかけていたら、玄関の開く音がした。ほどなくして利香子が顔を出し、キッチンにいる安曇を見て眉をひそめた。

「なにしてるの？」

「カツ丼を作ってみようと思って」

「カツ丼？」

　不審げに利香子の語尾が上がって、安曇は言い訳するように微笑んだ。

「今週は、たまたま暇なんだ。それで、料理でもしてみようかと思って」

「……それは、あたしが料理をしないことへのあてつけなの？　それともまた週末用のごますり？」

　ますます顔をしかめた利香子に、違うよと首を振ってみせて、安曇は手元に視線を戻した。

「料理が趣味っていうのもいいかと思っただけだ。──利香子さんも食べる？」

「食事はすませてきたわ、友達と」

「そうか。まだ早い時間だからもしかしたらと思ったんだけど……まあ、初めてだから失敗するかもしれないしね」

　粉をつけたら卵だ。用意しておいた溶き卵の中に粉まみれの肉を入れ、慎重にひたす。その次はパン粉。パン粉をつけたら、油で揚げる。

「失敗してもいいけど、終わったら綺麗に片付けてよね」

「もちろんだよ」

「……楽しそうね」

　利香子は近くの壁によりかかって、呆れたようなため息をついた。「この間兄に呼び出されて、あなたとうまくやってるかってまた聞かれたけど、言えばよかったな」

　どきりとして、安曇はつい振り返った。

「──なんて？」

「そういえば最近様子が変だって、言えばよかった」

　利香子は興味のない表情で呟いて安曇を見返してくる。

「でも、言ったところでべつに、なにも解決はしないよね」

「……義兄さんには、心配をかけて申し訳ないと思ってる」

　白々しい、と思いながら安曇はぎこちなく手元を見つめた。べったり卵で濡れた手が気持ち悪い。均等にパン粉がついていない肉は不格好で、おいしそうには見えない。もうやめてしまおうか。

「ねえ。……あたしの、なにが足りなかったの？」

　肉を摑んだまま逡しゆん巡じゆんしていると、利香子がちいさな声でそう聞いた。安曇は手を洗うこともできずにただ彼女を見る。二メートルと離れていない、膝上丈のオレンジ色のワンピースを着た妻。

「なにが不満で浮気して、なにが嫌でそんなふうに無関心なの？」

「……どこも、不満だったり、嫌だと思ったりしてないよ」

「噓つき」

「本当だ。僕には不釣りあいなくらい──綺麗で、素敵な人で、きっぱりしてて、強い女性だと思う」

「強くもないし、きっぱりもしてないもん」

　苛立ったように、利香子は安曇を睨んだ。「褒めるふりして逃げないでよ」

「……ごめん」

　わずかに震えた利香子の声は耳に痛かった。べたべたに濡れた手のまま、安曇は頭を下げた。

「悪いのは全部、僕だよ。責めてくれていい」

「そうね。あなたが全部悪いんだったら、そうするけど」

　でもきっとそうじゃないと思う、と利香子は呟いた。

「どうしてあたし、春くんのこと好きになったんだろう」

　独り言のような声だった。安曇はなにも言えないまま、彼女が背を向けて、また玄関のほうに戻っていく足音を聞いた。

　やや乱暴な音をたててドアが開け閉めされ、家中がしんと静かになってから、安曇はやっと手を洗った。

　短くした爪の間にまで入り込んだ小麦粉と卵とパン粉の一緒になったかすを念入りに洗い流し、作りかけの衣をまぶした肉は、ラップをかけて冷蔵庫にしまう。今日はもう作る気力も食欲もないが、明日になればきっとまた時間を持て余すだろうから、そうしたら続きをやろう、と思う。

　時間だけならやまほどあるのだから。










　日曜日はあいにくの曇り空で、寒々しい日だった。史賀はみんなと楽しくバスケットボールをしているだろうか、と思いながら、安曇は一人で、実家の両親と向かいあって座っていた。

「まあ、体調不良なの？」

　日本茶を来客用の茶器に注いでくれながら、母親が痛ましそうに顔をしかめる。

「急に寒くなりましたしねえ……具合が悪いなら、仕方ないですねえお父さん」

　父親はむすっとした表情でお茶に口をつけた。安曇はかるく頭を下げた。

「今朝になって急に起きられないと言って……熱があるようだったので、寝かせてきました」

「まあ、それじゃ、早く帰ってあげたほうがいいわね。お夕飯のおかずたくさん用意したから、春之、持って帰りなさいな。ねえお父さん」

「体調不良は、その、なんだ。おめでたじゃ、ないのか」

　不機嫌な顔のまま父が口をひらいて、安曇は居心地悪く首を振った。

「たぶん、違うと思います」

「ちゃんと夫婦のつとめは果たしてるんだろうな」

「お父さん、そういうことおっしゃらないで」

　安曇が答える前に、母のほうが嫌な顔をした。それから安曇に向かってとりなすように笑みを向けてくる。

「まだ結婚して三年ですもの。まだ二人で過ごしたいのよね、春之も」

「……そう、ですね」

「ほらお父さん、できちゃった結婚とか言って、赤ちゃん授かってから慌てて結婚するよりずっといいじゃないですか。二人のことなんだから、二人にまかせましょ」

「あっちのご家族だって、孫の顔が見たいに決まってる」

　父は厳いかめしい口調で言ってお茶をすすった。安曇を見据える目は昔と変わらず厳しいもので、安曇はちいさく「はい」と返事をした。

「おまえがしっかりしなければいけないんだぞ。仕事を言い訳にするものじゃない」

「はい」

「利香子さんが恥ずかしくないよう、妻として立派につとめが果たせるかどうかも、おまえの責任なんだ」

「はい」

「お父さんたら、素直に可愛い孫を抱っこしたいんだって言えばいいじゃありませんか、そんな怖い声ばっかり出さないで。せっかく春之が顔を出してくれたんですから、小言ばかり言ったらまた来てくれなくなりますよ」

　母は明るく取り繕った声でとりなして、「芋ようかん切ってきますからね」と席を立った。母の背中が見えなくなるのを待って、父はまた重々しく口をひらく。

「ちゃんと、円満にはしているんだろうな。母さんはああ言うが、内心は心配してるんだ。おまえは昔問題があったし、母さんをこれ以上心配させるんじゃないぞ」

「──はい」

　喉までせり上がる苦しさを飲み込むようにして、安曇は頷いた。三十代半ばになっても、まだ高校生のときのことを持ち出す親も親だが、持ち出される自分もどうだ、と自嘲気味に思う。

　もしかして、なにげない仕草の端々に、性癖がにじみ出ていたりするのだろうか。男がほしいとか、尻が疼くとか、乳首を苛められたいとか、そういう気配が漏れているから、しつこく心配されるのかもしれない。

　だとしたら一生言われるな、と思いながら安曇は喉元に手をやった。ああこれも史賀に指摘された癖だ。これも物欲しそうに見えるに違いないからやめないと。

　いたたまれずに、母を手伝うとでも言って席を立とうとしたとき、尻ポケットで携帯が震えた。メールだ。

　失礼します、と父に断りを入れてひらくと、差し出し人は杉沼だった。ひやり、と背筋が冷たくなって、安曇は震えそうになる指でボタンを押した。

　件名はない。本文も短かった。

『すぐに来い』

　なんの用だろう、と首をひねりかけ、安曇はすぐに携帯をしまい直した。

「お父さん、すみません。会社から急の呼び出しでした」

「会社から？」

「ええ。実はちょっとトラブルがあって、昨日も対応していたんですが……僕が行かないとおさまらないと思うので」

「日曜日だろう」

「最近の会社は、日曜日も関係なく動くところが多いんですよ」

　なめらかに噓を並べながら安曇は微笑んで立ち上がった。「台所に寄って母さんからおかずはもらって帰りますから」

「──利香子さんによろしく伝えなさい」

「はい。ありがとうございます」

　引きとめるのもみっともないと判断したのだろう、しかめっ面をしつつも頷いた父に安曇は頭を下げて辞した。そそくさと台所に顔を出し、お盆にようかんを載せていた母に事情を告げる。ほんとに急ねえ、と寂しそうに言いながら、母は重箱におかずをつめてくれた。風呂敷に包み、紙袋に入れられたそれを手に実家を出て、息をつき──改めて、不自然だなと安曇は思った。

　日曜日に、しかもこれほど急に杉沼に呼び出されたことはない。理由も言わずにただ「来い」とだけ言うのも杉沼らしくない。

　もしかしてあの人も体調不良かな、などと、のんびり考えていられたのは、電車に揺られて杉沼のマンションに向かい、そのドアが中から開けられた瞬間までだった。

　呼び鈴に応じてドアを開けた杉沼に鋭い視線で一瞥され、自然と脚が竦んだ。

「入れ」

　尊大に杉沼は顎を動かして、安曇はよろめきそうになりながらあとに続いて部屋に入った。

「実家に行っていたらしいな」

　リビングに入るか入らないかのところでそう問われ、安曇は首を竦めて答えた。

「父が──最近利香子さんの顔を見ていないからと」

「ふん、離婚の報告をしに行ったわけじゃなかったか」

　軽蔑しきったような声で、杉沼が笑った。テーブルの傍に立った杉沼は威圧的で、安曇は緊張でごくりと喉を鳴らした。

　なんだろう。なにか、ひどく、怖いような。

「おまえはつくづく、約束を破るのが好きらしいな？」

　きつく安曇を睨んだまま、杉沼がテーブルの上の封筒を持ち上げた。ぱさぱさと音をたてて写真が何枚もすべり出て、その一枚を、杉沼の指が拾い上げる。

「俺が相手をすれば浮気はしないんじゃなかったのか」

「──っ」

　選び出され、安曇に向かって突き出されたそれは、夜の写真だった。夜のどこかの道で、ぽつんと灯りを零すコインランドリー。そこだけ明るい窓の向こうに、安曇と──史賀が、写っていた。

「どうみてもやってる写真だろう」

　さもおかしそうに杉沼が笑った。「こっちにはアップもある。見ろ、こんなに口を開けて、よがり声が外まで響いてたんじゃないか？」

「……、」

　足下から震えが這い上がってきた。力を失った手から紙袋が落ちて耳障りな音をたてたが、それを意識する余裕もなかった。容赦なく、杉沼が続ける。

「外でやるのが好きか？　おまえは見られるのが好きだもんな、会社でもやってるんだろう。仲良く休日にデートするくらい、部下とやるのは気持ちいいのか？」

　一枚一枚、安曇の足下に写真が投げられた。コインランドリーでつながった安曇と史賀、会社のビルの外で並んだ写真、水族館の入り口にいる二人、喫茶店で座っているところ、ホテルに入っていく後ろ姿。

「……どうして」

　爪先に当たった写真の中で微笑む史賀を見下ろして、安曇は呟いた。杉沼はくだらない、と言いたげに鼻を鳴らした。

「おまえが最近、やけにあっさり引き下がるから、もしかしたらと思ったんだ。──俺が相手をすれば、浮気はしない、と言ったくせにな」

　ばん、とテーブルが叩かれて、安曇は反射的に目を閉じた。

　終わりだ。なにもかも、修復のしようがないほど。

　遅すぎた、と安曇は悟った。いけないことを我慢しよう、と決めるのが遅すぎた。

「……すみません」

　俯いた安曇の前に、ゆっくり杉沼が近づいてくるのがわかった。

「約束を守れない人間には罰が必要だよな」

「っ──」

「罰だ、安曇」

　手首に杉沼の指が絡みつき、捩ねじり上げるようにして後ろに回した。痛みと恐怖でよろめきかけたのをこづくようにして、杉沼は安曇の耳元で囁いてきた。

「脱げ。しっかり反省するまで罰してやる」
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　裸で後ろ手に手錠をかけられた安曇は、杉沼がボールギャグを取り出すと喉を鳴らして目を伏せた。うす赤く頰を染めたその表情は、すでにこれからの「罰」を心待ちにしているかのようだ。

「おまえは、最低だな」

　どうしようもない苛立ちに杉沼は低く呟いた。杉沼の部屋のドアを開けたときは不安そうにしていたくせに。先週は「取引」を中止しても、気のない一言の返事ですませたくせに。

（結局、おまえがほしいのは快楽か）

　苦々しく思いながら、杉沼は安曇の口に黒い器具をはめた。頭の後ろで留めると、ひくん、と安曇が震える。訴えるように見上げられ、杉沼は片頰を歪めた。

「あの部下にはどうやってもらってるんだ？　写真ではただつっこまれているだけだったが、普段はどうしてる？」

「ん、……ん、ぐ、……っ」

　声を出せない安曇は呻いて目を伏せた。もじもじと身体を揺らめかす様が淫らがましい。なにもされなくてもつんと勃った乳首も、頭をもたげた性器も、物欲しそうに色づいていた。

「ああ、はしたないな。──今日は、罰だからな」

　口の中が干上がるような欲望を抑えて、杉沼は紐ひもを取り出した。荷造り用のごく実用的なそれで安曇の性器の根元を縛いましめると、安曇は弱々しく首を振った。

「っふ、ぎ……ん、ま、せん……、あ、い」

　唾液で濡れて光るボールを懸命に舌で押しのけながら、杉沼先輩、と呼んだ安曇の声を、杉沼はわからなかったふりをした。

「向こうを向いて這え。叩いてやる」

「……っん、う」

「聞こえなかったか？　さっさとしろ」

　冷ややかに命じると、安曇は諦めたように目を伏せた。ぎこちなく膝立ちになり、背中を向け、肩を床につけるようにして這ったその背中を、杉沼は短く叩いた。

「もっと尻を上げろ。見られるのが好きなんだろうが」

　安曇の頭が耐えるように下がり、それからゆっくりと尻が突き出された。穴が見えるほど突き出された尻を見下ろして、杉沼は奥歯を嚙みしめた。

　この格好を、あの若い部下も見ているのだと思うと、嫉妬で胃がよじれそうだった。この格好できっと安曇はねだる。入れてくれとねだって、自分でひらいてみせる。

「……ふ、っ、ん……っ」

　ゆらりと安曇の尻が揺れて、杉沼は手を伸ばした。叩かれるのをおとなしく待っている尻を、下から撫で上げる。

「──っ、あっ……っ」

　あまい、高い声をあげて安曇の身体がくねる。初めて触れた肌は想像以上にしっとりとなめらかで、杉沼はひそかに唾を飲み込んだ。

「じっとしろ。動くんじゃない」

　叱責しつつ、杉沼は両手で双丘を割りひらいた。きゅっとすぼまっていた入り口が、いっぱいに引き伸ばされてひくひくと蠢うごめく。いつも安曇が杉沼を見上げては喘ぎ声を漏らしながら自分で指を入れる──いやらしい蕾。

「ここに、あいつの前でも指をつっこむのか？」

　中指で押すと、安曇の背中が大きく波打った。逃げるように前にのめるのを許さず、杉沼はそのまま指を押し込んだ。

「……っうあ……っん、ぐ、」

　ねっとりと熱い粘膜が指に絡みついてきて、杉沼は大きく息をついた。安曇の内側は杉沼の指を押し出したいように縮んで、びくびくしている。それを抉るようにして指を進めると、安曇の身体が反り返る。

「ん──っ、う、ん、っんっ」
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「なんだ、達ったのか？　指でか。淫乱め」

　小刻みに震える内壁の感触に杉沼は唇を舐めて、ゆるんだ中でぐるりと指を回した。面白いように安曇の身体が跳ねる。

「そんなにいいならもう一本入れてやる。達った数だけあとで玩具をつけてやるから、嫌なら我慢してみろ。──どうせ、できないだろうがな」

　人差し指も揃えて捩ねじ込んで、こんなものが気持ちいいのか、と杉沼は思う。ただ指を入れただけでこんなになるほど、安曇は感じるのか。

「おまえは、悪魔だな」

　そんなに気持ちいいなら、ペニスを捩じ込んでやったらどうなるのだろう。深いところまで苛めてやったら、どんな声をあげて、どんなふうに達するのか。

「部下はどうやってたらし込んだ？　いつからだ？　そういえば浮気のときはどうしたんだ？　おまえから、つっこんでくれとせがんだのか？」

　馴染んで綻んできた安曇の尻の穴さえ許せなかった。低くあまく呻く声も、なまめかしくくねる細い腰も許せない。あの部下がこの身体を独占していることも、そしてなにより、今すぐ犯してしまいたいほど猛たけった自分自身が許しがたい。

　ぎりぎりと唇を嚙みながら根元まで指を入れ、もっと奥を征服するように、叩きつけるようにして動かすと、安曇はまた嬌声を上げた。

「──っう、あ、は……っん、うっ」

　上げられた白い尻が、もっと、というようにくねる。ひくつく粘膜は熱く、いかにも弄られ慣れているふうだった。

（……くそっ）

　安曇だけが思い通りにならない、と杉沼は思った。

　勉強も仕事も、恋も人づきあいも、杉沼にとってはたやすくこなせることで、人生というのは簡単だと思っていた。なのに、安曇は──罰しても、辱めても、決して墜ちてこない高みの鳥のようだ。どんなに淫らにねだっても、安曇の本音はそこにない。ひととき同じ快楽を分けあっても、ことが終わればあっけなく去っていく。

　なぜだ、と杉沼は苛立つ。大学のときは──ただの可愛い後輩だったときは、誰よりも仲がいいと思っていたのに。あいつにとって俺は特別だと、どこかでうぬぼれていられたのに。

（なぜ俺でなく、あんな年下の男に、抱かれるんだ）

「っ、ひ、う……っん……んぅ、っ」

　器具のせいで苦しげな安曇の声が掠れて、杉沼は苛ついて指を引き抜いた。

　かわりに、今まで使ったことのない、大きなディルドにたっぷりとジェルをまぶす。

　音を聞きつけたのか、安曇が無理に首を捻るようにして仰ぎ見た。顔は快感のためか赤く上気して、目は潤み、汗で髪が額に張りついている。閉じられない唇の端から唾液が流れて、奉仕をしたあとのように淫らな顔つきだった。

　許しを乞うような眼差しは一瞬で杉沼の脳裏に焼きついたが、杉沼は黙ったままディルドを安曇の後孔に押しつけた。

「──！」

　竦む安曇を無視して、半ば無理やりそれを埋め込んでいくと、三分の二ほど入ったところで安曇が激しく首を振った。杉沼は笑う。

「あの部下のより大きいのか？　でかいのは好みじゃないのか」

「う……っ、っ」

「全部入れたほうがいいぞ。嵌めたまま帰るんだからな」

「……っ」

「ほら、まだ入るじゃないか」

　ぐっと力を込めると、それは簡単に安曇の身体に飲み込まれた。安っぽいピンク色のそれが尻から少しだけ覗く光景は、淫らを通り越して醜悪だと杉沼は思う。

　それを強要する自分は、もっと醜い。

「下着をはけ、立っていい」

　吐き捨てるように言いながら、杉沼は手錠を外した。「服を着たら帰れ。玩具は家に帰ったら外していい。──外で達かないようにしろよ」

　続けてボールギャグの留め具を外すと、つう、と唾液が糸を引いた。安曇は怯おびえたような目をして、また首を横に振った。

「むり、です……こんな、大きいの、」

　濡れた目が瞬いて、今にも涙が零れそうだった。ひどい、と責めるような目。あの眦まなじりのあたりに口づけたら、安曇はどんな表情を見せるだろう。尻をかき回されているときよりも、可愛らしい顔をするだろうか。

「──これは罰だからな」

　杉沼先輩、と想像の中の安曇が囁いた。こんな玩具じゃなくて、あなたのがほしいです。キスして、ベッドまで連れていって先輩。僕はずっとあなたが──。

「おまえの望みどおりになると思うなよ」

　惑わすようなその想像の声を断ち切るように、杉沼は顔を背けた。

「罰は、おまえの嫌がることじゃなきゃ意味がない。服を着たら帰れ」

　痛いほど自分の分身が張りつめていた。視界の端で安曇は苦しげに唇を嚙み、それでも逆らうことなく自分の服に手を伸ばしていた。わずかに震える手でシャツを着て、ひとつひとつカーディガンのボタンを留めてゆく。すべて着てしまうと安曇は、俯くようにして杉沼の前に立ってと口をひらいた。

「……すみませんでした、義兄さん」

　細く躊躇いがちなその声が杉沼の神経を焼いた。

（この期に及んでも義兄呼ばわりか）

　組み敷いて抱いてしまいたい、と自分の中でけだものが暴れるのを感じて、杉沼は背中を向ける。

「次のおねだりなら聞かない。必要があれば俺から連絡する」

「────はい」

　聞きようによっては滑稽な杉沼の台詞にも、安曇は素直に頷いた。失礼します、と呟いて少しふらつきながら出ていく足音を聞きながら、杉沼は立ち尽くしていた。

　なぜだ、と心の中で問いかける。

　なぜ言わない。あの涼しい声で以前のように、「杉沼先輩」となぜ呼ばない。もの言いたげな目をするくせに、どうして言わない。

　杉沼が聞きたいのは安曇の謝罪ではなく、寂しかった、あなたがほしかったと──あまくねだる言葉なのに。
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　感じているのが苦痛なのか快感なのか、安曇にはすでに判断がつかなくなっていた。目をひらいているはずなのに、視界がちかちかして景色が歪む。

　家につく前に気絶するかもしれない、と本気で思った。途中で気絶したら、親切な誰かが救急車を呼んで、病院についたら後ろにつっこまれた張り形も、紐で縛められたままの性器も見られてしまうだろう。

「……っ」

　つうっと尻を撫でた杉沼のてのひらの感触が蘇よみがえり、ごく、と喉が鳴った。目眩がひどい。

（……絶対、無理、だ）

　ふらつく足を踏みしめて、安曇は腕時計を確認した。四時。冬の日は落ちかけていて、あと一時間もすれば真っ暗になるだろうが、まだ夕方だ。コインランドリーは無理だ、と思って安曇は唇を嚙んだ。

　あとは──史賀のところなら。

　一時間だけ休ませてほしい、具合が悪くて、という言い訳なら通じるだろうか。楽しみにしていたデートをあんなかたちで終わらせてしまったから、史賀には嫌な顔をされるだろうけれど、このままでは駅までももたない。

　腫れ上がったように感じる身体を無理に押し進めるようにして歩くたびに、腹の中で硬い異物が主張して、ぎゅうっ、と内壁が収縮してしまう。踏み出した振動がたまらないほど響いて、今にも射精してしまいそうなのを、皮肉にも紐が食いとめている。

　達したらだめだ、とそれだけ考えながら安曇は必死で進み、史賀のマンションの入り口が見えたときには本当に倒れそうになった。一階の端。あと少しだ。

　幸いにも一人暮らし向けのマンションの廊下は休日でも静かでひんやりしていて、安曇は少しだけ楽になった気がして史賀の部屋の呼び鈴を押した。薄い壁をとおして、室内でのどかなピンポーン、という音が響くのが聞こえる。

　だが、それだけだった。待っても応答はなく、ドアも開かない。もしかしてモニターかなにかで外を確認して、安曇だとわかって居留守を決め込んでいるのか──そう思うとぐっと胃がせり上がって、安曇は浅く喘いだ。

「史、賀……すまない、開けて、」

　ドアに縋るようにして声を出し、こんなことが言えた義理か、と自分で思う。てひどく振ったようなものなのに。数十分前までは義兄に辱められていたというのに。

（……出したい……）

　重い身体をドアに額をつけて支えながら、安曇は震える手を下肢に伸ばした。紐だけ、ほどくだけなら。一回だけ。少し楽になったらきっと家までもつ、だから。

「安曇さん？」

　ふいに声がして、安曇はびくりとしてファスナーにかけた手をとめた。振り返る。

　マンションの狭くて薄暗い外廊下の先に立っているのは史賀で、そうして一人ではなかった。見たことのない、史賀よりも若い、いかにも今どきの若者といったふうの彼は安曇を見て不思議そうな顔をしている。

　見られた、と思った瞬間に激しい快感が駆け抜けて、安曇は崩れ落ちた。

「────っ……！」

「どうしました？　具合悪いですか!?」

　史賀がぱたぱたと駆け寄ってくる。強く肩を抱かれ、安曇は絶頂で赤くのぼせた顔を見られないように俯いた。だが、荒い呼吸と痙攣は隠しようもない。

　ひくひくしながら息を殺す安曇を数秒見つめて、史賀は肩を抱いたまま「貴たか洋ひろ」と声を投げた。

「悪いけど、どっかで時間つぶしてきて。駅前にコーヒーショップも漫喫もあるから」

「その人、病気？　救急車呼ぶ？」

「いいよ、俺がやるから。落ち着いたら電話する」

「──ん。わかった」

　少しだけ残念そうに言う声は史賀によく似ていた。安曇はまだ震える手で史賀の服を摑む。

「いい……僕、は、帰る、から」

「気にしないで、弟だから。今鍵を開けますね」

　ふっ、とこめかみにあたたかいものが触れて、すぐに離れた。ドアを開けた史賀に抱えられるようにして立ち上がると、大きなディルドを飲み込んだ尻がずくりと疼く。

「……っ」

「服脱ぎますか？　またローター？」

「……ちが、……っ」

　冷静な史賀の声音が耳に痛い。首を振りかけた安曇は、服の上から胸を撫でられて息を飲んだ。

「ここじゃ、ないみたいですね」

「っ、あ、……やめ、」

　ジッ、と音をたててファスナーが下ろされる。中の下着を史賀は両手で引き下げて、それから眉をひそめた。

「ひどいですね」

「……ご、めん」

　鬱血して腫れた性器は、縛めのせいで変色していた。その先端からは懲りもせずに透明な液体が溢れてきている。はあはあと息をつきながら安曇は目を閉じた。

「すぐ、帰るから……」

「無理ですよ。ああ、お尻から出てるね。後ろ向いてください、取ってあげる」

「自分で、」

「いいから、ほら」

　強引に史賀は安曇を後ろ向きにさせ、ドアに手をつかせた。お尻突き出して、と冷静に言われて、安曇は震え、喘ぎながら言われたとおりにする。

「これ、もしかしてすごく大きいんじゃないですか？」

「ああっ……！」

　いっぱいにひろがった孔あなの縁をぐるりと撫でられ、安曇は身もだえた。自然とディルドが押し出されてしまう感触も、力抜いてくださいね、という史賀の静かな声までもがたまらない。はみ出したディルドの端を史賀の手が摑むのが振動でわかる。ぐっと引っぱられると意思とは関係なく内壁がうねり、背中が軋きしむ。

「────っ！」

　目を開けているのか閉じているのか、わからなくなるほどだった。びくん、びく、と不規則に身体が跳ねる。

「また達っちゃいましたね、もう少し我慢して？」

　史賀のあいた手が尻をやんわりと撫でた。さらりとしたくすぐったいような感触さえびんびんと奥に響いて、安曇は片手で口を覆った。

「んっ……ん、んっ」

「だいぶ出てきましたよ。半分かな。わかる？」

　史賀の声が言うとおり、少しずつディルドが引き抜かれていく。きゅっとすぼまった内側を刺激しながら、ペニスを模して太くなった部分が移動する。それが前立腺をかすめたらきっとまた達してしまう、と思ったとおり、再度立っていられないような激しい快感が全身を支配して、気がついたときには安曇は玄関にへたりこんでいた。

「取れましたよ、安曇さん」

　そっと頰を撫でられ、ぼんやりと見上げた史賀の顔は、安曇と目があうと微笑んだ。

「立てますか？」

「──うん」

　本当はもう一歩も、指一本も動かせないような気がしていた。ひどい耳鳴りがしていて、史賀の声が遠い。それでも安曇は史賀の手を借りて立ち上がり、導かれるまま部屋の奥に上がった。

「ベッドに座ってください。前の紐もほどくから」

　うまく動かない身体はかるく押されただけでベッドに倒れ込んでしまい、慌てて起きようとすると「そのままでいいですよ」と押さえられた。

　そうして、まだ勃ち上がったままの屹きつ立りつにあたたかい指が触れてくる。

「……可哀想に」

　きつく結ばれた紐は、引っぱってもほどけなかった。史賀ははさみを持ってきて、動かないでくださいね、と念を押してから、結び目ぎりぎりで切る。そうしてやっと巻きついていた紐がゆるむと、どっと血が流れる感触がした。

「──……っ」

　みるみる力を失っていく性器の先端から、とろりと白濁したものが溢れ出す。安曇は咄嗟に手を伸ばしてそこを覆った。史賀はそれを見下ろして微笑む。

「無理しないで。扱きましょうか？」

「……いらない」

　みじめだった。労るような史賀の視線が苦しい。少しでもその視線から逃げたくて、安曇は横向きになって膝を折り曲げた。まだ出ている。とろとろと溢れる精液は、少しとまったかと思うとまた零れて、安曇のてのひらを汚す。

「安曇さん」

　ちゅっ、とこめかみで音がした。キスされたのだと気づくよりも早くびくんとした安曇の肩を、史賀は優しく撫でてくれる。そのまま腕を撫で、肘を撫で、手の甲まで撫で下ろして、優しいが強い力で性器から手をもぎ離され、安曇は弱々しく言った。

「やめてくれ……本当に、ごめん。来たりして」

「やめてくれって、お義兄さんには言ったの？」

　大きなてのひらが安曇の幹を包み込む。やわらかいそれは根元から扱かれると、またぷつっと精液を溢れさせた。硬く陰囊がしこるのがわかり、安曇は身をよじる。

「や、史賀、また……」

「硬くなっちゃったね。それに、ずっと出てる。こんなにいっぱい」

　史賀は手を休めずに耳元で囁いてくる。人差し指と親指で輪を作り、それでかるく締めるように雁かり首くびあたりを扱かれると、ぬちゅぬちゅと音がした。

「……あ、っあ、っふ、……っ」

　零れ続けているのに、また射精したいという欲がこみ上げてくる。腹の奥が濡れて痺れたようで、史賀の手つきにあわせて腰が揺れてしまう。

「っう、ん、あ、史賀……っ、あ、はあ、っん、」

「どんどん出るね。気持ちいいですか？　ずっと達ってる感じ？」

　耳朶を舐められて、安曇はぞくぞくして首を振った。やめて、と小さな声で懇願すると、史賀はため息をついた。

「お義兄さんには、やめてって言わないのに、俺には言うんだ？　こんな──」

「あ、ああっ、あ！」

「紐なんかで縛られて、でっかいのつっこまれて放り出されて、違う男のところで達きっぱなしになってるのに、そういうのは嫌、ってお義兄さんには言わないんだね」

　後ろから、史賀の両手が安曇の性器を摑む。片手で亀頭を、片手で根元をぐにぐにと弄られて、安曇はまたあっけなく達した。

　震える身体にあわせて数度精液が噴き出し、それからまただらだらと零れてくる。壊れてしまったのかも、と思うと怖くなって、安曇は身をよじった。

「ほんとに、もう、……っう、あ、」

「全部出しちゃいましょうよ。そうしてほしいから、来たんでしょ？」

「違……っ、僕は、ただ、」

「今日俺がバスケだって忘れてました？　弟が上京してなかったら、今日は遅くまで帰らない予定だったんですよ。いなかったら、ドアの前でオナニーするつもりだったの？」

「う、やあっ、あ、また……っ」

　熱っぽいペニスのあたりが、じゅくじゅくと溶けていってしまいそうだった。優しく、しかし容赦なく追い上げる史賀の手が、怖いほど気持ちいい。

「史賀……っ、出ちゃう、はなして、あ、アッ」

「今日は？　水曜日じゃないのに、どうしてお義兄さんとエッチしたの？　お義兄さんの前では、一回も達かせてもらえなかったの？」

「アッ……あ、あ、」
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「ほら、言わないと、俺も縛っちゃいますよ？」

　きつく根元を締めつけられ、安曇は身を反らした。もどかしく尻を振っても、史賀の手はゆるまない。

「縛ってお尻だけ苛めてほしいの？」

　促すようにそう囁かれて、安曇は首を振った。出したい。でも、史賀との関係がばれたのだということは、彼に告げたくなかった。これ以上史賀に迷惑はかけられない──そう思いながら、史賀の手の熱さを意識しないようにして、懸命に声を押し出す。

「急に、呼び出されて──叱られて、罰だって、口輪をされて、根元を縛られて……い、弄られ、て」

　喋ると、杉沼の指の感触が思い出された。長いすらりとした指。初めて今日、安曇の身体に触れてきた手。尻を撫でて、大きく割り広げて──。

「中、を、指でかき回されて、僕は、すごく感じて、達っちゃって、また叱られて……っお、玩具を」

「入れて帰れって、言われたんだね」

　ぐりっ、と鈴口を押しこすられて、安曇はがくがくしながら頷いた。

「無理だって、言ったのに、罰だからって……おっきいの、を、」

　ああまた出てしまう。弄られている先端がべたべたになって、いやらしい音がしている。後ろの穴もひくついて、すぐにでもほしかった。指でもいい、中をかき回してほしい。達き続けて気絶してしまうまで、犯されたい。

「い、入れて、史賀、……入れ、」

　がくがくしながら安曇は喘いだ。「達きた……い、入れて……っ」

　史賀が動きをとめた。それから無言で、安曇の分身をこする手を速くする。限界などとうに超えている安曇は堪えようもなく、一分と経たずに吐精してしまった。

「────っ」

　苦しい、と思った。みじめで苦く、そして寂しい。史賀にねだってそのとおりにされなかったことはないのに──史賀はもう、安曇を抱く気はないのだ。

　その彼の前で、自分は今醜態を晒さらしている。

　どろりと力なく溢れ出す精液はなかなかとまらなかった。はしたなく尾を引くお漏らしがやっと終わり、最後まで搾り取るように刺激してくれた史賀の手が離れていく。

「安曇さんは、お義兄さんが……杉沼さん、でしたっけ。その人が、本当に好きなんですね」

　寂しげに呟きながら、史賀は後ろから安曇を抱きしめてくる。首筋に顔を埋められて、安曇は腹の前で交差した史賀の腕にそっと触れた。

「──好きじゃなくなったんじゃないかと、思ってたんだ」

　きちんと謝らなければ、と思った。こんなに優しい男をひどいかたちで長い間利用してしまったのだから。

「ずっと好きだったけど──利香子さんと会って、利香子さんの男友達の一人になれてからは、普通の先輩として尊敬できる人だと思い込めたし、義弟になれてよかったと思ったし──浮気してしまったあとは……気持ちいいことだけ、できればよかったから。もう、好きじゃなくなったんだと、思ってた」

「でも、好きなんですよね」

　苦みを帯びた優しい声で、史賀が確認するように言った。安曇は答えずに俯く。自分を抱きしめる史賀の腕を見下ろして、不思議だなと思う。

　どうして人は恋なんかするのだろう。

　報われないとわかっていて、どうして好きだと思うのだろう。

「──すまない」

　謝ると、史賀は一際強く抱きしめてから、安曇の身体を自分のほうに反転させた。

「だったら、告白したほうがいいと思います」

　それは至極まっとうな台詞だった。通常の、異常なところのない男女の間のことだったら、当然の言葉だ。

「俺だってそんなにできた人間じゃありません。ずっと身代わりでいいなんて、思えませんから。──ちゃんと告白して、両思いになって」

　誠実さのにじむ史賀の台詞に、淫乱な変態は告白などできないし、両思いはもっと無理だ、と思いながら、安曇は「そうだね」と言った。

「迷惑かけて、悪かった」

　そう言って、まだ力の入らない四肢になんとか力を込めてベッドを降りる。汚れた身体を拭いもせずに服の下に閉じ込めてしまうと、微笑むのも簡単だった。

「弟さんにも謝っておいてくれ。……それじゃまた明日」

「──はい」

　史賀は玄関にはついてこなかった。安曇は一人で外に出る。

（義兄さんには、もう一度電話で詫びて……利香子さんには、どうしたいか聞こう。向こうのご両親にも謝って、家は利香子さんに譲って、僕は引っ越して）

　引っ越すとなったら物件も探さなければ。離婚になれば慰謝料も必要だ、今よりももっと働く必要がある。

　やることはたくさんあるから、しばらくは肉欲を忘れるのも簡単だろう。これで最後だとこの間のデートのときは思ったけれど、今日思いがけず杉沼にも触れてもらったし──史賀の前では、ほとんどずっと達きっぱなしだった。

　よかったじゃないか、と安曇はちいさく呟いた。

　ひどくされるのも痛いのも好きな自分には、杉沼の罰さえご褒美のようなものだ。あんなに──精液がとまらないほど感じたのだから、自分で考えていたのよりずっと、ああいうのが好きなのだろう。

　そう思えば、この一年はとても幸せだった。

　たぶん利香子と出会ってからの数年と同じくらいに、幸せだった。










　月曜日、出勤する前に区役所に寄って離婚届を手に入れると、それには夫婦だった二人以外にさらに二名、保証人のように名前を記入する欄があって、安曇はちょっとおかしくなった。ここに史賀と杉沼の名前が並んだら面白いな。

（…………いや、面白くは、ないな）

　一瞬で我に返ってエレベーターに乗り込み、課のあるフロアで降りて、席についている数人に「おはよう」と声をかける。おはようございます、と返ってくる声を聞きながら自分の席につき、時計を確認しながらパソコンを立ち上げる。

　なにひとつ変わることのない日常だ。

「おはようございまーす。あ、史賀くんまだですか？」

　明るい声に顔を上げると、この間安曇のこともバスケットボールに誘ったあの女性社員だった。安曇は微笑み返す。

「今日は直行だから、十一時頃に出社の予定だよ。なにか用だった？」

「昨日借りたタオルを返しにきたんです。置いときます。史賀くんたら、飲み会参加するって言ってたのに、電話かかってきて帰っちゃったんですよ。弟さんだって言ってたけど、ほんとかなあ」

　ため息をつく彼女の表情は残念そうだ。安曇は控えめに言う。

「本当じゃないかな。仲がいいって聞いたことがあるし、そういうときに噓はつかないと思うよ、史賀は」

「ですよね、わかってるんですけど。……ってすみません、あたしったら愚痴みたいなこと」

　頷いてから女性社員は思い出したように慌てた顔になり、安曇は「いいよ」と手を振った。

「史賀が来たら伝えておくよ。タオルのことも、飲み会ドタキャンはもうするなってことも」

「ありがとうございます。安曇さんてほんと親切。奥様が羨ましいです！」

　にこやかに彼女は礼を言って、頭を下げて去っていった。羨ましがることはなにもないって利香子さんは言うと思うよ、と思いながら安曇は脇に置いた鞄に目をやった。なにしろこの中には、離婚届が入っている。

　しかも離婚の理由は安曇の浮気で、浮気相手は男で、その上つい昨日まで、義兄と部下を相手に好き勝手に乱れまくっていたのだから──利香子はどんなに同情されても足りないくらいだろう。

　なんて言って切り出そう、と考えると、胸が痛んだ。利香子はたぶん離婚に反対はしないだろう。ため息をついて「わかった」と言うときの彼女の表情を想像すると、申し訳なさでいっぱいになる。

　仕事が終わったらどこかに寄って切り出し方をじっくり考えようと決めて、安曇は仕事に集中することにした。相変わらず課長がほぼ目を通さずに回してくる社内書類に目を通し、あとで説明できるように自分の中でまとめておく。それから課内の人間が作った企画書に目を通して、ひとつひとつ赤を入れた。

　史賀と石田のコンビが手がけている新規の案件は無事に通ったようで、メールにはスケジュールが添付されていた。他部署との打ち合わせ会議を設定するためのフォームで参加の返信をし、そういえば納期を延ばしたいといっていた件はどうなっただろうと履歴を遡ろうとしたところで、声がした。

「おはようございます」

「……おはよう」

　咄嗟に顔は上げられなかった。史賀が席に座るのを待ってから、なにげないふりで安曇は声を投げる。

「七階の──有あり田たさんだっけ、バスケットボールのことでこの前来てた人、朝、借りてたタオルを返しにきてたよ」

「そうみたいですね、ありがとうございます」

　いつもと変わらず、爽やかな笑みを見せて史賀が応える。安曇も笑い返した。

「弟さんから電話があって、また飲み会キャンセルしたんだって？　彼女、残念がってたよ」

「ほんとに偶然なんですよ。今、姉が嫁ぎ先から帰省してるみたいで──すぐ姉と喧けん嘩かするんです、あいつ」

「……史賀と、声が似てたね」

　言いながら、どこか背筋がひやりとした。後ろ暗いことだけに蓋をした会話は安曇には習い性みたいなものだが、史賀にはそぐわない。

　けれど、史賀は少しも陰った顔を見せなかった。「それ、親戚によく言われます」とからりと笑う。

「安曇さんこそ、昨日大丈夫でした？　ちゃんと帰れました？」

「──帰れたよ」

　安曇のほうが、耐えられなかった。火をつけたように耳が熱くなり、急いでパソコンの画面に集中すると、史賀がきっぱりと「安曇さん」と呼んだ。

「もうちょっとで昼飯ですよね。久しぶりに一緒に行きませんか」

「……っ」

「あんまり顔色よくないですよ。昼、抜くつもりだったりしませんよね？　蕎そ麦ばとかうどんくらいなら、どうですか？」

「…………うどん、くらい、なら」

「じゃあ、うどんで。よろしくお願いします」

　いかにもにっこりと笑っていそうな声で言われてちらりと窺うと、思ったとおり、史賀は優しく微笑んでいた。

　ずきんと胸が痛む。

　史賀は、たった一晩で、安曇とのことは過去のことだと割りきれているようだ。否、デートのあとからもう、気持ちは終わりつつあったのだろう。安曇が望んだとおりに。

　なにごともなかったように部下として接してくれるだけ、恵まれているのだ。昨日のあの醜態を見せても嫌悪しない史賀は、本当にいいやつなのだと安曇は思う。

　安曇はネクタイのノットを締め直して仕事に意識を集中させた。

　一時間もしないうちに昼休みになり、安曇は史賀に促されて外に出た。たまに利用するうどん屋は、運よく奥の二人がけのテーブル席が空いており、それぞれオーダーをすませると、史賀はおしぼりで手を拭きながら首を傾げた。

「昨日、眠れました？」

「……少し寝たよ。顔に出てるかな」

「出てるっていうか、ほんとに顔色、あんまりよくないですよ。──ごめんなさい」

　眉をひそめた史賀が言いにくそうに謝って、安曇は驚いて瞬きした。

「ごめんって、なんで？」

「や、あの、もし体調悪いなら、半分くらいは俺のせいだなあって思って……すみません。あんなことする権利、全然ないのに」

「権利か。面白いこと言うんだね。こういうケースだと、謝るのは僕のほうじゃないかな」

　苦笑すると、史賀は少し拗ねた顔をしてみせる。

「笑いごとじゃないですよ。告白したほうがいいって言ったけど、もし今日するつもりならやめといたほうがいいと思います。昨日の今日でエッチは無茶でしょ」

「史賀」

　ここはビジネス街の、しかも昼時の飲食店の中だ。隣の客は一人でヘッドフォンをつけていたが、だからといってなにを話してもいいというわけではないだろうと、安曇は史賀を睨む。史賀はまだ拗ねた顔で「具体的な名前は出さなかったじゃないですか」と呟いた。

「安曇さんはちょっと、人目を気にしすぎじゃないですか。大胆なのは、ああいうときだけですもんね」

「……史賀、だからそういうのは」

「わかってます、もう言いません」

　ふ、と史賀が顔を背けた。眉を寄せた横顔は少し不機嫌そうで、彼はうどんが届くまで黙っていた。いただきます、と手をあわせて安曇より早く食べはじめ、そうしてようやく、ぽつんと呟く。

「すごいみっともないですよね、俺」

「……どうして？」

「振られてるのに、口出ししたりして、何様だよって感じでしょ」

「──いや」

　つるりとした麵を飲み込んで、安曇は締めつけられるような胸の痛みをやり過ごす。

「史賀は、みっともなくないよ」

　きゅんと焼ける熱。甘酸っぱいような、不定形の、寂しさに似た熱。

「どうしてそんなにきみが僕に優しいのか、不思議だなとは思うけど、史賀は全然、みっともなくなんかないよ。……よく、僕を気持ち悪いと思わないでいられるね。僕は、責められても詰なじられても文句を言えない立場なのに」

「どうして優しいか不思議、とか言われると、まだけっこう傷つきます」

　恨めしそうに史賀は安曇を見て呟いて、気を取り直すように、テーブル脇のポスターを指差した。ビールの宣伝用の、夏ならば相応ふさわしいだろう眩しい海の写真が印刷された色あせたポスターだ。

「親父が漁師だって言いましたよね。しばらく帰ってこないこともあったから、弟とはよく家の屋根に登って海を見たんです。玄関脇の雨あま樋どいをよじ登って増築したとこの二階の屋根まで、けっこう簡単だったんですよ」

「……うん」

　急に飛んだ話に首を捻りながらも頷くと、史賀は照れたように笑った。

「お父さんが帰ってくるのが見えるかも、とか言ってたせいか、怒られはしたけど絶対だめとも言われなかったんですよね。でも、さすがに高校生の頃は、親父が帰ってくるのが待ち遠しいとかじゃなくて、たんに気晴らしみたいな感じでした。水平線、見るのが好きで。変な色なんですよね水平線って。天気にもよるけど、灰色っていうか水色っていうか透明っていうか黒っていうか、ゆらゆら色が変わって見えて、嫌なことあるとそればっか見てた」

　青くさいですよね、と史賀はまた笑う。

　そっとポスターに目を向ける横顔に、とくん、と心臓が鳴った。

　綺麗だ、と思う。なにか正しいもののような、きっぱりした輪郭の中に、静かに話をしている今でさえ熱を感じる。太陽のようなあたたかい光が、内側から差しているように。

「──でも、弟はじっとしてらんない質たちで。俺にくっついて登ってもすぐ飽きるんですよ。一人で駆け回ったりして、それはさすがにやめろって母親も俺も怒ってたんですけど、あの日は母が仕事でいなくて、姉もいなくて。俺はなんだったかな、学校でむかつくことかなんかあって、一緒に登った弟のことは無視してて。それが嫌だったのか、遊ぼうよ、ってねだられたんです。兄貴つまんないよ、って腕摑んで揺すられて、うるさいって二回はねのけて、三回目で、弟が足をすべらせちゃったんですよ」

「……落ちたの？」

「いえ、咄嗟にやばいって思って摑んで、弟は大丈夫でした」

「弟は、って」

「俺は落ちましたよ」

　ずるずるとうどんを食べて、史賀はあっさり笑った。「あちこち骨折して、入院しました」

「あちこち？　大怪我じゃないか」

「そうですね、誰にも怒られないくらい大怪我でした。病院では麻ま痺ひが残るだろうって言われたし、弟は泣くし親は泣くし姉ちゃんは泣くしで、俺もあーあと思いましたもん。でも、半身不随になっても、落ちたのは俺でよかったとも思ったんですよ」

「……史賀らしいね」

「綺麗ごとなわけじゃないです。だって弟が落ちてたら絶対俺が責められるわけだし、俺もきっと自分が許せないだろうし。弟は、いいんですよ。弟だから。落ちたのは俺だけど、悪いのも俺だったから、よかったと思って──でもまあ、奇跡的になんともなく治ったんですけどね」

「バスケできるんだもんな」

　史賀の普段を見ていると、とてもそんな大怪我をしたようには見えない。史賀は「天気悪いときはちょっとだけ背中痛いんですけどね」とのんびりした声を出す。

「でも、奇跡的に助かっちゃったので。余計なことごちゃごちゃ考えたり悩んだりするのはもったいないって思ったんですよ。またいつどこかから落ちて、今度こそ死ぬかもしれないのに、細かいこと気にしたり、やりたいこととか言いたいことを我慢するくらいなら、いつ死んでも後悔しないように思いきりやったほうがずっといいなって思ったから、勉強して東京の大学にも行こうって決められたんです。高校のときは、俺けっこううじうじしてたんで」

「……信じられないな。史賀はなんだか、いつも楽しそうなイメージなのに」

「今はものすごく楽しいですからね」

　おどけたように史賀は言って安曇を見つめ、せつない笑みを浮かべた。

「だからね、俺が安曇さんを好きだってことは、誰に知られてもいいです。振られちゃったけど」

　きゅん、とまた胸が痛んだ。

　男を好きになるなんていけないことなのに、潔い史賀は間違っているようには見えない。史賀と自分は、決定的に違っているのだと思い知る。

　伏せた視線の先で、安曇のどんぶりの中身は半分ほどしか減っていない。とても食べきれる気がしない──そんなどうでもいいことをぼんやり考えて逃避しかかる安曇の意識に、史賀の声はあたたかく刺さった。

「安曇さんにあげたネクタイ、水色にしたのは、ちょっと水平線のこと思い出したからです」

「……僕は海に行ったことはほとんどないけど」

「水平線って、どこまでいっても絶対辿りつかないんですよ。水平線は、ずっと水平線だから」

「それは……そうだね」

　諦めて安曇は箸を置いた。史賀はうまそうにつゆを飲んで、「ごちそうさまでした」と手をあわせてから続けた。

「もしかしたらなんとなくわかってたのかも。自分が、安曇さんに失恋するって」

「──史賀」

「杉沼さんとうまくいったら、報告してくださいね。あ、お茶飲みますか？」

「……うん。ありがとう」

　優しくされるとすごく悲しい気がする、と安曇は思う。優しくされればされるほど、寂しくて、悲しい。

　史賀にまだ傷ついた顔をさせる自分が、そんな彼の手を取れない自分がひどく卑しい生き物な気がして、悲しいみたいに胸が痛む。

（失恋したのは僕のほうだよ、史賀）

　史賀が好きだと言えたらよかった、と安曇は思った。

　なにもかも投げ出して、僕もきみが好きだと告げて抱きしめてキスできるなら、もしかしたら幸せになれるのかもしれない。初めて家に誘われたあの夜のように。杉沼との取引の帰り、コインランドリーでセックスできるだけでも安曇には充分だったのに、史賀はちゃんと家に誘ってくれて、たまらなくあまい気持ちにさせてくれた。

　だがそれはしてはいけないことだった。好きだなんて言えない。好きだ、と思うことさえ、本当はいけないことだ。史賀はそんなことはないと言うだろうけれど──安曇にとっては、許されないことだ。

　なにより、優しい史賀をこれ以上巻き込むわけにはいかない。もう充分優しくしてもらって、利用してきたのだから。

　今さら遅いかもしれないが、未練がましい真似をして今以上に自分を厭うことはしたくなかった。

（我慢するって決めたじゃないか。全部）

　きっと人生も半分を過ぎている。あとの半分は恋などせず、淫らで欲深いこれまでを償って粛々と暮らすのだ。










　定時を一時間過ぎたところで会社を出た安曇は、携帯に杉沼からの着信があるのに気づいて眉をひそめた。

　昨日の杉沼の怒りをたたえた眼差しを思い出すと、とてもかけ直したい気分にはなれなかったが、着信履歴は三回あって、安曇は迷った末にリダイアルした。

　数コールで出た杉沼は、やや忙しない声で「今どこにいる？」と聞いてくる。

「会社を出たところです。これから帰ろうと──」

『残業か。すぐ来い』

「すぐって、義兄さん、あのことなら」

『すぐ来い、寄り道するな、まっすぐだ。逃げるのは許さない』

　遮るように杉沼はそう言って電話を切ってしまう。安曇はしばし携帯を耳にあてたまま立ち尽くしていたが、ため息をついて歩き出した。

　気が重いが、ある意味ちょうどよかったかもしれない。利香子と離婚の話し合いがついたら、杉沼にも言わねばならない。先にあの人に「けじめをつけます」と謝ってしまったほうが、あとが楽になるだろう。

　そう言い聞かせながら杉沼のマンションに向かうと、自らドアを開けた杉沼は、昨日よりも憔しよう悴すいしたような、疲れた顔をしていた。

「なんで連絡しなかった」

　苛ついたように玄関でそう詰め寄られ、安曇はドアに背をつけて「すみません」と応えた。

「昨日は、余裕がなくて」

「部下のをくわえこむので忙しかったのか？」

　ぎらつくような目で見下ろされ、安曇はくっと息を飲んだ。違います、と否定しても、杉沼にはほとんど意味をなさないようだった。

　力の篭こもった手で襟を摑まれ、唇が触れそうなほど顔を近づけられる。

「今日だって、放っておいたらこっちには連絡もしないで──あいつの家にでも行くつもりだったんじゃないのか？」

「違います。史賀とはもう個人的に会うつもりはありません。僕は家に帰る予定で」

「おまえは噓がいくらでもつけるからな」

「──疑われるのは仕方ないと思ってます。でも今日は、本当です」

　安曇は声が震えないように祈りながら、片手で鞄を探った。ファイルにも挟まずにそのまま入れていた用紙を引っぱりだして、杉沼に見えるように広げてみせる。

「ちゃんとけじめをつけようと思って、これももらってきました。今夜は利香子さんと話をするつもりでした」

「利香子なら今、家にはいないぞ」

　杉沼が唇を歪めて笑った。安曇は言い返す。

「明日になったとしても同じことです。史賀にはもうああいう関係は終わりだって言ってありますし、利香子さんともきちんと話をします。ですから、」

　一息に言うはずが、声が掠れて安曇は言い直した。

「……ですから、あなたとの関係も、もう終わりです」

「──なんだと」

「今までご迷惑をおかけしました。一年以上も……苦痛だったでしょう」

　すみませんでした、とつけ加えると、杉沼の手が一瞬ゆるんだ。虚を突かれたように表情をなくした彼は、だがすぐにぎらりと目を光らせる。

「おまえは、そんな言葉で終わりにするつもりなのか」

　襟を摑む杉沼の拳が喉に当たった。圧迫される感触に安曇は顔をしかめる。

「許してもらえないのは仕方ないと思います。でも、」

「でもなんだ。ずいぶん身勝手じゃないか」

　唇の端を無理につりあげるようにして、杉沼が笑う。「さんざん人を利用して──離婚するから終わり、だと？」

「こういう結果になったのは僕のせいです。だから」

　だから、こうして謝罪して、もう終わりにしようと言いに来たのだ。

　そう言おうとして、安曇はできなかった。

　杉沼は摑んだ襟を乱暴に引き、安曇はつんのめるようにして前に倒れた。咄嗟に手をついたものの床に倒れた安曇の腰を、杉沼が後ろから摑む。

　ウエストのボタンを引きちぎるようにして外し、ファスナーを下ろすのもそこそこにスラックスと下着を一緒に引きずり下ろされ、安曇は身体を捻って杉沼を見上げた。

「義兄さん！　僕はもう」

「もう？　もう俺にされるのは嫌か。淫乱のくせに」

　あざ笑うように言いながら、杉沼の手が安曇のものを摑んだ。反射的に竦んだ安曇のシャツをまくり上げ、背中や腹を露にさせながら、杉沼はゆっくり扱いてくる。

「……っ」

　怖かった。こんなに憎まれているのか、と思うと背筋が凍るような心地がして、安曇は廊下の床に爪を立てた。

「縮こまってるな。尻を叩いてやろうか。好きだろう？」

　片手でゆるく扱きたて、片手で下腹部を撫で上げる手つきはいっそ優しいほどだった。だが声は軽蔑するような響きを帯びている気がして、安曇はきつく目を閉じる。

「……すみません、でした」

　胸の奥が熱い。喉までせり上がるその熱はやはり、哀かなしみに似ていた。きっと一生杉沼には許してもらえない。

（……いつも余裕があって、優しい人だったのに）

　大学の頃の杉沼は、安曇を見るといつも優しい笑顔になった。他の誰よりも親しげに「安曇」と手を上げて呼び、卒業してからは「久しぶりだな」と言いながら肩をかるく抱いたりしてくれて、舞い上がりそうに嬉しかった。

　優しい人だったのに──好きだった人なのに、その人に犯されるほど憎まれている。

　眦から熱いものが零れ落ちて、安曇は気づかれないよう床に額を押しつけた。杉沼の手は前を離れて、双丘をするすると撫でてくる。

「叩くと、赤くなるんだよな」

「、……う、」

「奥は、今はちゃんとすぼまってるじゃないか。昨日あんなにでかいのを入れたのに──家まで我慢できたか？」

「っ、ん、ぁっ」

　優しく蕾をつつかれて、びくん、と身体が跳ねた。だめだ、と思う。昨日だって、急に──初めて触られて、びりびりするほど感じてしまった。だが今日は過ちを繰り返すわけにはいかない。

「……やめて、くださ、っうっ……」

　逃げようとした途端ふいに生あたたかいものが尻のあわいに触れて、閉じた瞼の裏が真っ赤に染まった。無意識に身体がくねり、それでも離れずに這うのが杉沼の舌なのだと思い当たって、安曇は声をあげた。

「義兄さんっ……やめてください、そんな、……っあ、」

「気持ちいいんだろう？　びくびくしてるぞ」

「は……っあ、や、……嫌、あ、」

　熱い舌は弄ぶように入り口の襞ひだをなぞり取り、そこから全身がびっしょりと濡れていくようだった。前に逃げようと伸ばしかけた手が、いうことをきかずにがくがくと震える。

　杉沼の手が尻を押しひらき、穴をひろげている。そこを尖った舌先がつつき、そうかと思うとべろりと舐め上げられて、綻んだそこに指先をひっかけられると、息があがってしまう。

「っは、あ、……あ、ぁ……っ」

「だいぶ赤くなってひろがったり閉じたりしてるぞ。いつ見ても物欲しそうだよな、おまえのここは」

　うすく笑いながら杉沼は言って、安曇の唇を指で撫でた。「しゃぶれ。いっぱい濡れていたほうが気持ちいいんだろう？」

　後ろから指が口の中に押し込まれ、かき回された。舌を弄られ、歯茎や頰の内側まで指でこすられて、「ほら、舐めるんだ」と促され、安曇は観念して舌を絡めた。

　たっぷり嬲なぶって指を引き抜いた杉沼は、それを後ろに宛てがった。

「昨日は、入れただけで達ってたな。今日はどうだ？」

「──っん、あぁっ……！」

　ぐちゅりと、濡れそぼった指はあっけなく身体の中に侵入してくる。感じまいとしても異物が中を抉る感触は慣れすぎたものだった。

「ふ……っう、く、……んっ」

「うねってる」

　笑み混じりのやや上擦った杉沼の声は安曇のはしたなさを非難するようで、安曇は喘ぎながら「ごめんなさい」と繰り返した。

　昨日よりもずっとゆっくり、奥へ指が入ってくる。易々と杉沼の指を飲み込んだ安曇のそこは、内壁をこすり、引き戻し、また奥へと埋める杉沼の動きにあわせて蠕ぜん動どうしていて、淫らなその反応が杉沼に直接伝わっているのだと思うとまた涙が零れた。

　くわえこむ感触が気持ちいいことが、絶望的に悲しい。

「っ……ごめん、なさ……っあ、っひ、あっ」

「もう二本目も入るじゃないか。前もどろどろにして」

「ごめんなさ、……っう、……っ」

　嚙みしめても唇の隙間から呻くように声が溢れる。濡れて欲に染まったこの声も、どれほど杉沼には厭わしいだろう。

　やめると言い出したくせに尻を弄られて喘ぐ姿は、どれほど汚れて見えるだろう。

「う、んっ……っふ、あ、……っ」

　もう許してください、と言いたくなるのを、安曇は飲み込む。許してくれなど言えるはずもなかった。せめてできるだけ声を堪えようと肩に力を入れると、杉沼が焦れたように舌打ちするのが聞こえた。

「ほら、尻を落とすな。見てほしいくせに」

「────っい、……あ、」

　平手で尻を叩かれて、安曇は激しく痙攣した。断続的に自分が杉沼の指を締め上げるのがわかる。杉沼が今度は優しく尻を撫でてくる。

「叩かれるのが、本当に好きだな？　もっとされたいか？」

「う、や……やめ、」

「噓つけ」

　言葉の途中でまたぱしんっ、と音がして、安曇は身体を強張らせた。ぱたぱたと精液がしたたり落ちて、気づいた杉沼が「ほらな」と笑った。

「ちょっと叩いただけでこれだ。利香子と別れたら、心置きなく部下とやれるってわけか」

「ちが……彼と、は、もう、」

「もう別れたっていうのか？　それを俺に信じろと？」

　ずるりと杉沼は指を引き抜いた。かわりのように安曇のうなじに顔を寄せ、苦々しい声を出す。

「おまえの言うことは、なにも信じられない」

「──っ」

「俺の目の前に証拠が揃わない限りは、信じられるわけがないだろう？」

　吐息が耳を掠めて、安曇はひくつきながら唇を嚙みしめた。信じてもらえないのも当然だった。どんなに謝罪したところで、杉沼との関係を修復することはできない。

　安曇の頭を、杉沼は床に押しつけるように一度だけ押した。

「せめてひとつくらいは、俺を信じさせてくれ」

「……どうすれば、いいですか」

「そうだな」

　思案げな杉沼の声は少し暗かった。すうっと背中をてのひらが撫で下ろし、また叩かれるのかと安曇が竦むと、杉沼は両手で腰を摑んできた。

「指で達けるんだから、つっこんでやったらもっといい声が出るんだろうな」

「っ、な、に、」

「ディルドもすっぽり入ったものな──」

　ひた、と押しつけられた熱いものがなにかわかって、安曇は目を見開いた。

「待っ、……っい、っあ……！」

　ぬぷっ、と杉沼自身の太い部分がもぐり込んでくる。幾度も舐めたことのある、あの張り出した部分が安曇を犯し、奥へ、奥へと捩り込まれる。

「──っあ、あ、あっあっ」

　小刻みに揺すりながら進まれて、安曇は仰け反るようにして声をあげた。焼けるように熱く、痛みとそれを凌りよ駕うがするもどかしいような快感が、腹の内側から頭まで這いのぼってくる。

　ごりっと奥を突き上げられ、息の絶えかけた魚のように身体が跳ねた。意識も視界も真っ白になり、達したのだ、と気づいたときにはまた突き上げられていた。

「ひあ、あっ……っあ、あ、んっ」

　逃げたいのに、いけないと思うのに、ぴったりと杉沼のものを収めた下半身は重いほど熱く、腰を摑まれて中をこすられると目眩がした。

「この、淫乱め……っ、吸いついてくるじゃないか……」

　上から降ってくる杉沼の声さえぞくぞくする。掠れて荒くなった杉沼の息づかいと、雄々しく中を穿つ強さに、安曇はふとわからなくなる。

　もしかして、ずっと夢を見ていたんじゃないだろうか。なにもうまくいかない悲しい夢を見ていて、今のこれが現実で──本当は杉沼と自分は大学の頃からずっと仲のいい恋人同士で、こうやって毎晩のように安曇を可愛がってくれるのだ。

「あ、っあ……っは、あ、ん、あっ……」

　ああほらだって。

　こんなに強くかき混ぜられて、死んじゃいそうに気持ちいい。杉沼の分身は硬くて大きくて、安曇の中のいいところを余すところなく刺激してくれる。このまま中に出してもきっと終わらなくて、今度はキスをしながら優しい睦むつ言ごとを囁かれて──

「ほら、喋れ」

　半ば意識を飛ばしかけていた安曇は、ふいに目の前に差し出されたものが理解できずに瞬きした。はずみで涙が零れ落ち、歪んだ視界がクリアになる。

『もしもし？　春くんなの？』

　目の前の黒い小さな機械から、いぶかしげな女性の声が流れてくる。ノイズが混じってはいるが、それは確かに利香子の声で、機械が安曇の携帯電話だと気づいて、さっと胸が冷たくなった。

「利香子、さん？」

『利香子さん、って、そっちが電話かけてきたんじゃない。なんなの？』

「いえ、あの──っ……！」

　どういうことかと杉沼を振り仰ごうとしたとたん、ぐっと引き抜かれて安曇は息を飲んだ。ぎゅうっと後口が収縮して、杉沼はそこにカリをひっかけるようにして動きをとめ、「話すんだ」と命じた。

「今自分がどういう状態か、利香子に説明してやれよ」

　低い、電話の向こうに聞こえない程度の杉沼の台詞が意味することに気づいて、安曇は震えそうになった。

「できませ……っう、」

『やだちょっと、もしかして具合でも悪いの？』

　電話の向こうはどこか店の中なのか、賑にぎやかな声が漏れていた。その中で利香子は心配そうな声を出す。安曇はゆっくりと杉沼のペニスが沈みこんでくるのを感じながら、懸命に平静を取り繕った。

「大丈夫だよ。もう切、」

「言え。男につっこまれてるって」

「……っひ、……んっ」

『……春くん？』

「利香子、さん……っ、う、なんでも、な、あ、っ……っ」

「気持ちいいって言えよ。離婚する気なんだろう？」

「っん、う、ごめ……あと、で、……っ」

　乱暴に突き上げられながら、安曇は食いしばるようにして告げた。利香子は完全に沈黙している。きっと気づかれただろう、と思いつつ、「じゃあ」と言って通話を切ると、杉沼は苛立ったように背中を押さえつけた。

「言えばよかっただろう。男にひどくされるのが好きだからもうおまえとは別れるって。もう一年以上、義兄といかがわしいことをしてたんだってな」

「うっ、すみま、せ……あ、……ひ、あ！」

「ここか。ここが好きなのか？」

　深くまで差し込んで、杉沼がこね回すように奥を犯す。下半身は性器どころか下生えも太腿もべとべとで、杉沼を受け入れた穴は喜ぶようにぴくぴく動き続けていた。安曇は涙が頰を伝っていくのを感じる。

「……っ、……、」

　抑えた嗚お咽えつが肉を穿つ音を縫って響いて、つかのま、杉沼が動きをとめた。ほんのわずか気まずい静寂が訪れ、杉沼は無言のまま律動を再開する。

　速いペースで激しく肉棒が出入りし、なすがまま、がくがくと揺すぶられる安曇は、杉沼が息を乱しながら放つのをぼんやりと感じる。杉沼はそれを擦り込もうとでもするように、ねっとりと腰を使いながら床に落ちた安曇の手首を摑んだ。

「泣いてもまだ終わりじゃない、安曇」

「……、」

「おまえの中もまだほしそうだからな。おまえがどれだけ……」

　安曇の腕を後ろに引き、顔を覗き込んで杉沼は囁いた。「どれだけ淫乱か自覚できるまでやってやる」

　ぐりぐりと陰囊まで押しつけるようにして突かれ、安曇は目を伏せた。もう「ごめんなさい」とも言えなかった。どうせ許されないなら、謝罪の言葉は意味がないのだ。

「お仕置きが、おまえは好きだものな。素直に言うんだ──俺に苛められるのが好きだと。ひどくされて、たっぷりいやらしいことがされたいんだろう」

　熱っぽく囁く杉沼の手が胸を撫でて、安曇はちいさな声で返事した。はい。

　そうです。

　僕は苛められるのが好きな淫乱です。

　どうか罰を。

　朝までお仕置きを。

　我慢できるようになるまで、厳しく躾けてください。
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　珍しく時間ぎりぎりに出社してきた安曇は、明らかに昨日よりも憔悴していて、史賀は挨拶の言葉の途中で顔をしかめた。

　ネクタイが藍色だ。昨日と同じ、うっすらと小さな鳥の柄が織り込まれたネクタイ。シャツは違うが、史賀には見覚えのない細いストライプが入っていて、明らかに安曇のものではなかった。少し余った襟元から覗くのは──包帯だった。

「え、安曇さんどうしたんすかそれ」

　さすがに気づいた石田に向かって、安曇は力ない笑みを見せた。

「ちょっと昨日寝違えたみたいで……。応急処置で湿布を貼って、包帯してるんだ」

「それちゃんと病院行ったほうがいいっすよ」

「そうするよ、ありがとう」

　安曇はそう言いながらパソコンの電源を入れ、鞄を置くのもそこそこにフロアを出ていく。史賀は追いかけようと立ち上がり、石田に「ちょっとこれさあ」と書類を差し出されて諦めた。

（……また、変なアダルトグッズつけられてないといいけど）

　石田の話も半分上の空で気を揉んでいると、安曇は十分ほどで戻ってきた。とくに変わったところはない──頰は染まっておらず、不健康に白いままだった。

　本当にただ具合が悪いだけかな、と思いつつどうしても気になっているうちに、毎週定例の会議がはじまってしまう。

　課長の補佐役の安曇は、前のほうの席に座っていつものようにテンポよく会議を進めていく。ずっと見ていると三十分の会議の間に三回ネクタイに触れて、それが史賀をたまらない気持ちにさせた。

　抱きしめてあげたい。

　せめて、体調が悪いなら労りたいし、なにか悩みがあるなら力になりたい。安曇にとって自分が、ただの都合のいい男にすぎなくても、頼りない年下でしかなくとも。

　今日も昼飯には誘おう、と決めて、史賀はさりげなく手帳や書類を整えるふりをして立ち上がるのを遅らせ、安曇にあわせて会議室のドアに向かった。

　すっと後ろに立つと、気づいたらしい安曇の背中がかすかに強張る。逃げるように俯いた安曇の横に並ぼうとして、史賀は眉をひそめた。

　──耳殻の裏の、上のほうに、薄い鬱血の跡がある。

　安曇より背が高い人間が後ろから近寄らなければ気づかないだろうその跡に、腹の底から熱いものが湧いてきて、史賀は奥歯を嚙みしめた。

（なんだ……お義兄さんとうまくいって、疲れてるだけとか？）

　拗ねたような、悔しい気分でそう思った史賀は、すぐにはっとして手を伸ばした。安曇の身体がぐらりと傾いだからだ。

「安曇さん!?」

「──……ごめ、めまい」

　ふらつく安曇を咄嗟に引き寄せると、肩をもたせかけてきた安曇は目をきつく閉じていた。青ざめた顔色と色の抜けたような唇に、史賀は急いで安曇を支え直す。

「休憩室、行きましょう。少し横になったほうがいいです」

「いい、一人で行ける……」

「具合悪いときに遠慮なんかしないでください」

　周りの人間にも聞こえるように言うと、石田が心配そうに手を差し出してきた。

「史賀、荷物持ってっといてやるよ。係長のも」

「悪い、ありがとな」

　自分の分を石田に渡し、安曇の分も彼の腕から取り上げると、安曇は諦めたようだった。

　同じフロアの隅に区切られた小さな休憩室に入り、簡易ベッドに横たえさせると、安曇はぐったりとして腕で顔を覆った。

「ごめん……たぶん、昨日の夜からなにも食べてないせいだと思う」

「昨日の夜どころか、昼だって半分も食ってなかったでしょ。ちょっと待ってて」

　史賀は備え付けの薄い毛布を安曇にかけて、休憩室を出る。総務部の女性陣に声をかければ飴やチョコレートがもらえるだろうという読みどおり、あっさり持ちきれないほどのおやつをもらい、ついでに水を買って戻る。

「安曇さん、気持ち悪くなかったら飴舐めて。とりあえず糖分ね。あと水分もとってください」

「──世話かけてごめん」

「こういうときはお互い様でしょう」

　包装を破いて、さっきと同じ姿勢のまま寝ている安曇の唇に赤い飴を押しつけると、安曇はおとなしくそれを口に入れた。ちょっとだけエッチだな、と思いながら史賀は手を伸ばす。

「苦しくないですか？　少しネクタイゆるめますね」

「いいって、んっ……」

　喉に触れると安曇はびくりとした。腕に隠されて目は見えないが、唇が小さく震えている。それを見下ろしながら、史賀はできるだけ優しくネクタイに手をかける。

「ゆるめる、だけですから」

「──っ」

「それと、この包帯も。ちょっとゆるめましょうね」

「いいっ……それは、だめ、」

　身をよじるように逃げかけたのを許さずに、史賀は包帯の端を引っぱった。するりとほどけてゆるむ包帯に指をかけ、空気を入れるように喉から引き離して、史賀は思わず黙り込む。

　安曇の首は赤かった。予想していなかったわけではないが──散らばった鬱血の他にも、嚙まれたような跡がついていて、それもひとつ二つではない。

「……ごめん」

　観念したように力を抜いた安曇が、また謝罪を繰り返す。いえ、と短く応えてから、史賀は言い直した。

「痛くないですか？　お義兄さん、ですよね」

「──うん。義兄だし、もう痛くない」

　史賀を安心させようとするように、具合が悪いだろうに微笑んでみせる安曇がせつなかった。どうしてだよ、と史賀は思ってしまう。

　どうしてこんなひどいことをする人を、安曇はずっと好きなんだろう。

　自分じゃなく。

　安曇をふらふらに傷つける男が、どうしていいんだろう。

「──でも俺、こういうの犯罪だと思います」

　嫉妬するほどまだ安曇が好きだ、と思いながら史賀は呟いた。「安曇さんが倒れるまでこんなことするなんて、ふつうに暴行です。警察行ったほうがいいレベルです」

「……史賀」

　安曇は気だるげにため息をつく。飴のおかげか、ほんの少しだけ血色の戻った頰を動かして浮かべた笑みは、自嘲するようなものだった。

「いいんだよ、僕は」

「全然よくありません。安曇さんはもっと自分を大切にすべきです」

「ありがとう。でも、僕はこういうのが好きなんだ」

「こういうの？」

「痛いのが、好きなんだよ」

　似合わない、顔を歪めるような笑みを浮かべて安曇は言う。

「変態だろ」

「……Ｍってこと？」

　びっくりして半ば無意識に史賀は聞き返してしまい、しまったと思ったが、安曇は「そうなのかな」とちいさく笑った。

「叩かれたり、苛められたりするとすごく感じるんだ。日曜日も──ずっと出ちゃってただろ。僕も自分があんなになるほど、ひどくされるのが好きだとは思わなかったよ。うまく歩けないくらいでかいの、また嵌めてもらったら気持ちいいだろうね。ああそれに、嚙まれるのもよかったな。つっこまれて嚙まれるとたまらなくて、何回も達っちゃって──」

「もう言わないで」

　せきたてられるように喋る安曇が痛々しくて、史賀は毛布の端を摑んだ。安曇は震える唇を嚙んで史賀から顔を背ける。

「だから、史賀が心配することはなにもない。昨日ちょっとやりすぎたってだけだからさ」

　ふらふら上がった安曇の左手が、さっき史賀がゆるめたネクタイのノットに触れる。締めたそうに動いた指は頼りなく、史賀はそっとその手を摑んだ。

「お義兄さんと、両思いになったんですね」

「──」

「好きだって言ったから、安曇さんの好きなこといっぱいしてくれたんですか？　お義兄さんも、『実は前から安曇のことが好きだったんだ』とか言ってくれました？」

　関係ない、と言われるのは承知の上だった。ずっと杉沼を好きだった安曇が、もしかしたら自分の身体もかえりみずに、彼の性癖にあわせているということだってある。もしそうだったら許せない、と思いながら安曇の手を握りしめると、安曇は「言われないよ」と呟いた。

「義兄は、僕が憎いだけだ」

「安曇さんのことが憎い、んですか？」

「そりゃそうだろう。せっかく妹を紹介したのに、そいつがこんな変態で、義兄におねだりはするわ部下とは浮気するわじゃ、腹が立つどころじゃないよ」

「浮気？」

　投げやりな台詞の中の一言を聞きとがめて史賀が問い返すと、安曇ははっとしたように身を強張らせた。史賀はため息をつく。

「もしかして、それ俺のこと？　お義兄さんにばれてたの？」

「……僕が、悪いんだ。史賀には迷惑をかけないから」

　安曇はそう言って、逃げたそうに史賀に背中を向けようとする。ほんとにこの人は、と思って、史賀は手を離して、かわりに安曇の髪を撫でた。

「ばれて、叱られたんですね。そのお仕置きが、気持ちよかったの？」

「…………そうだ」

「昨日の夜も、お仕置きだった？」

「──うん」

「毎日お仕置きするほど許せないって、お義兄さんは思ってるんですね」

「きっと一生、許してはもらえないと思う」

　手の下で、安曇はずっと小刻みに震えている。馬鹿な人、と史賀は思う。

　普通の男は、許せない相手を犯したりはしない。そもそも妹の夫で大学の後輩に、浮気をしないように相手をしてくれと迫られて、真面目に相手をするはずがない。

　ありえないことをなぜ杉沼がするのかといえば、答えはひとつしかないのに、安曇は一度も考えないのだろうか。

　嫉妬がいきすぎて手ひどく傷つけるほど愛されていることを気づきもしないのは、杉沼にとっても歯がゆいに違いない。

　そうっとやわらかい髪を梳きながら、史賀は優しい声をつくる。

「一生ずっと、お仕置きされるつもりなの？」

「──そんなには続かないよ。あの人の気がすむまではつきあうつもりだけど……他に、償い方もわからないし」

「お義兄さんの気がすんだら、そのあとは？　誰か恋人を探すんですか？」

「……探さない」

　寝たまま俯くようにして、安曇は更に膝を曲げる。小さくまるまろうとしながら、探さないよ、と彼は繰り返した。

「これが過ぎたら、妻にも謝って、きっと離婚すると思う。そのあとは真面目に働いて、おとなしく暮らすよ。誰も好きになんかならない。今まで我慢しなさすぎたって、これでも反省してるんだ」

「一人で？」

「──そう。一人で」

　暗に、史賀とももう寝ない、と言っているつもりなのだろう。今この瞬間だって襲えるのに、と思いながら史賀は微笑んだ。

「安曇さんて、自分のことを知らなすぎだと思います」

「──知ってるよ、淫乱だってことは」

「知ってたら、今まで我慢しなさすぎだなんて言いません」

　ここでセックスしてやりたい。奥まで暴いて、教えてやりたい。安曇が本当は寂しがりやなことを、優しくされるとほっとして幼い表情になることを、キスと抱擁が好きなことを。

「俺から見たら、安曇さんなんか我慢のしすぎで固まっちゃってて、もうお地蔵さんかってくらいです」

「……我慢なんか、できてたらこんなことになってないよ」

「安曇さんて、絶対──セックス以外では、こうしてほしいとかああしてほしいとか、わがまま全然言わないんですもん。どうせ、お義兄さんにも言ったことないでしょう」

　決めつけると、安曇は黙りこんだ。史賀はそっと耳元に唇を寄せる。

「デートしたいとか、帰りたくないとか、もっと一緒にいたいとか、一緒に寝たいとかお腹空いたとか」

　ふっと息をふきかけると、安曇はすうっと赤くなった。ああよかった、と思う史賀をよそに、もじもじと身体をまるめて安曇は逃げる。

「子どもじゃないんだ、そんなことは言わないよ」

「俺は言います。だって、あなたが好きですから」

「……っ」

　ぴく、と安曇の肩が揺れた。史賀は怯えさせないようにゆっくり手を回し、安曇の身体を抱きしめた。

「忘れないで。俺はあなたが──春之さんのことが、大好きだから」

　こめかみにそっと口づける。いつもキスすると安曇が、少しだけほっとしたような顔をするところ。

　けれど今日は、安曇は力を抜かなかった。頑かたくなに身を強張らせたまま、「だめだ」と叱るように呟く。

「だめだよ」

　念を押すような、自分自身に言い聞かせるような声だった。史賀はそれには応えずに、もう一度こめかみにキスして安曇の肩を撫でた。

「眠ってください。一時間したら起こしますから……心配しないで」

　心配しないで春之さん。

　ずっと一人で我慢なんかさせないから。
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　定時まで仕事をして安曇が家に帰ると、ドアを開けるなり奥から利香子が顔を出した。安曇を見て強張った顔をする彼女に、安曇はぎこちなく「ただいま」と告げた。

「……おかえりなさい」

　応える利香子の声もぎこちない。二人でリビングに入って、安曇はできるだけ明るく切り出した。

「昨日は急に電話したりしてごめん。酔ってて──おかげで今日は会社でも具合を悪くして、反省したよ。いい大人が自己管理もできないなんてまずい」

「……」

「利香子さんは？　楽しい時間を邪魔したんだったら本当に申し訳ない。ああ、昼間にでもメールすればよかったね──」

「やめて」

　短く、鋭い声で利香子が遮って、安曇はネクタイにかけた手をとめた。

「ごまかしたってあたし、知ってるんだから」

　利香子は言いながら安曇の前に回り込んだ。まっすぐに安曇を睨む目は怒りをたたえてきらきらしている。

「酔ってたなんて言い訳が通じると本気で思ってる？　声、聞こえたわよ」

「────ごめん」

　安曇は目を伏せた。やはり、電話越しでも喘いでいるのはわかったのだろう。どう謝ろう。昨日のは浮気じゃない、などと言ってもそれが真実とは言えないし、利香子にとって慰めになるわけでもない。結局、安曇はもう一度「ごめん」と言った。

「利香子さんも、僕には愛想がつきたよね。僕も本当に申し訳ないって──」

「そういう話をしてるんじゃないわ」

　苛立ったように再び利香子が遮った。「聞こえたって言ったじゃない。声が」

「……」

「どうしてなの？」

　困って目を向けると、利香子がくしゃりと顔を歪めた。

「いつからなの？　どうして、──春くんの相手が、お兄ちゃんなの」

「っ──」

　がん、と殴られたような気がした。

　利香子は唇を嚙み、嗚咽を堪えようとしながら震える声をあげる。

「最初の浮気は、まさかお兄ちゃんじゃないよね？　それともそうだったの？　二人してあたしを騙だましてたの？」

「違うよ」

　咄嗟に安曇は否定した。あまり意味はないとわかりながら、「最初のは、本名も知らない人だよ」とつけくわえる。利香子はすすり上げて俯いた。

「お兄ちゃんが春くんのこと苛めてるみたいだった。春くん、苦しそうだったのに、言え、って。ねえなんで？　なんでそんなことになったの？　説明してよ、いっつもあたしだけ──春くんは、あたしのことだけ、どうでもいいみたい」

「利香子さん」

　震えて泣く彼女はひどく小さく見えた。立っていられなくなったのか、しゃがみこむ彼女のそばに、安曇もしゃがんで手を伸ばす。

「利香子さんのことがどうでもいいなんて思ったことはないよ」

「じゃあ教えてよ。あたしと結婚したのはお兄ちゃんのせい？　それとも、春くんがお兄ちゃんを好きだったの？　あたしじゃなく──お兄ちゃんだったら、よかった？」

「……義兄さんのせいじゃないよ」

　ぎこちなく撫でた髪はなめらかでやわらかかった。ほんのりあたたかくて、彼女に触れるのはいつ以来だろう、と思う。

「昨日のことも悪いのは僕だ。僕がこんなだって……その、男のほうが好きだってばれたから、義兄さんが怒ってただけだよ」

　手の下で、利香子は黙って泣いている。彼女が泣くのを見るのは初めてだった。

「だから、義兄さんはなにも悪くないんだ。義兄さんのことは信じてあげてほしい」

「──お兄ちゃんのこと、ずっと好きだったの？」

「……ずっとでは、ないかな。利香子さんと出会ってからは、結婚するまで──結婚してからも、僕は利香子さんが一番好きだったと思う」

「噓つき」

　しゃくりあげながら利香子が詰った。安曇は優しく「噓じゃないよ」と返す。

「最終的には噓になってしまったかもしれないけど、でもあの頃は、本当に。僕は、一番幸せだったと思うんだ。誰も傷つけないで、誰にも責められないでいられたんだから。両親だって、すごく喜んでたの、利香子さんも知ってるよね。僕は高校生のときにゲイになりかけてるって思われて、病院に連れていかれたりしてすごく心配かけたからさ。……本当に、ごめん」

「謝ってほしくなんかない」

　また肩を震わせて、利香子は首を振った。

「全然、幸せじゃないじゃない」

「利香子さんを幸せにできなかったのは、すまないと思ってる」

「違うってば！」

　もどかしそうに利香子は声を荒らげる。「あたしじゃない、春くんのことだよ。春くんは、そんなの全然、幸せじゃないじゃない」

　泣きながら、利香子の小さな手が伸びた。安曇の左手をぎゅっと摑むその手は熱く、強い力に安曇は胸が痛むのを覚えた。

「言ってくれればよかったのに。一回だって言ってくれなかったよね。そういう本音──春くんが本当に思ってること、なんにも、ひとつも、あたしには」

「……利香子さん」

「春くんの馬鹿。噓つき」

　ぽたりと、握られた手の上に彼女の涙が落ちた。安曇はほとんど諦めの心境で、きりきりと心臓が痛むのを感じる。

　申し訳なさと寂しさが入り交じって悲しい。幸せになれなかったと悟る、すきま風のような寂しさだった。

（僕は、幸せになりたかったんだな）

　利香子に言われて初めて気づいて、安曇は自嘲した。幸せになって、周りの人間も幸せにしたかった。両親や利香子や、杉沼のことも。それが自分のような人間には過ぎた望みだとも知らず。

「離婚しよう、利香子さん」

　静かにそう言うと、利香子はびくりと肩を震わせた。安曇は彼女の頭を見下ろして続ける。

「最後までひどい夫でごめん。でも続けるほうが、利香子さんには苦痛だろう」

「──そうだね」

　力なく、利香子は呟いた。「春くんはそう言うだろうなって、思ってた。ずっと、切り出されたら喜んでＯＫしてやろうって、思ってたもの。……でも」

「でも？」

　なにか迷う理由があるだろうか。金銭的なことなら心配しなくていいと安曇は言おうとしたが、それより早く、利香子は顔を上げて微笑んだ。

「ううん、なんでもない。できることは、それしかないよね」

「できること？」

「そう。あたしにできること」
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　言って、利香子は手を差し出した。

「持ってるんでしょう、離婚届。いいわよ、今書くから」

「……わかった」

　ちくりとまた心臓が痛んだ。安曇はそれを無視して鞄から離婚届を取り出した。










　それから、慌ただしく日は過ぎていった。

　杉沼からの電話は数度放っておいたらかかってこなくなったから、もしかしたら利香子さんと話をしたのかもな、と安曇は思う。

　会社では相変わらず史賀と話はする。二度ほど一緒に昼食に行き、問われて離婚のことや義兄とはもう会っていないことを話しはしたが、史賀は「そうですか」と相槌をうっただけで、それ以上のことはなかった。

　安曇の予想よりもはるかに淡々と日々は過ぎ、年末年始も過ぎて二月の声が聞こえようかという週末、安曇は自分の両親の元へ向かっていた。

　一年でいちばん寒さが厳しい頃だというのに、噓のように穏やかな天気の、あたたかい日だ。やるべき手続きはすでに終わっていて、両親に報告することだけが最後の安曇の仕事だった。

　正月は一日しか顔を出さなかったし、利香子はいなかったから、両親はさぞ案じているだろう。しつこくおめでたじゃないのかと聞かれなかったのは、ひとえに母が正月の晴れやかな雰囲気を重くするのを嫌がったせいだ。結局彼らの懸念は正しかったのだと思うと、素直に申し訳なく安曇は思う。

（……謝り終わったら、海でも見に行こうかな）

　高架を走る電車に揺られながら、ふとそんなことを考える。晴れた冬の空は澄んでいて、遠くに霞んだビルが見えている。あの向こうには海があるはずだ。

　海なんて、何年も見ていない。たぶん最後に行ったのは、それこそ大学のサークル活動のときだ。そのときだって、イベントをとりしきるのに忙しくて、ろくに海なんか見なかった。

　思いつくとなかなかいいような気がしてくる。仕事だけに打ち込む前に、一日くらい有休でも取って、水平線を見てみようか。一人で静かに冬の海を眺めるのも風ふ情ぜいがありそうだ。

　そうしよう、終わったら行こう──そう考えるのは、これからの数時間について考えたくないからだよなと思って、安曇は小さく自嘲した。

　やがて電車が実家の最寄り駅につく。こぢんまりと雰囲気のいい駅前商店街を抜け、公園の脇を通って住宅街をしばらく進むと、長く暮らした実家が見えてくる。

　ここにも二度と帰ってこないのかもしれないと思いながら、安曇は門柱のインターフォンを押した。いつもよりも長い間があって、応対に出た母は、安曇だとわかると泣きそうな声を出した。

「春之……今、今開けるわね」

「？　うん」

　今日来ることは伝えていたが、その理由は告げていない。だが明らかに母の声は落ち込んだときのもので、玄関のドアを開けてくれた彼女の顔も暗かった。

　安曇を見るなり、母は肩を震わせた。

「……どうしてなの、おまえって子は」

「え？　どうしてって、なにが？」

　まさかもう離婚のことを知っているのかと安曇は身構えたが、母は答えなかった。

　目頭を片手で押さえ、黙ったまま踵を返す彼女について客間に向かった安曇は、引き戸を開けた先の畳の上に、父親と、テーブルを挟んで向かいあう──黒いスーツを着た男がいるのを見て呆然とした。

　正座した男が落ち着いた仕草で安曇を振り仰ぐ。

「先に来てました、春之さん」

「な……なんで、きみがいるんだ」

　思考停止から立ち直ると目眩がした。座ったままの男は悠然と微笑む。

「今日、ご両親に報告だってうかがったので、それじゃあ一緒にと思って」

　男──史賀海正はそう言って自分の横の座布団を指した。「こちらにどうぞ。春之さんがあのこと報告する間は、俺ちゃんと黙ってますから」

「あのことってなんだ春之。彼はおまえの会社の部下だそうだが、本当かね？」

　父が腕組みしたままむっつりと言い、安曇は仕方なく頷いた。

「ええ、彼は部下です。あの……」

　自分が来るまで、史賀と両親はなんの話をしたのだろう。史賀に限ってないとは思うが、浮気していたことだとか、杉沼のことを勝手に喋ったりはしていないか不安になる。だって、母は座ることもできずにおろおろしているのだ。

（……まあ、男が訪ねてきただけでも、両親が疑いたくなるのも無理はないか）

　安曇は母と不機嫌な父と、一人泰然としている史賀を順に眺めて、諦めて腰を下ろした。史賀のすぐ隣ではなく、一人分ほど距離をあけて父の向かいに座る。

「今日おまえがなにか報告することがあって、それに彼が関係しているというが、それも本当か？」

「──彼には関係はありませんが、報告があるのは事実です」

　完全に疑ってかかる父の視線を受けとめて、安曇は背筋を伸ばす。

「利香子さんと、先日離婚が成立しました」

「……ああ……ひどいわ」

　安曇の斜め後ろで、母が膝をつく音がした。安曇は頭を下げた。

「お父さんには孫の顔も見せられずに申し訳ありません。ですが、二人で話しあって決めたことなので──今日はそのご報告にあがりました」

　罵ば倒とうも叱責も覚悟していた。なんの弁解をすることもできず、出ていけと言われても仕方がないと思っていたのに、父は長いこと口をひらかなかった。

　信じたくないのだろうな、と思いつつ頭を下げ続ける安曇の前で、父は身じろぎもしないまま、ようやく渋い声を押し出した。

「それで、こっちがおまえの恋人だとでも言うのか？」

「──いえ」

「違います」

　否定しかけた安曇の声に重ねるように、史賀はきっぱりと言った。思わずそちらを見ると、史賀はまっすぐに安曇の父を見ていた。

「まだ、恋人ではないです」

「史賀！」

「でも、おつきあいさせていただきたいと思っています。春之さんは奥ゆかしい方ですし、奥様のあった方でもありますので、半端な気持ちではないとお知らせしたくて、ご挨拶に来ました」

「史賀！」

　二度叱責されてやっと口をつぐんだ史賀は、顔だけ安曇のほうに向けて微笑んだ。

「これくらい誠意を示しておかないと、春之さんは俺を信じてくれないでしょう？」

「誠意って……」

「いくら好きだって言ってもスルーされるから、今度こそ信じてもらいたいと思って」

　首を傾げて微笑みかけられて、安曇は言葉をなくす。こんなときだというのに胸の奥がかすかによじれるように痺れて、安曇は後ろめたさを覚えて父を見やった。案の定、父は怒りすぎてほとんど表情のない顔で史賀を睨みつけていた。

「うちの息子をたぶらかしてもらっては困る。春之、もし離婚の原因がこの男なら、私は断固として認めない。きちんと利香子さんに謝ってやり直しなさい」

「……離婚の原因は、史賀ではありません」

　口をひらきかけた史賀を視線で黙らせて、安曇は座り直した。こんなにも長く、きっぱりと父の言葉に反論したことはない。でも、今日は言わねばならなかった。

「単純に、僕がいたらなかったせいです。利香子さんを幸せにできず、これからもできそうもないので、別れることになりました」

「夫婦っていうのは、そんな理由で簡単になったりやめたりするようなものではない」

「一年かけて考えた結果です。簡単に決めたわけでは」

「口ごたえをするな！」

　爆発したように、父が声を荒らげた。びく、と竦んだ安曇を追い立てるように、父はテーブルを強く叩く。

「おまえはどれだけ心配をかけたらすむんだ！　ちゃんと病院にも通わせただろう、どうして男に走ろうとする！　あんなにいい奥さんを、やっともらったというのに、一年考えて決めただと？　わがままも大概にしろ！」

　後ろでは母がすすり上げている。安曇はもう一度頭を下げた。

「すみませんでした」

「やり直すんだな？」

「──離婚届は、もう出してあります。先方のご両親にも謝罪を、」

「ふざけるな！」

　怒鳴った父は今にも立ち上がる勢いだった。

「もういい、帰れ、きちんと考えを改めるまでは顔を見せるな！」

「……はい」

　やっぱりこうなるんだな、と思って、安曇は顔を下に向けたまま立ち上がった。春之、とか細い声をかけてくる母にだけ、「ごめん」ともう一度謝って、そっと戸を開けると、後ろから史賀もついてきた。

　絶対に史賀が恋人だと思われたなと思ってため息をつき、玄関の外に出ると史賀のほうが「春之さん」と声をかけてきて、安曇は顔をしかめて振り返った。

「その呼び方やめてくれないか？」

「このほうが恋人っぽいでしょ。大丈夫、会社では呼びません」

「そういうことじゃなくて……だいたい、なんでうちに来たんだ。あんな場面にいたってきみが得することなんてなにもないぞ」

「得したくて来たわけじゃないですよ。俺がいたっていなくたって、どうせお父さんからは怒られたでしょ。だったら、一人より二人のほうがいいじゃないですか」

　いっそ朗らかに微笑んでみせる史賀を、安曇は呆れて見上げた。

「なんでそういう論理になるんだ……」

　そう言いつつ、自分が思ったよりも暗い気持ちになっていないことに気づいて、安曇は顔をしかめた。

　予想どおり父には怒鳴られて、母には泣かれて、覚悟はしていたとはいえ、帰り道はきっと気が重いだろうと思っていたのに。

（……いやいや、これは父の反応が予想できてたからで、決して史賀がいたおかげとかじゃないからな。確かに顔見てるとなんだか気はぬけるけど、余計に面倒なことになっただけでちっともありがたくはないし）

「それに、宣戦布告もしなくちゃいけなかったし」

「──せんせんふこく？」

　ぐるぐると考えていた安曇は不穏な言葉を聞きとがめて史賀に視線を向け直した。史賀は先に立って門扉を開ける。

「そうです。あなたも中に入ればよかったのに」

「うるさい」

　門のすぐ外で、ひどく不機嫌な聞き覚えのある声がして、安曇は慌てて表に出た。門扉の脇の壁にもたれるようにして立っていた杉沼は、安曇を見ると思いきり顔をしかめた。

「なぜ俺に言わない」

「────あの、」

「こいつに言って、なんで俺には、今日が両親に離婚の報告をする日だって言わない？　こいつがでかい顔をして親に会うのはよくて、元義理の兄はだめだとでも？」

　杉沼の顔を見るのはほぼ二か月ぶりだった。少し瘦せただろうか。

　それにしても──なぜ責められるのかもよくわからないし、なぜここに杉沼がいるのかもわからない。考えられるとしたら利香子か史賀のせいだと思って史賀を見ると、史賀は拗ねた顔をした。

「だって、フェアじゃないかなと思ったんですよ。だしぬくみたいな真似して春之さんと恋人になっても、ずっと心配しなくちゃいけないし」

「だしぬくって？」

「教えたのに家に上がらなかったんだから、俺の勝ちでいいですか、杉沼さん」

「馬鹿かおまえは。おまえはただ安曇に迷惑をかけただけだってなんで気づかない」

「あんたには度胸がないだけのくせに」

「なんだと、おまえは常識がないだけだろうが」

　どういうわけか睨みあう杉沼と史賀をぽかんと眺めていた安曇は、背後でがちゃんと鍵のかかる音を聞いてはっとした。

「ちょっと、二人とも──なんでもいいから、移動しよう。ここは困る」

「そうだな、往来でする話でもないな。俺の家にしよう」

　冷たい目で史賀を一瞥して、杉沼が先に立って歩いていく。安曇は困惑して史賀を見、彼にも当然のように「行きましょう」と言われてため息をついた。

　さっきはあまりショックでもない、なんて思ったが、とんでもなかった、と思い直す。やっと全部綺麗に片付くはずだったのに、また糾弾されなければいけないのかと思うと気が滅入る。

（──史賀が、好きとか言うからだ）

　杉沼と史賀に少し遅れて歩きながら、安曇は襟元に触れた。さっきの史賀の言葉を思い出すと、ぼうっと頰が熱くなってくる。

　史賀には何度も好きだと言われたけれど、あんなふうに人前で──安曇の親の前でも堂々と言えるのかと思うと、単純にすごいな、と思う。誰に知られてもいい、というのは決して噓ではなかったのだ。誰にも褒められないのに、怖くはないのだろうか。

「春之さん」

　先を行く史賀が、歩みの遅くなった安曇に気づいて振り返った。
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「こっそり逃げようとか考えちゃだめですよ。ちゃんとついてこられないなら手をつなぎますけど、ずっと手をつなぐのと自分でついてくるのだったらどっちがいいですか？」

　にっこりと微笑まれ、安曇は信じられない、と思いながら顔を背けた。

「逃げたりはしないよ。手なんかつながない」

「残念です」

　追いついた安曇に史賀はさらりとそんなことを言い、前を歩く杉沼に険しい顔で睨まれても涼しい顔をしていた。

　家族連れの目立つ電車の中でも杉沼と史賀に両脇を挟まれ、逃げないように見張られながら、連行される犯人みたいだな、と安曇は思った。そんな現実逃避でもしていないとやってられないくらい、おかしな状況だった。だいたい、いつのまに史賀と杉沼は連絡を取りあっていたのだろう。安曇の知らないところで──いったいなんのために？

　考えてもわからないことだらけで、前後になったり左右になったりする二人から無言の圧力を受けつつ杉沼のマンションに到着したときにはすっかり疲れていた。安曇はやや投げやりな気分で奥のリビングに入った。

　ここも久しぶりだ。相変わらずきちんと片付いた室内を、史賀が珍しそうに眺めている。杉沼はぶっきらぼうに「座れ」とダイニングテーブルの椅子を指した。

　杉沼は安曇と向かい合わせに座り、立ったままの史賀には目もくれずに、言いづらそうに切り出した。

「それで、離婚の報告は無事にすんだんだな」

「無事、というか──考え直せと言われて、考え直すまで顔を見せるなとは言われましたが、まあ予想どおりです」

「安曇の親御さんはずいぶん安曇に期待していたしな。うちとは違う」

「……そうですね」

　利香子の両親は意外にあっさりしていた。利香子も安曇も納得の上だと聞くと「そういうこともある」と、安曇のことも利香子のことも責めなかったのだ。却って申し訳ない、と安曇は言ったが、利香子は「あたしたちのことだからいいでしょ」とからりとしていた。

「指輪、してないな」

　杉沼が落ち着かなげな声を出して、安曇は引き戻されて自分の左手を見た。正月に実家に顔を出したあとに指輪を外したきりの指は、うっすらと跡が残っているだけだ。そうですね、と安曇が呟くと、杉沼は意を決したように立ち上がった。

　リビングのサイドボードまで行き、なにかを取り出して戻ってくるのを目で追いかけた安曇は、それをテーブルの上に置かれてぽかんとした。

「おまえにやる」

「──これ、ですか？」

　やると言われても、小さな箱はどう見ても指輪を収めた形状をしている。杉沼は苛立ったように「さっさと開けろ」と促した。

　恐る恐る開けた箱の中身はやはり指輪で、今までしていたのとあまり変わらない銀色のそれをどうすることもできず、安曇は杉沼を見返した。杉沼は不機嫌に顔をしかめる。

「なんだ、いらないわけじゃないよな？」

「いらない、というか、どうして指輪なんか僕にくれるんです？」

「……それは俺のことはどうでもいいという意味か？」

「どうでもいい、ってことじゃないですか？」

　後ろから、冷めた声で史賀が割り込んだ。「だいたいずるいですよ、先に物で縛ろうなんて。そんなずるい考え方ばっかりしてるから、春之さんの扱いもあんなに乱暴なんです。嫌われたってしょうがないでしょ」

「おまえは黙ってろ」

　杉沼は史賀を睨み、それからそわそわした仕草で座り直した。杉沼らしからぬ様子に安曇はついていけずに首を傾げる。杉沼はそんな安曇を見て、一度だけため息をついた。

「今まで生きてきて、あんなに自分が許せなかったことはない。毎週毎週おまえと会って──ああいうことをしている間、おかしくなりそうだった」

「……すみません」

　安曇は咄嗟に目を伏せた。終わったような気になっていたが、まだ許されていないのだとわかって、急に居心地が悪くなる。杉沼は気を落ち着けようとするように、テーブルの上で手を組んだ。

「わかるだろう？　結局俺は妹を裏切った。耐えられるはずだと思ったのに耐えられなくて、この二か月はずっと考えていた。どうすればいいのか」

「……どうすればいいですか」

「いくら考えてもいい方法なんてひとつもないということだけがわかった」

　償えるならなんでもしよう、と安曇が聞き返したのに、杉沼の声は素っ気なかった。

「これだけ最悪の事態だ、いい方法を探すほうが間違ってる」

「……そうですね」

「だからもういい。おまえを恋人にする」

「もしできることがあるなら──え？」

　変な単語を聞いた気がして顔を上げると、杉沼は「え、じゃない」と顔をしかめた。

「それが一番いいはずなんだ」

「……え？」

「なんだ。嫌か。嫌じゃないだろう、おまえが望むなら毎晩だってたっぷり可愛がってやる」

「そんな、」

　直ちよく截せつ的てきな言い方にさっと羞恥がこみ上げて、安曇は首を振った。

「僕はもう、二度とああいうことはしません。義兄さんにも、二度とご迷惑は」

「好きだろう？　遠慮しなくていい」

「……好きじゃ、ないです」

　本当にもう二度としない、と決めているのに、おまえは淫乱だ、と言われているようで安曇は唇を嚙んだ。史賀が大きくため息をつく。

「杉沼さん、それ全然伝わってませんよ。幼稚園児じゃないんだから、ちゃんと言ったらどうです？」

「うるさい、だからおまえは口出しするな」

「敵に塩を送るフェアプレイを責められるいわれはありません」

「うるさいって言ってるだろう」

　杉沼はそう言って、いたたまれなさそうに咳せき払ばらいした。「こういうのは慣れてないんだ──安曇」

「──はい」

「おまえが好きなんだ」

「………………はい？」

　聞き間違えたのだと思って瞬きして杉沼を見ると、杉沼は「嫌がらせか」と顔をしかめて身を乗り出した。

「おまえが好きだと言ってる。今でもおまえが好きだと思うと、どうしてこんなことになったのか頭を抱えたいさ。でも好きなんだ。どうしようもない」

　テーブル越し、手を伸ばして杉沼は安曇の顔に触れてくる。「おまえも、俺が嫌いなわけじゃないだろう──いやらしいことも好きだし、だったら俺とつきあえばいい。たっぷり気持ちよくしてやる」

「……っ」

　唇を指でなぞられて、勝手に身体が震えた。そんな、だめだ──そう思って強張る身体が、今度は後ろから抱きしめられる。

「やっぱり春之さんは杉沼さんには渡せません」

「史賀……っ」

「だって、杉沼さんってばエッチすればいい、みたいな言い方するんですもん。普通にデートしたり、ごはん作って食べたり、一緒に笑ったり……そういうのなしでエッチだけみたいな人に、春之さんは渡せませんよ」

「デートぐらい俺だってするし、たぶん飯を作るのはおまえよりうまい」

「でも一緒に眠ったことないでしょ」

「おまえなんかまだ安曇と出会って二、三年しか経ってないじゃないか！」

「つきあいの深さは必ずしも長さと比例するわけじゃないでしょう」

　ぎゅうぎゅう抱きしめて勝手なことを言う史賀と、張りあうように声をあげる杉沼の間に挟まれているといたたまれなくて、安曇はどきどきしながら首を振った。

「こ、こういうのは、よくないと思う」

「なにが？」

　異口同音に、不思議そうに聞き返されて、安曇は気け圧おされつつも口をひらく。

「だって男同士です。そんな、デートだの、いやらしいことだのは……いけないことでしょう」

「でもおまえは今は独り身なんだから、問題はあるまい。それに男が好きなのは仕方ないだろう」

　なにを言ってるんだ、と言わんばかりに、杉沼が呆れた顔をした。「もともとゲイなんだろう？」

「そ……そう、ですけど」

　口ごもった安曇の髪を、史賀が優しく撫でた。

「今日ご両親にも新しい恋人が俺だって宣言しちゃいましたし、これ以上怒られることもないから、心配しなくていいですよ」

「あれは、きみが勝手に来て勝手に言ったんじゃないか」

「勝手にやったのはごめんなさい。でも、あれでご両親も、悪いのは春之さんじゃなくてあの部下だって思ってると思うし、いいんじゃないですかね」

「──よくないよ」

　そんなことを考えてくれたのか、と思うと目頭が熱くなって、安曇は自分を抱きしめる史賀の腕に触れた。「史賀が悪者になる必要なんかなかったのに」

「だって好きですから。──ねえ、春之さん。人を好きになるのって、そんなにいけないことですか？」

　そっとこめかみに唇を触れさせて、史賀があまい声を出す。

「俺が春之さんのことを好きだって思うのは、悪いことですか？　たとえば、石田が……そうだなあ、課長のことがすごくすごく好きで、夜も眠れないくらい好きだと思ってるって知ったら、それが悪いことだ、って思います？」

「……」

「好きな人とキスしたいって思うのは、そんなに変なことですか？　触られて気持ちいいと思ったり、叩かれて気持ちいいと思ったり、そういうのはだめなことなの？　そんなの、コーヒーが好きか紅茶が好きか、くらいの違いで、べつにいけないことでもなんでもないでしょう」

　史賀が正しいのだろう、と安曇も思う。けれど頭で理解できるのと感情は別だ。

「僕は、そういうのは、ずっといけないことだと思ってきたし、今でも思ってる」

「うん。知ってます」

　そっと抱きしめ直して、史賀は笑う。「だから、チャレンジしてみましょうよ」

「……チャレンジ？」

　思いがけない台詞に安曇は目を見張った。史賀は「ええ」と頷く。

「離婚して、親御さんにも顔出すなとか言われて、俺にも杉沼さんにも性癖ばれてて、怖いものなんてもうないでしょ。だから、ちょっとだけずるくなってみませんか」

「ずるく？」

「そうです。俺か杉沼さんと、試しに恋人になってみましょうよ。ないでしょ、ちゃんと好きな人と、恋人同士になったこと」

　耳元で囁かれ、安曇はごくりと喉を鳴らして杉沼を見やった。憮然とした表情でこちらを見ている彼と、自分を抱きしめて離さない史賀を交互に見比べる。

（──選ぶ？　僕が？）

　どきん、と心臓が音をたてた。

　そんなことをしたことはない。誰かを比べて選ぶ、だなんて──そんなおこがましいことができる気もしない。だいたい、二人には迷惑をかけたのに、今さらそんな恋人だなんて、厚かましい。

　改めて、さっきの杉沼の声が蘇る。ストレートな「好き」という単語。史賀も杉沼も口にするその言葉が、安曇には眩しい。

　生まれてから一度も──結婚をした利香子にさえ、安曇は「好き」と告白したことがない。そう気づいて、きゅっと胸がよじれた気がした。よじれて揺れて、身体の奥が痛む。

「……僕は、どっちも、」

　どっちも選んだりはできない。そんな権利は自分にはないから。

　そう言おうとして声をつまらせると、史賀は安曇を抱きしめたままさらりと「そうですか」と言った。

「じゃあ、そうしましょうか」

「──うん。ごめん」

「いいですよ俺は。春之さんは今までまともに恋もしないできちゃったくらいですから、取り返そうと思ったら恋人が二人どころか三人いても大丈夫なくらいですし。杉沼さんもいいですよね？」

「え？」

　ぎょっとして安曇は史賀の腕の中で身体を捻った。「違う、僕が言ったのはそういうことじゃなくて！」

「納得はできないが安曇がそれがいいというなら妥協してやってもいい」

「義兄さんまで！」

「はい、決まりです」

　笑って、史賀が抱きしめてくる。「よかったですね。もしかしたら二倍楽しいかもしれませんよ？」

「二倍、って……きみは、ちょっとおかしいぞ」

　逃げようともがきながら安曇は言った。杉沼はテーブルを回り込んで傍まで来ると「まったくだ」と手を伸ばして、安曇の手首を摑んだ。

「そいつは頭がおかしいから、最初は三人でも、最終的には俺を選んだほうがいいと思うぞ、安曇」

「俺がおかしい、って言いますけど、杉沼さんはずいぶん変態ですよね」

　安曇の身体をがっちりホールドしたまま、史賀が挑戦的に笑う。「一年も春之さんのエッチなとこ見てて触りもしないって変態か、そうじゃなきゃ馬鹿みたいに臆病かのどっちかです。さっきのやりとり見るかぎりじゃ臆病のほうですか？」

「誰が臆病だ。安曇は痛いのが好きなんだ」

「知ってますよそれくらい。乳首嚙むとすごい喜ぶし、入れたときもちょっと乱暴なくらいがイイみたいだし」

「……っ」

　わざとのように猥わい雑ざつな言い方をした史賀に脇腹を撫でられて、安曇はぎゅっと竦んだ。かっと身体中が羞恥で熱くなり、顔を上げていられなくなる。史賀はそれをなだめるようにゆっくり手をすべらせた。

「でも、痛いだけでいいなら、帰りにオナニーなんてしませんよね。春之さん、優しくされるのも好きでしょう？」

「……ちが、」

「いつまで触ってるんだ！」

　焦れたように、杉沼が強引に史賀を押しのけた。そうしてそのまま顎を摑まれて、腰を引き寄せるように立ち上がらされ──どきりとして目を閉じるのと同時に、唇を塞がれる。

「……っ、ん、」

　嚙むようについばまれ、すぐに舌を押し込まれて、さざ波のように肌が震えた。どうしよう、と安曇は思う。

　キスだ。ずっと昔に夢見て、絶対に叶うわけがないと諦めたきり、望むことさえやめた杉沼とのキス。

　杉沼の手がうなじを支えていて、しなやかな指が髪を梳くようにまさぐってくる。地肌を逆撫でされると背筋までぞくぞくして、膝から力が抜けていく。

（……どうしよう。すごく、嬉しい──）

　杉沼のしっかりした腕が自分の腰を抱いて支えている。触れあった太腿は布越しにもあたたかく、髪を撫でる指も口の中を愛撫する舌も優しい。

「ん……っ、は、あ……」

　くちゅくちゅと音をたてて舐め回して、杉沼は名残惜しそうにキスをやめた。

「どうだ？　俺とキスしたりするのは嫌か？　優しくもしてやるし、苛めてもやる」

　よく響く低音で囁かれ、震えてしまうと、その腰に後ろから史賀の手が回った。

「わがまま、言っていいんですよ。だから、『一人で』なんてもう言わないで。恋人になっても、飽きたら──気持ちが離れたら捨ててくれてもいいんです。だから今は言って？　春之さんがしてほしいこと」

　言葉と一緒に、史賀の手が腰骨から下へと、太腿まですべっていく。震える頰を杉沼の手がさすり、促すように目元に口づけられて、安曇は目を閉じた。

　身体が、ふわふわする。

「──海、を」

「海？」

「見に行こうと、思ってたんだ。全部終わったら──一人で、行こうかと」

　誰かに言ったら、子どもじみたことを、と言われる気がしていた。いい大人のすることじゃないと笑われそうなことなのに、史賀も杉沼もそうしなかった。

「いいですね、海。じゃあ次の休みにでも行きましょう。三人でね」

　すぐ耳元で史賀の声がする。朗らかで優しい声。安曇の肩は史賀のしっかりした胸で支えられていて、半分ひらいたままの唇には、杉沼の指が触れている。

「ほかには？　春之さん」

「……わからない」

「本当になにもないか？」

　聞いたことのない優しい声で杉沼に聞かれ、史賀にこめかみに口づけられて、安曇は喉を鳴らした。全身が細かく震えていて、きっと二人には全部見抜かれている。怖いと思っていることも──触れられて心地よいことも、なぜか泣きたいのも、このまま崩れおちてしまいたいほど熱いことも。

「……キス」

　一人で立てない身体を二人に支えられたまま、ちいさい声を零すと、「したい？」と問い返された。

　こくん、と頷いてしまうと、杉沼がほっとしたように微笑んだ。それは久しぶりに見る、安曇がずっと好きだった穏やかな笑顔で、安曇は近づいてくる彼の顔をずっと見ていた。

　さっきよりもさらに優しく、感触を確かめるようなキスの間、やわらいだ杉沼の表情を見ていられるのは、まるで夢のようだった。










　初めて入るベッドルームにはキングサイズのベッドが置かれていて、その真ん中に座って抱きしめられると目眩がした。

　後ろから史賀が抱くように手を回していて、前にいる杉沼は安曇の唇を塞いだまま、ゆっくりと太腿を撫でてくる。

「ん、……ふっ……っぅ、」

　ときどきかすかに離して息をつかせてはくれるものの、杉沼はキスをやめない。奥のほうまで舌を差し込んだり、くすぐるように歯列を舐められたりすると、ひくんと肩が揺れてしまうのが恥ずかしい。

「……勃ってるな」

　下唇を吸ってやっと離した杉沼は、チノパン越しに安曇の股間に触れて笑った。ゆるゆるとこすられて安曇は喉を反らした。

「っや、あ……っ」

「どんどん硬くなってるのに、嫌じゃないだろうが」

　かりかりとひっかくように布の上から弄られて、逃げたいと思っても、後ろからしっかり抱きしめている史賀のせいでほとんど身動きもできない。下半身だけ動かすと却ってねだるような動きになって、安曇はじっとするしかなかった。

「こっちも触りましょうね」

　ちゅっ、とこめかみにキスをして、史賀も手をすべらせてくる。カーディガンの下に手を差し込み、シャツ越しに尖りを探すように指が這った。

「あ……っ！」

　くいっと下から両方の乳首が押し上げられ、痺れるような快感が走り抜けていく。続けざまにこねられるとたまらなくて、意志に反して腰がうねり、杉沼の手に性器を押しつけてしまった。

「どっちが気持ちいいんだ？　乳首とここと──どっちを触ってほしい？」

「あ、あ──っ！」

　幹をなぞるようにこすられ、同時にきつく乳首を摘み上げられて、安曇は高い声をあげた。ああ、はしたない──そう思って口を塞ぎかけると、杉沼が手首を捉えてしまう。

「口を塞ぐな、声が出ないだろう？　ほら、どっちが好きだ？」

「……っ」

　首を振る。そんなこと言えない、と思ったのに、「言いなさい」と命じられて性器の先端を弄られ、史賀にまで「俺たちを焦らしたりして、苛めてほしいの？」と言われると怖くなる。

　優しくキスされてあんなに嬉しかったのに、聞かれたことに答えられなくて見放されたらどうしよう。

「……っ、両方っ……です、」

　泣きたい気持ちでちいさな声で呟くと、杉沼はうっすら笑った。

「噓をつかないでちゃんと言えたじゃないか」

　そう言って杉沼が口づけてくる。ほっと力を抜くと、春之さんは可愛いね、と史賀が囁いて、かるく耳を嚙んだ。

「ご褒美に、直接触りましょうね。好きですもんね」

　耳に、唇に、こめかみに──休みなくキスをされながら、二人分の手でボタンが外されていく。丁寧な仕草でシャツの前をはだけられ、チノパンの前を開けられて、ひとつひとつ脱がされていく。

「……恥ずかしい……」

　一人だけ全裸にさせられて、撫で回され、安曇はぶるぶる震えた。隠すものもなく、反応した身体の全部を、二人に見られている。

　すごく恥ずかしい。けれど、じっと注がれる視線は同時に、たまらなく嬉しくもあった。

「もう、こんなですもんね。おっぱいもペニスも、いっぺんに弄られたから、濡れちゃって」

「どろどろじゃないか」

「あ、あぁっ……」

　ぬめって赤らんだ亀頭を杉沼の指がぐるりと撫でる。史賀はきゅっきゅっと乳首を摘みながら優しい声を出した。

「ここも杉沼さんに舐めてもらいましょうか。してもらったことないでしょう？」

「んっ、や、だめ、」

　首を横に振ったのに、杉沼は「好きなのか」と言いながら顔を寄せてくる。史賀が手を離さないせいで、ぎゅっと摘み出された乳首にぬるりと舌が触れた。

「は、あ……っア、や、あ、んっ、あっ……」

　転がすように舐められたかと思うと、きりっと歯がたてられて、安曇は身もだえた。びりびりするほど気持ちいい。揉まれて舐められて──嚙まれて、最後に音をたてて吸い出されると、ひとたまりもなかった。

「────っ……あっ……！」

　史賀の腕の中で身体がしなる。それを見下ろして杉沼が舌なめずりした。

「濃いのが出たな。胸だけなのに……ずっと自慰もしてなかったのか？」

「っ、してな……もうしないって、思って」

「じゃあ今日はたくさん達けますね」

　ぽってり赤く腫れた乳首を優しくこねながら、史賀が囁いてくる。杉沼は精液を吐き出してもまだ角度のある安曇のペニスをてのひらで撫でた。

「前は穴に指をつっこんだだけでも達ったからな。少しは我慢を覚えないと」

　言いながらぱちん、と太腿を叩かれて、安曇はまたびくびくと跳ねた。

「っあ、……あ、あ、」

「ああ、また先走りを垂らして──後ろを弄ってやるから、まだ達くなよ？」

「──うっ……あ、ん、っ」

　きつく手で根元を押さえつけられ、喘いでしまう安曇を見つめながら、杉沼は安曇の脚の奥に触れてくる。ひらいて見せろ、と命じられ、逡巡してしまうと、史賀が優しく膝を撫でた。

「見てもらうのも好きですよね。ほら。こうするんでしょ」

「あ、やめっ……」

　史賀の手が強引に脚をひらかせる。史賀の膝の上に尻を乗せ、まるで子どもがおしっこをするようなポーズを取らされて露にされた安曇の弱い部分を、杉沼が覗き込む。

「きっちり閉じてるな。二か月もしてないんじゃ、よくほぐさないとな」

「ひあ、あっ、ぁ……っ」

　孔の襞をこねるように、杉沼が指で弄ってくる。押しつけられるとそこが痙攣するのが自分でわかって、安曇は脚を押さえる史賀の腕に縋った。

「や、恥ずかしい……から、いや、」

「どうして恥ずかしいんだ？」

　指はそのままに、杉沼がなだめるようにキスしてくる。

「だって……僕、だけ、はだかで、……服、汚しちゃう、から」

「ああ、ここを弄られるとまた出そうだものな。どれくらい出るか楽しみだ」

「いっぱい出していいんですよ？　春之さんにいっぱい気持ちよくなってほしくて触ってるんですから──それに、服を脱ぐには一回春之さんから離れなきゃいけないでしょ。それは嫌ですもん」

　ちゅっちゅっ、と戯れるようなキスを史賀は仕掛けてきて、安曇は喘ぎそうになって唇を嚙む。それを見て、杉沼がうすく笑った。

「それとも、感じるところを俺に見られるのは嫌か？　俺が嫌いなのか？」

　やわらかく、半ばからかうような声で聞かれて、安曇は真っ赤になった。恥ずかしい。気持ちをすべて暴かれているようで、どうしようもなく恥ずかしい。

「安曇？」

　囁かれ、もう一度ついばまれて、安曇は震えてしまう唇をひらいた。

「…………好き、です」

　杉沼の舌が唇を撫でてくれる。促されるように「ずっと、好きでした」と呟くと、大きな手が安曇の頭を撫でた。それから触れあうだけのキスを繰り返されて、耳のすぐ傍で史賀が「ちゃんと言えましたね」と囁いてくれる。

　慈しむように撫でられて、あまくため息をついてしまうと、ゆるゆると身体がほどけていく気がした。

　好き、と言ってもいいのだ。彼らには──言ってもいいのだ。

　くったりした安曇の身体を史賀が抱きしめ直して、杉沼はゆっくりと指を動かした。

「指をあてただけで吸いつくな。早くほしいか？」

「んっ……ほしい、です……っ」

「いい子だ」

　満足げに笑って杉沼はジェルを垂らした。たっぷりのぬめる液体を股間全体に塗り広げ、てらてらと光る蕾に指が埋め込まれていくのを、安曇は潤んできた目で見下ろした。

「は……あ、……っあ、」

「ちょっときついな」

「乳首も気持ちよくしましょうか。春之さん、自分で脚持って」

　史賀に促されただけでぞくぞくした。言われたとおりに自分で脚を固定すると、「上手ですよ」と褒めた史賀はやんわり胸を撫でてくる。

「乳首まで震えちゃって……先っぽが、好きですよね？」

「あっ、い、……あ、っ……」

　先端に爪を立てるようにして強く摘まれ、身体が波打つ。下の孔には深々と指が差し込まれてきて、杉沼が舌をひらめかせて笑った。

「中は本当に素直だな。ゆるんだり締めつけたりして──ああ、ここだ」

「──っやっ……アッ……！」

　ぐりぐりと感じるポイントを押し上げられ、乳首も絞るように弄られて、たちまち性器が反り返った。糸を引いて腹に垂れる先走りを、杉沼がかがむようにして舌で掬い取る。

「アッ……だめ、あっ……ひあ、んっ」

「なにがだめ、だ。どんどん零してるくせに。中だってこんな──わかるだろう？」

「やあっ……また、またでちゃう……っ」

　気持ちのいいところが一か所だけでも極めてしまうのに、あちこち責められたら我慢したりできない。ぶるぶる震える安曇に杉沼は目を細めて、指を増やして激しく出し入れした。

「ッ、いっ、あ、アッ……ア、──っ」

　水音がぐしゅぐしゅとたって、安曇はまた達してしまう。飛び散った精液を、史賀のてのひらが優しく拭った。

「またいっぱい出ちゃいましたね。もう二回達ったから、杉沼さんに入れてもらったら、気持ちいいのをたっぷり味わえますよ。ほら、ちゃんと広げないと」

　手に力が入らずに安曇が離してしまった太腿を、史賀はがっしりと摑んで、さっきよりも大きく広げさせた。びくん、下腹部が波打って、安曇は濡れた目で杉沼を見上げる。

　杉沼は自分の分身を取り出していた。すでに雄々しくはりつめたそれを安曇に見せつけるようにしてかるく扱き、ぴったりと宛てがわれて安曇は喘ぐ。

「っ、杉沼、せんぱい……っ」

　呼んだ瞬間、杉沼は動きをとめた。目を覗き込まれて、「安曇？」と囁かれると、きゅう、と胸が痛んだ。

「杉沼、先輩……」

　堪える間もなく涙が零れて、安曇は手を伸ばした。杉沼の頰に触れて、首筋に手を回して、震える腕で抱きしめる。

「杉沼、せんぱい、」

「可愛いな、安曇は」

　安曇の頭を抱くようにして、杉沼が微笑むのがわかった。「もっと呼んでみろ。なんでもしてやる──安曇」

　艶めいた声に促されて、安曇はしゃくりあげるようにして口をひらく。

「先輩っ……入れて──抱きしめて、ください」

　ずっとほしかった。

　ずっとこんなふうに、蔑むのでも憎まれるのでもなく、ただ普通に、抱きしめられたかった。

「安曇」

　安曇の耳元で掠れた声で名前を呼んでくれた杉沼が、ぐっと腰を押しつけた。ぬめりを帯びた太い部分が力強く安曇の襞を割り、こじ開けて──入ってくる。

「──あ…………」

　声も満足に出なかった。痙攣するように震える身体を、後ろから史賀の腕が抱きしめる。

「俺も我慢できなくなりました」

「っ、あっ……っは……っ、」

　尻のあわいにぴたりと熱い塊が押しつけられ、安曇はぞくりとして目を伏せる。と、杉沼が焦れたようにきつく突き上げてきた。

「あぁっ……！　あ、あっ、ん、ぁっ」

　感じたことのないような奥深くを穿たれて、悲鳴のような声が溢れた。跳ねてしまう身体を強い力で押さえながら、史賀は性器で尻をこすり上げる。彼のものもまたたっぷりと濡れて硬く、二人から愛されている、と思った途端に、安曇は再び達していた。

「あ、あ、ぁ……っ」

　杉沼に穿たれるたびに押し出されるように、揺れるペニスの先から精液が零れる。激しく突かれるせいであちこちにしたたるそれを、今度は杉沼が拭った。
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「いい子だ。俺の動くのにあわせて──偉いな。ほら、ご褒美だ」

「……ひ、ぃっん……！」

　くねる腰を平手で叩かれ、竦んだ瞬間にまた中から揺すり上げられる。ずぷっ、ぬぷっ、と音がして、安曇は震えながら杉沼にしがみついた。射精感よりももっと強い、じわじわとせりあがるような快感が、腹の底から湧いてくる。

　ゆっくりしたその波のような悦びは静かに、しかし確実にせり上がって、ああ落ちる、と安曇は思う。高くまで押し上げられて、そこからさかさまに──底のない楽園へ落ちていく。

「────っ」

　意識も身体もばらばらになった気がして、安曇はぐったりと力を抜いた。ひくん、ひくんと痙攣を続ける身体を、優しい手が撫で回すのだけが感じられる。弛し緩かんした後孔からはずるりと杉沼の雄が引き抜かれて、どちらのものともしれない手が、安曇の身体を反転させた。

「ああ、杉沼さんの零しちゃってる。せっかく中出ししてもらったのに──塞がなくちゃね」

「っあ……うっ」

　腰を摑まれて再び猛ったものを押し込まれ、安曇は尻を高く上げたまま身もだえた。何度も達して息が苦しい。ひらきっぱなしの口の端が唾液で汚れていて、きっととても淫らがましいだろうと思うのに──前に回った杉沼は、覗き込んで安曇の頭を撫でた。

「キスが、好きなんだよな」

　くにっ、と唇を撫でられ、安曇は数度瞬いた。期待に震えてひらいたそれを、杉沼の唇が塞ぐ。

「んんっ……」

「可愛い顔して」

　キスの合間にそっと杉沼の手が髪を撫でる。それがとても気持ちよかった。とろりとして目を細めると、杉沼も愛いとしそうに笑う。

「撫でられるのも好きか？」

「ん……す、き、……っん、」

　喋って口から零れた唾液まで、杉沼が拭ってくれる。耳やうなじ、首筋をくすぐるように撫でられて、安曇はぞくぞくして身体をくねらせる。

　──気持ちいい。愛されて、このまま溶けていきそうだった。

「ああ、お尻までびくびくしちゃって。ちゃんとこっちも感じて？」

「──ッ、ん、う、っ」

　長いストロークで安曇を攻めたてながら、史賀は安曇の背中を撫でて、首筋に口づけた。強く吸って赤い跡を残した史賀は、優しい声で囁いた。

「奥が、好きなんですよね？　杉沼さんに、教えてあげましょうか。あなたがどんなに可愛くなれるか」

「ア……っ、あ、あぁ……ッ」

　深々と抉られて、安曇は大きく喘いだ。尻肉を摑んで左右に広げながら、史賀は的確に安曇を攻めたててくる。以前より硬く、大きく感じるそれで限界まで深く突き上げられると、堪えようもなく長くあまい声が溢れた。

「あ……あ、史賀っ……あ、あ────っ」

　身体がしなり、それをやや乱暴に押さえつけられて休みなく攻めたてられると、我慢も抗あらがうこともできなかった。

「……っ、い、く……達っ、ちゃ、う、」

「いいんですよ、いっぱい達って。……好き？」

「っ、すき……すき、っ好、き、」

　うわごとのように安曇は繰り返す。杉沼に撫でられ、じっと見つめられながら、それしか知らないように、ただ繰り返す。

「好き……すき、……ん、んんっ」

　応えるようにキスされ、下から突き上げられるうちに、すうっと気が遠くなった。

「────……ッ！」

　痙攣し、半分気絶するように達した、のだと思う。

　もう指一本も動かせない、と思えるようになるまでには、たぶんしばらく時間がかかったのだろう。どちらかの手に頰を撫でられて、安曇が重たい瞼を押し上げると、史賀が覗き込んでいた。

「気がつきました？　水、飲みます？」

「……ん」

　頷くと、後ろから杉沼が身体を起こしてくれる。そっと宛てがわれたグラスから水を飲み込み、安曇はぼうっとしたまま瞬いた。頭の中も身体の中も──指先まで、ぬるいお湯で満たされたようにあたたかくてだるい。

　包み込まれていて、心地よくて、──こんなに安らげる場所があったのか、と思う。足りないもののない場所。怖くも寂しくもない、あたたかいところ。

「眠そうだな」

「可愛いでしょう、無防備で。終わったあと、抱きしめてもらって眠るのが好きなんですよ、春之さんは」

「偉そうに言うな、あとから割り込んでるくせに」

「ずっと一緒にいたくせになんにも知らない人に言われたくないです」

　身体の前と後ろから声がする。けれどそれはひどく遠くて、安曇は目を閉じながらそっと頭を擦り寄せた。

　そうすると、ふわっ、と空気がなごむのだけが、なんとなくわかった。静かに丁寧に髪を撫でられて、閉じた瞼の上や肩に唇が触れる。

　なんて、気持ちいいんだろう。

「おやすみ安曇」

「愛してますよ、春之さん」

　あまく穏やかな声を聞きながら、安曇は吸い込まれるようにして眠りに落ちていった。










　車のどこに誰が座るかでまず揉めて、結局行きは杉沼が運転し、帰りは史賀が運転することになった。揉めるくらいだったら安曇は自分が運転する、杉沼と史賀が後ろに二人で乗ればいいと言ったのだが「それだけはない」と二人揃って却下された。

「春之さん、はい、あーんしてください、あーん」

「……そ、そういうのは」

「あれ？　乳首にクリップつけるほうがよかったですか？」

　しれっとした顔で史賀は言い、安曇が黙るとスナック菓子のパッケージを振ってみせる。

「杉沼さんが玩具つけてくれるって言ったのに、絶対嫌だって言ったんですから、あーんはしてください。じゃないと俺、泣いちゃいます」

「……そんなの、脅しでもなんでもないぞ」

　絶対なにか間違ってる、と思いながら、安曇は仕方なく口を開けた。ビスケットとチョコレートが一緒になった小さなお菓子を、史賀は楽しそうに安曇の口に入れて、安曇が咀そし嚼やくして飲み込むまでじっと見つめていた。

「おいしかった？」

「──うん」

「じゃ、味見」

　はむっ、と史賀が唇を嚙んでくる。あ、こら、とたしなめて安曇は史賀の服を摑み、舌を差し込まれて目を閉じた。史賀の大きな手が安曇の後頭部を引き寄せて、愛おしげに舌が口の中を撫でていく。

「……っふ、……っ」

　キスだけなのに、と思いながら、安曇は簡単に熱くなってしまう身体を恥じて口元を拭う。史賀は離れようとせずに安曇の手にも口づけて笑った。

「春之さん、キス、ちょっと上手になりましたね」

「そ、そうかな」

「ええ。素直なのは相変わらずですけど」

「──あっ」

　そろりと指を股間に這わされて、安曇は慌てて脚を閉じようとした。そこは確かに熱くなりかけていて、かるく持たれるとどんどん硬くなってしまう。

「っ史賀、だめ、だ……あ、や、」

「車の中は恥ずかしいの？　窓は閉まってますし、他の人に可愛い声を聞かれたりしませんよ？」

「そういうことじゃなくて、あっ……あ、揉むなって、あ！」

「おい、やめろ！」

　前からいらいらした杉沼の声が飛んでくる。「ぬけがけするんじゃない、行儀の悪い男だな！」

「杉沼さんだって帰り道はどうせ悪戯するくせに」

　顔をしかめつつ、それでも史賀は悪戯をやめた。かわりに肩を抱き寄せられて、安曇は真っ赤になった顔を俯ける。

「こういうのは、やっぱり褒められたことじゃないと思う」

「デートがですか？」

「……三人でデートもだけど……車の中で、その、触ったりとか」

「気持ちよくなりかけてたじゃないですか」

「だからだよ。──すぐ、あんなふうになって、恥ずかしい。中学生だって、もっと節度があると思う」

　拗ねたような声になってしまったのがいっそう恥ずかしく、安曇が顔を背けようとすると、史賀はちゅっとこめかみにキスをした。

「好きな人に触られて感じちゃうのは、全然恥ずかしくないですよ」

「……そ、そうなのかな」

「そうですよ。春之さんがすぐ気持ちよくなっちゃうなら、それは淫乱だからじゃなくて、俺とか杉沼さんのことが大好きだからです」

　言われて手を握られて、安曇はそれでも恥ずかしくて俯いた。

「で、でも、それじゃ、好きって言ってるみたいで、やっぱり恥ずかしいよ」

「春之さんは恋愛スキルが中学生みたいなもんだからいいんです。やり直ししてるんですから」

「……やり直し？」

「好きな人といろんなことを共有するのを、やり直ししてるんです」

　そう思いましょうよ、と言われると、そうかな、となんとなく納得してしまって、安曇はおずおずと力を抜いた。三十をすぎた男が男といちゃいちゃしても、全然褒められたことではない、と思うけれど。

「ふふ、可愛い」

　史賀にもたれると、史賀はすごく嬉しそうにする。その顔を見ると安曇までふわっと嬉しくなって、もう一度手を握られても抵抗はしなかった。

「ねえ、春之さん」

「──なに？」

　史賀に甘えた声で下の名前を呼ばれるのにもずいぶん慣れた。たまに会社で思い出して恥ずかしくなるけれど、杉沼の前で呼ばれると杉沼が露骨に焼きもちをやくので、それがちょっとだけ嬉しい。

「今日はせっかくの初デートですから、あ、俺とは初めてじゃありませんけど、三人では初めてですから」

「どうでもいいことを念を押すな、俺が運転中だからって！」

　杉沼が耐えかねたように振り向いたが、史賀は肩を竦めて取りあわない。

「初めてですから、せっかくだからカーセックスも一緒に初体験したほうが」

「やだよ」

「だめですか？」

「だめだってば」

「残念です……じゃあもう一回、キスだけさせて」

　しょんぼり言った史賀はすばやく唇を奪って、安曇が淡く喉を鳴らしてしまうと、杉沼が苛立った声で「安曇」と呼んだ。

「赤信号だ。ちょっとこっちに顔を出せ」

「──はい」

　なにをされるかわかっていて、安曇はおとなしく身を乗り出した。

　隣の車線に停まった車から見たら丸見えだろうとは思う。でも、それでもいいかな、と最近は思う。それは傍はたからは醜悪な、いかがわしいだけの行為かもしれないけれど──キスするとき、杉沼も史賀も、ひどくやわらかい顔をする。

　幸せだ、と言いたげなその表情が、安曇は好きだった。こんな自分でも、彼らを少し幸せにできているのかなと思うととても嬉しい。ひとときでも幸福だと思える瞬間のために、もしかしたら人は恋をするのかもしれない、と思う。

　ああそう、史賀の言うように──幸せな時間を共有するために、人を好きになるのかもしれない。

（だとしたら僕は今初めて、心からの恋をしている）

　それはきっと、悪いことではない。

　そう思いながら、安曇はそっと杉沼の唇を受けとめた。
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　二月の海の、小さな浜辺には誰もいなかった。

「波も穏やかだからかな、サーフィンしてる人もいないし、貸し切りですねえ」

　伸び伸びした笑顔を見せて史し賀が海ひろ正まさが振り返り、安あ曇づみ春はる之ゆきは「そうだね」と笑い返した。安曇の隣に並んだ杉すぎ沼ぬま裕ひろ文ふみは、あまり楽しくなさそうな顔で史賀を眺めたあとで安曇を見下ろした。視線を感じて安曇が顔を上げると、ふ、と表情をゆるめる。

「寒くないか？」

「……大丈夫です」

　頰に感じる風は確かに冷たいのだが、寒いどころか、じわりと胸の底があたたかい。一時期は憎まれていると思っていた相手に、こんなに愛いとしげな目で見つめられる日がくるなんて思わなかった。

　数歩先に行っていた史賀が安曇の右隣に戻ってきて、「はい、練習です」と真面目くさった声で言った。

「練習？」

「こういうときはね、寒くないか？　って聞かれたら、寒いって言うんですよ」

「……でも、寒くないけど」

「寒くなくても言うんです」

　怖い顔をして繰り返され、安曇は困って杉沼を見た。杉沼はなにが面白いのか笑いを嚙かみ殺していて、視線だけで促してくる。

「春之さん、寒い？」

　嬉うれしそうに史賀が聞き直してくる。安曇は若干警戒しつつ、「少しだけ」と言ってみた。途端に史賀がぱあっと笑う。

「うんうん、俺も寒いと思ってました」

「そ、そうなの？」

「こうしたらちょっとあったかいですよ」

　にこにこしたまま史賀が安曇の右手をとって、あ、と思ったときにはしっかりと握りしめられていた。ほぼ同時に左手を杉沼に握りしめられ、安曇は髪の先まで熱くなったような気がして俯うつむいた。

「可愛かわいいなあ春之さん。耳もうなじも真っ赤だよ」

「おまえの練習もたまには役に立つな。たまには」

「もっと感謝してもいいんですよ？」

　俯いた安曇の頭越しに史賀と杉沼は含んだようなやりとりを交わしている。その間にも杉沼は指を動かして安曇の手を摑つかみ直してきて、指の間に指を差し込んでぴったりとてのひらを重ねられると、肘まで痺しびれそうだった。

「安曇？　あったかくなったか？」

　くすぐるように杉沼が安曇の耳元に鼻先を寄せてくる。「はい」と辛うじて返事をして、安曇はさくりとした砂を踏んだ。美しいとは言いがたい砂浜だけれど、今まで見た浜辺の中で一番いいなと思う。波の音に誘われて史賀のほうに首を向けると、低く穏やかな波が白い波頭をきらめかせて、のどかに打ち寄せてくる。青というよりは灰色の海の上には海鳥の影がいくつか見えて、その影が浜辺の終わりにある岩場へ舞い降りるのを目で追っていると、改めてすうっと心が晴れていく。

　本当にデートなんかしている。冬の人ひと気けのない海になんか来て、三人で手をつないだりして。

　両脇を大きな男に挟まれているせいで、冷たい風も安曇にはあまり当たらない。冷たい風だって気持ちいいのに、と思って大きく息を吸い、安曇はふと顔をしかめた。

　慣れない潮の匂いのせいか、鼻がむずむずする。顔を押さえたかったが両手は摑まれていて自由にならず、安曇はそのまま、くしゃん、とくしゃみした。

「──やっぱり寒いんじゃないか？」

　疑わしげな声を出して杉沼が覗のぞき込んでくる。安曇は首を振った。

「いや、ちょっと鼻が……」

「待ってろ、なにかあったかい飲み物を買ってくるから」

　杉沼は安曇の言葉を聞かずに自分の巻いていたマフラーを安曇に巻きつけて、それからちらりと史賀を見た。

「おまえは砂糖の入った甘いやつでいいな。抜け駆けするなよ」

「はいはい、しませんってば」

　呆あきれたように史賀がため息をつくのを杉沼はもう一度睨にらんで踵きびすを返す。そういえばさっき車を停とめた近くに自動販売機があったな、と思い出しながら、安曇はふわふわした気持ちで杉沼の背中を見送った。

　杉沼先輩らしいなあ、と思う。ああやって、人の世話を焼くところ。史賀の好みまでちゃんと覚えているところ。

　強引に巻かれたマフラーは杉沼の温もりを残していて、ふんわりと彼の匂いがした。

「また、そんなうっとりした顔して」

　見送っていると、史賀が主張するように安曇の手を引いた。あそこに座りましょう、とコンクリートの護岸を指差され、引っぱられていきながら、安曇は「うっとりしてないよ」と言い訳した。

「杉沼先輩って、昔からああやって人の世話を焼くのがうまいんだ。だから、思い出して懐かしくなっただけで……うっとりしてたわけじゃ……」

「その言い訳、却かえって傷つくんでやめてください。いいんですよ、うっとり見ても」

　そう言いつつ拗すねた表情で、史賀は安曇を座らせて、左隣に自分も腰を下ろした。

「──もうちょっと晴れてるとよかったですね」

「けっこう晴れてるじゃないか。水平線も見える」

　うす青い空がほとんど色をなくして消えてしまうあたり。あるいは、地球のまるみで見える限界の、海の終わり。灰青の海はその境目だけ紺色に暗くなって見えた。

「海って広いねえ」

　目を細めてしみじみ呟つぶやくと、史賀はどうしてか頰を染めた。

「そうですね。うん。俺もそう思います」

「……無理に同意してくれなくてもいいよ。なに当然のことをって思っただろう」

「違いますよ」

　空いた手で口元を覆って、史賀は海のほうへ視線を逸そらした。

「素直で可愛いなあ、って思っただけです。本当は俺のこともうっとり見てください、って文句を言おうと思ってたのに、反則ですよ」

　赤い頰をして呟かれて、安曇はいたたまれずに俯いた。客観的に見たらなにひとつ可愛くないのに、史賀はだいぶ変だ。変な史賀に変なことを言われて、心臓を高鳴らせている自分もどうかと思う。

　ぎゅ、と安曇の左手を握って、史賀は照れた口調のまま続けた。

「春之さんに、俺の実家からの海も見せてあげたいです」

「……屋根に登って？」

「そうです、落ちないように守りますから。俺だって、春之さんと思い出作りたい」

　史賀は一度も安曇を見ない。あまり照れるイメージのない史賀には珍しいな、と思うと、きゅっと喉の下あたりが熱くなる。安曇はマフラーに顎を埋うずめて、「そうだね」と呟いた。

「行ってみたいと、僕も思うよ」

「じゃあ夏になったら是非。なにもない田舎ですけど、海の幸はすごくうまいです」

「うん」

　実際は行きたいと思っても行けないような気がする、と思いつつ、安曇は素直に頷うなずいた。そういうのも、絶対にできないわけじゃない。

「春之さん」

　風にまぎれそうな声で呼ばれて顔を上げると、すぐ目の前に史賀の顔があった。どきりとするのと同時に肩を優しく摑まれて、ふんわりと唇が触れた。

　温もりだけを伝えるようなかすかなキスは、一度離れてすぐ深くなる。ついばむようにして促され、安曇は躊躇ためらいがちに口をひらいた。

　すべり込む舌に背筋がぞくりとする。波の音や風の感触、尻の下のコンクリート。外にいるのに、と思うほど、ゆっくり舐なめ回されるキスは後ろめたい興奮をつれてくる。

「……っ、ん、……ふ、……っ」

　ひくん、と揺れた身体からだを引き寄せられ、大きな手で頰を包まれて、指先で耳の後ろを辿たどられる。耳から首筋を羽根のようなタッチで撫なでられると、じん……と身体の芯が熱くなった。

「ふ、……っ、あ、史賀、……待っ、」

「抜け駆けするなと言ったはずだが？」

　たまらずに史賀の腕に縋すがった途端、冷ややかな声が降ってきて、安曇はびくりとした。史賀は悠々ともう一度唇に吸いついてから離れて、「抜け駆けなんかしてませんよ」と言い返した。

「春之さんがあんまり可愛くて優しいので、お礼をしてただけです」

「日本語を勉強し直せ、そういうのを抜け駆けというんだ」

　苦々しく言い捨てて、杉沼は安曇の右隣に腰を下ろした。

「安曇はホットの紅茶にした。甘くないやつな。そっちの馬鹿犬はほら、ココアだ。お子様だからな」

　杉沼は不機嫌に言いつつ、わざわざプルトップを開けて安曇に紅茶の缶を手渡してくれて、安曇はそろそろと杉沼を窺うかがいながら口をつけた。

「どうだ？　うまいか？　あったまりそうか？」

「……はい」

　確かにあたたかくて、おいしいのだろうと思う。でも、睨むように見つめられたままでは味はよくわからなかった。もう一口飲んで、安曇は思いきって口をひらいた。

「前も、飲み物買ってくれましたよね」

「──いつの話だ？」

「大学のときです。夏の暑い日に、僕の顔色がよくないって、スポーツドリンクを」

「ああ、そんなこともあったな。おまえがふらふらしてたから、危なっかしくて」

「さっき、買ってきてやるって言われて、そのことを思い出しました。──ありがとうございます」

「……そうか」

　ふわりと杉沼が表情を和らげた。そのまま安曇の髪をくしゃりと撫でて、その頭を自分のほうに引き寄せる。

「風が冷たいからな。もっとくっついていいぞ」

「ちょっと、そっちこそ抜け駆けしないでください」

「おまえはキスしたからいいだろう」

「先にマフラー巻きつけたり飲み物買いに行ったりして点数稼ぎしたのは杉沼さんのほうでしょう。せめて半分こしましょう」

　半分こって、僕の意思は──と安曇が思う間に、両側から、背中と腰に手が回った。そうしてこめかみにキスされて、くすぐったさに安曇は首を竦すくめる。

「これ……変じゃないか？」

「恋人同士はこういうものなんですよ春之さん」

「そうだ。本当はもっとすごいぞ。まあおまえにはまだ無理だろうから、順に教えてやる」

　杉沼にまで楽しそうに言われて、安曇は彼を見上げた。満足げに微笑ほほえんだ杉沼は顔を近づけてくる。







[image: ]







「まずは──たまにはおまえからキスしていいんだぞ。お礼に、頰にでもいいから」

　ほら、と顔を差し出されて、安曇は困って史賀を振り返り、「頑張って」と言われて諦めた。唇にするより恥ずかしい、と思いながらおずおずと杉沼の頰にキスをして離れると、ぐいと史賀に抱き戻される。

「俺も春之さんの次のレッスン考えておきますからね！　やられっぱなしじゃいられませんから」

「受けてたってやる。でも今は半分ずつだ、そっちに引っぱるな、安曇が困るだろう」

　両側からぎゅうぎゅう抱き寄せられて、その競争はいらない、と思いつつ、安曇はつい笑った。すごくおかしいのに、少しだけ目頭が熱い。身体から硬い殻がはがれていくように、心が広い海へと拡散していくように──軽くなって、飛んでいけそうだった。

　二人といると、よくこんなふうになる。溶けていきそうな、見えない羽根が生えてくるような心地。それを、安曇はなんと呼べばいいのかわからないけれど。

　今までで一番晴れやかで、透きとおるように明るい気分だった。
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　それじゃ行ってきます、となんだか楽しげな声を出した史し賀が海ひろ正まさに背中を押されて、安あ曇づみ春はる之ゆきは玄関からマンションの外廊下へ出た。ちらりと振り返ると閉まりかけたドアの向こうに不機嫌な顔をした杉すぎ沼ぬま裕ひろ文ふみが一瞬見え、あんな顔をするのなら一緒に来ればいいのに、とちょっとだけ思う。

「久しぶりな気がしますね、二人で外に出かけるの」

　エレベーターのボタンを押す史賀はそんなことを言って、安曇はため息をついた。

「出かけるっていっても、きみのマンションまで荷物を取りにいくだけだろう」

　今は結局、史賀も含めた三人で、杉沼のマンションでほぼ同居している状態だ。そろそろ季節の変わり目なので史賀が荷物を取りにいくのを、安曇が手伝う予定だった。

「でも二人じゃないですか」

　嬉うれしそうに史賀は笑う。一階に下りてマンションの外に出ると、その楽しげな表情のまま、「そうだ」と安曇を覗のぞき込んでくる。

「前は、ここから俺のところ、っていうかコインランドリーまで、どういうルートで来てたんですか？」

　コインランドリー、と言われて安曇は思わず肩を揺らした。記憶が蘇よみがえって、さあっと身体からだが熱を持つ。

「そ、そんなことどうでもいいだろう」

「どうでもいいなら教えてくれてもいいじゃないですか。こっちかな？」

　史賀は安曇の袖を引き、どんどん歩いていく。街路樹が新緑で春めいてきた大通りを渡る史賀についていきながら、安曇は半ば俯うつむいてすれ違う人の視線をやりすごした。

　恥ずかしいし、誰かに見とがめられるのは嫌なのだが、同時に史賀の手の温もりを感じると、さわさわ胸の内側を撫なでられているような気分になる。史賀の手は不思議だ。あのときだってそうだった。──あの夜も。










「ひっ……あ、……っ」

　突き上げられた瞬間に溢あふれた悲鳴が、テーブルががたつく音と混じりあう。安曇はテーブルの薄汚れた表面に爪を立てて、こみ上げてくる射精感を堪こらえた。

　激しく攻められ、テーブルが揺れるたびに、安曇の目の前に投げ出されたピンク色のローターが跳ねる。ついさっきまで安曇を責めさいなんでいたそれは、今安曇を抱いている男が外してくれた。見られた瞬間の羞しゆ恥うちと彼の怒った表情を思い出すだけでもたまらなくなって、安曇は身体をしならせた。

　その腰から背中を、大きな手が優しく撫で上げる。

「中、すごいひくひくしてますね。今日は何時間かかったんですか？」

「四時……っ、あ、ア……っ」

　答えかけた声が甘えたように上擦って、またはしたなく喘あえいでしまう。

　快楽に霞かすんだ目を少しでも横に向ければ、ガラスを一枚隔てた向こうは人通りがないとはいえ公道だ。

　深夜二時の暗い住宅街の中で忘れ去られたような、小さく古いコインランドリーで、シャツは鎖骨の下までまくり上げられ、下半身はすべて脱がされて男に──しかも部下に後ろから犯されている自分が、暗い窓ガラスに映っていた。上気したその顔は恍こう惚こつとした表情を浮かべていて、安曇は目を伏せた。

　背後に並んだ三つの洗濯機のうち、一つだけが緩慢に回っている。もの憂うげな音をたてるその中には安曇の汚れた下着とシャツが入っていて、洗濯と乾燥が仕上がるまでが、安曇に許された「ご褒美」の時間だった。

「四時間も、ずっと我慢してたの？」

　咎とがめる声で言って、安曇を貫いている男──史賀がてのひらをすべらせた。

「いつもより、跡が多いですよね。お尻が真っ赤だ」

「あっ、……ぅっ」

　つ、と指先で尻に刻まれた跡──鞭むちで叩たたかれた赤いミミズ腫れを辿たどられて、安曇は腰を揺らした。ひりついて痛いのが燃えるような快感になって身体の芯に響く。背中まで広がる跡をひとつひとつ撫でながら、史賀は穿うがつのをやめて聞いてきた。

「教えてください係長。今日はなにをされたの？　……なにを、したの？　係長のお義に兄いさんに」

　焦じらされて、安曇はこみ上げるもどかしいほどの欲望に唇を嚙かむ。

　動いてほしかった。たくましく力強い彼の砲身で、内壁をめちゃくちゃに突き上げられたい。達するまで休みなくかき混ぜられたくて脚が震える。

「た……叩かれて、謝って──、義兄さんのを、しゃぶった」

「それだけ？」

「叩かれて、感じたから……叱られ、て、しゃぶる間は、リングをして──自分で、中を弄いじって……っ」

「達いったの？」

「ちが……達けな、く、て、達かせてって、ねだって……、その、罰に、」

「罰に、乳首とここに、玩おも具ちやをつけられたんですね？」

　ここ、と言いながらかるく揺すられて、安曇は喘ぎながらがくがくと頷うなずいた。

「家まで、つけてろって……史賀……頼む、もっと……」

「おねだりして叱られたのに、またおねだりしちゃうんですか？」

　からかうように笑って、史賀はぎりぎりまで分身を引き抜いてしまう。そうしながら身体を倒して安曇の耳元に口づける。

「俺は優しい部下ですから、係長のいいつけなら守りますよ？　もっと、どうしてほしいんですか？」

「んっ……奥っ……おく、を、たくさん……っ」

「奥を？」

　優しい、けれど意地悪な声に促されて、安曇は尻を突き出すように上げた。

「たくさん、ついてくれ……」

　掠かすれた声で哀願しながら、はしたない、と思う。

　義兄に辱められ貶おとしめられて感じる自分も、それを会社の部下に知られても断ち切れないことも、あまつさえ部下にまで醜態をさらしていることも。

　はしたない、人に言えないことで、いけないことだとわかっているのに、安曇が一番楽になれるのも、この夜中のコインランドリーなのだった。

　窓に映る自分を、安曇はもう一度見る。普段は取り澄ましたようだと言われる表情のない顔が、今は上気して蕩とろけている。見るに堪えないその浅ましい顔の向こうに、若く実直そうな史賀の顔が見えて、安曇は喉を鳴らした。

　史賀は安曇を達かせてくれる。我を忘れるような快楽の底に、突き落としてくれる。

「ひどくしていいから……ついてくれ」

　突き出した尻を揺らして安曇は再度ねだり、投げ出されたローターを見ないですむように額を机に押しつけた。

　どうしようもない淫乱だな、と言いながら安曇の胸にローターを貼りつけた杉沼の、苦しげな声と表情を思い出すと涙ぐみそうになる。杉沼が自分からは安曇の身体に触れないことも、心の底では安曇を嫌悪しているだろうことも、実感するたびにつらくなる。

　嫌いになるか、せめて諦められればいいのに、安曇はまだ杉沼を好きだった。好きという言葉が綺き麗れいすぎるなら、未練があると言ってもいい。手放したくなかった。

　杉沼は一度も、安曇を本当の意味では抱かない。奉仕を強要されることはあっても、つながることはないし、安曇は彼の前で絶頂に達することさえほとんど許されない。もう一年近く、この関係を続けているというのに、それでもまだ自分はあの人を──。

「まただ」

「──っ！」

　拗すねたような声と同時に大きく突き上げられ、安曇は声も出せないまま仰のけ反ぞった。力強い史賀の手がきつく尻を摑つかんで、音をたてて抽挿を繰り返され、視界がちかちかと揺れる。

「また、違うこと考えてたでしょう。いつもそうですよね」

「──ッ、アッ、あぁっ……っ」

「どうせお義兄さんのことでしょう」

　憤りと寂しさのにじむ声で呟つぶやいて、史賀が奥まで入り込む。

「ひどい人だ。本当はお義兄さんに、こうされたいんですもんね」

「っあ、……ぅっ、あ、」

　身体が揺さぶられる。喘ぎさえまともに音にならず、けれどたとえ口がきけたとしても、違うとは言えなかった。

　そう──本当は、杉沼に愛されたかった。

　取引などでなく。蔑まれるのでもなく。妹の夫としてでなく、一人の男として彼が愛して、愛ゆえに痛みも喜びもくれるのだったらどんなにかよかっただろう。

　それはすでに風化しかけた、諦めた願いだけれど。

「っ、ん、く……」

　唇を嚙むと、史賀がまた強く穿ってきた。根元までおさめて安曇の上に覆いかぶさるようにして、首筋に口づける。

「そんなに、お義兄さんが好きですか」

「ああっ、あ、ア……──」

「痛いことされて感じちゃうくらい、好きなんですか？」

「やぁっ……ぅっ、あ、ッ……っ」

　腹の内側を史賀の性器が圧迫している。これ以上ないほど深い場所を史賀の太い先端が押し上げて、そのたびにまるく広げられた入り口がぬちっ、ぬちっと音をたてた。

「あ──っ……」

「っ、こんなに締めて……お義兄さんのこと考えると、達きたくなるんでしょう？」

「ッア、あ……っん、」

　円を描くようにされて、それからまた突かれる。摑まれた尻が自然と揺れ、足が床から浮きそうなほど激しくされて、ひらきっぱなしの安曇の口の端から唾液が零こぼれた。

「んっ……達、く、いきた……」

　重たいほど腰の奥が痺しびれている。安曇が尻を揺すり上げるようにして振りながら射精までのあと少しの刺激をほしがると、史賀は突き放すように離れた。

「──っひ……ぁ、」

　乱暴にずるりと引き抜かれる感触に身体が竦すくむ。ぎゅっと腹の中が収縮して、蕾らい口こうがうごめくのが自分でわかる。

「自分でしてください」

　荒い息をつきながら、史賀が言った。

「お義兄さんに見せたみたいに、俺にも見せて。あなたが自分でするとこ」

「……っ」

「こっち向いて、勃たってるとこも全部見せて？」

　重ねて言う声は史賀らしくなく冷たかった。

　安曇は身体を震わせながらゆっくり振り向いた。長身の史賀は安曇を上から見下ろしていて、眉間に皺しわを寄せた表情はつらそうだった。

　早く、と焦れたように促され、安曇はテーブルの上に尻から乗った。そのまま、脚を大きくひらいて立てて、史賀の視線が熱っぽく自分の身体を這はい回るのを感じながら、重く腫れた陰いん囊のうに指を添える。

　見られている、と思うと指が震えた。それだけで分身の先端がじくりとにじみ、むずがゆさにため息が零れる。いやらしいポーズで自分を慰めるところを、史賀に観察されているのだ。

「どうしたんです？　ほら、弄って？」

「ん、……ぁ、」

　冷ややかに促され、安曇は声を漏らして指を動かした。触られるとひどく感じてしまう会陰を自分でこすり、すっかりほぐれてひくつき続けているそこに中指を埋うずめる。

「……は……っ、あ……」

　汗が目に沁しみて、安曇は何度も瞬まばたいた。指にぴったりとまとわりつく自分の粘膜の感触はすでに馴な染じんだものだった。異物感とかすかな吐き気を堪えて根元まで指を埋め、ぐるりと回すようにして半分ほど引き抜くと、腹が波打つほど気持ちいい。

「あ、……あ、」

　喉を晒さらすようにして声をあげ、安曇はぐちゅぐちゅと指を出し入れした。すぐに物足りなくなって、意思と関係なく尻が浮いてしまう。じっと見下ろす史賀に見せつけるようにして指を増やすと、雄を受け入れたときと同じように身体が揺れた。

「ア……っ、あ、あ、」

　激しく動かしても指では一番好きなところまでは届かない。少しでも快感を得ようと腰を振りながらせがむように史賀を見上げると、彼の目の中には痛むような光と、違たがえようもない欲望がちらついていた。

　ぎゅっと胸のどこかが痛む。

「史賀……っ、史賀、僕は……」

　抱かれたい。もう一度貫いてほしい。

　けれど同時に、このまま自慰だけで焦らされ続けたい。淫らな自分を叱って、正してほしい──。

　相反する欲に喘ぎながら、安曇は根元まで指を突き入れた。内側をこすりたてて、史賀の名を呼ぶ。

「僕を、軽蔑してくれ……こんな、ところでサカって……っ、いやらしい、気持ち悪いホモだって……」

「──係長」

　指で突くたびにペニスが揺れる。犬のようにはあはあとうるさい息づかいが内壁をかき回す粘ついた音と混じりあう。

「最低、なんだ。妻がいるのに、男と浮気して……不貞を、責められて、義兄には、あなたが満足させてくれたら、妻も大事にすると──言うような、男だ」

　苦しくてぞくぞくした。いっそう指を激しく動かすと、引くたびに粘膜が捲めくれ上がってひりひりする。この卑ひ猥わいに色づいた器官も、余すところなく見られている。

　犯されるのが好きな、我慢できない弱いところを。

「ああっ……あっ、ほら……っ、最低だ……っ」

　大きく喘ぐと、ふいに手首になにかが巻きついて動きをとめられた。強く安曇の手を摑んだ史賀はぐっと唇を引き結んで眉を寄せ、安曇の顔を覗き込んでくる。

「違います。あなたは最低なんかじゃないです」

　掠れて寂しげな声だった。べたついた手をそっと握りしめられて、安曇は息をつく。

「違わないんだ」

　自虐でも卑下でもなく、自分は最低なのだ。

　杉沼の歓心を買いたくて結婚し、そのくせ我慢できずに男に抱かれた。浮気を責められたことを利用して「相手をしてくれ」と頼みこみ、今は週に一度の「取引」を心待ちにしている。彼の心は望めなくとも、与えられる痛みはそれだけで甘美で、終わりにするべきだと思いつつやめることもできない。

　決して杉沼に愛されることはないと毎回のように思い知るのは苦しくてつらいことなのに──せめて身体だけでもと、諦め悪く考えてしまう。

「淫乱の、変態だ」

「俺にとっては、あなたは淫乱でも変態でも、最低でもないです」

　泣きそうな声を出して、史賀は安曇の頰に口づける。

「自分でしてみせろなんて意地悪言ってごめんなさい。悔しかったんです」

　ちゅっと小さい音をたてて、唇をついばんで、史賀が手をすべらせる。

「ごめんなさい──今はお義兄さんのこと、忘れてください。ほら、ここ」

「……っんッ」

「好きでしょう？」

　懸命な声で囁ささやいて、史賀の手が──指が、胸に触れる。優しい指づかいで乳首を押され、安曇は息をついた。やわらかく愛あい撫ぶする動きは物足りない。けれど、史賀の声ににじんだ一生懸命な様子が、安曇の心臓を締めつける。

　史賀はもう一度キスしてきた。

「乳首も、いつもより赤いですね」

「……あ、」

「腫れてて……勃ってて、すごくやらしくって──お義兄さんが、苛いじめたくなっちゃうのもわかります」

「ッ、ア、っん、」

　史賀の指にきゅっと尖とがりを摘つままれて、ぴりぴりした快感が駆け抜ける。先端を指先で押さえて何度も刺激され、安曇が身体を揺らすと、史賀は「かわいい」と微笑ほほえんだ。

「これ、好き？」

「ん……っ、す、き、」

「じゃあ、これは？」

　ぺろりと唇を舐なめて、史賀はそこに吸いついてきた。右胸を相変わらずこねながら、大きくはない左の乳首を音をたてて吸われて、安曇はぶるぶると震えた。

「あぁ……、史賀、……あ、……──ッ」

　舐め回す熱い舌の動きに続けて、硬い歯が敏感な突起を挟み込む。力を入れられると、痛みと鋭い快感が襲って、安曇は史賀の頭を抱きしめる。

「だめ、だ……嚙んだ、ら、……ア、」

　甘嚙みされると下半身がたまらないほど疼うずく。とろとろと自分の性器が濡ぬれていくのを感じて、安曇は喘ぎながらねだった。

「し、下も……」

「下も？　弄ってほしいの？」

　名残惜しそうに口づけを残して、史賀が指を這わせる。安曇の言う「下」が前か後ろか、もうよく知っているはずなのに、上目遣いに安曇を見上げた史賀は焦らすように下肢まで手をすべらせ、安曇がもう一度「史賀」と切羽詰まった声で呼んでからやっと、あそこに触れた。

　度重なる責めでにぶく痛む菊門は、かるく撫でられるとぴくぴくと震えて、静かに指が埋め込まれるのをあっさり受け入れていく。

「係長って、こうされるの、好きですよね」

「は、あ……っ、あ、」

　節のはっきりした指が侵入してくる。なめらかな動きの史賀の指は根元まで入ると小刻みに動いて襞ひだを刺激した。

「あっ……それ……っア、……んっ」

「きもちいいですよね？」

　頰や耳元にキスを繰り返して、史賀が囁く。

「こうやって強めに突くと、イイんですよね」

「ア……──っ！」

「ああ、すごいですね……吸い込まれそうだ」

　ぴちゅっ、と耳じ朶だを舐めた史賀は、それから自分の唇を潤しながら安曇の目を覗き込み、優しげに微笑んだ。

「ほしいって、言ってくれませんか」

「いっ……あ、」

　指が折り曲げられて、息がとまった。かっと目の奥が熱くなり、視界がうす赤くなる錯覚に続けて、もどかしいような快感が押し上げられた場所から響いてくる。

「ッ、ぅ、あっ……」

「ここに、俺がほしいって言って？」

　こりこりとその敏感な場所を弄りながら、史賀があまやかな声を出す。

「史賀ので達きたいって──達かせてって言ってください」

　耳の内側に舌が入り込み、舐めねぶられて身体中が震えた。

「達きたいってだけでもいいんです。ほしいって、言ってください」

「……史賀」

　悲しげな史賀の声音を聞くと、熱いように、潤むように身体の奥深くが痛む。いいようのない不確かなその感覚は、愛撫や律動よりも深いところまで響き、長くあとを引いて安曇の身体を支配する。

　史賀のくれるこの感覚は、いつも安曇を寂しい気持ちにさせる。まっすぐできらきらしているように思える史賀の愛情を受けとめられたらどんなにいいだろうと、夢を見たくなる。誰かと穏やかに愛しあう、そんな未来が自分にもあるのではないかと。

　絶対あるわけがないのに、と自嘲しながら、安曇は重たい腕を上げて史賀の頭を抱きしめた。

「……史賀が、ほしいよ」

　真面目に働く見目のいい若い男に、誠実で潔癖な振りをしていても本性を抑えきれないような自分が、ずっと愛してもらえることなどないとわかってはいるが──でも、今は。

（史賀が、そうしたいなら）

「きみのでいっぱいにして……史賀に、達かせてほしい」

　ねだるというより許すような台詞せりふは少し震えた。史賀のしてくれたことに対して恩返しにもならないささやかな安曇の譲歩に、それでも史賀は照れたように笑って、安曇の唇を塞ぐ。

「……ふ……っぅ、ん……」

　舌を絡めて吸い上げて、大きな手で安曇の顔や首筋を撫でた史賀は、それから生真面目な顔をして安曇の膝に触れた。

　立てていた膝から臑すねをそっとさすり、そこからまた太ふと腿ももまでを撫で上げて、壊れもののように抱き上げる仕草は丁寧だった。片脚を胸につきそうな位置まで上げさせられ、大きくひらいた股間をじっと見つめた史賀は、安曇の顔を窺うかがいながら性器を押しつけてくる。

　ぴたりと蕾に密着したあたたかい肉の感触に、安曇は喉を鳴らした。

「史賀、はやく……」

「はやく？」

「はやく、入れ……っ、ア……！」

　せがむ途中で突き入れられて、安曇はがくんと仰け反った。一息に深くまで入り込んだ史賀は、素直な呻うめきを上げながら一度引いて、二度目には完全に根元まで穿ってくる。

「──ッ」

　ひらいた唇がわなないて、声にならない声を零す。史賀は安曇の片脚を抱え直してもう一方を押さえつけるようにしながら、ゆっくりと安曇を攻めた。

　ぬらぬらと光って自分の身体に出入りする史賀の性器は大きかった。ぐっと押し込まれるとさきほどまでよりも苦しく感じて、激しく動かれたら壊れてしまいそうだと思う。史賀が動くたびに勃起した自分のそれは物欲しげに揺れて、下生えはぐっしょりと濡れそぼっていた。

「ああ……史賀……っ、あ、もっと……っ」

　つながっていることを意識させるようなゆっくりした動きでは足りない。もっと強く、速く、ぶつかりあう音がするほどでないと、後ろだけでは達することができない。

　安曇が耐えきれずに身をくねらせると、史賀は淡く笑った。

「ずっと、我慢してたんですもんね」

　優しい声を出して、安曇の頰を、髪を撫でる。やわらかく指先で愛撫され、安曇はふいに泣きたくなった。

　史賀の誠実さと優しさはときどきつらい。このまま身をゆだねてしまえば、幸せな恋人同士になれるような錯覚がして、縋すがってしまいたくなる。

「本当は、俺が最初から……全部、一晩中だって、あなたにしたいのに」

　独り言のように呟いた史賀は、自嘲するように微笑んでみせた。燃えるような目を伏せてそっと安曇の上がった太腿を撫で、そうしてぐっと自身を押しつける。

「あ、あ──っ」

　陰囊がなまあたたかく股間に触れて、ごりごりとこすりつけられ、安曇は高い声を上げた。緩みかけていた身体に唐突に刺さるような快感が襲いかかって、目が眩くらむ。

「ひっ……んっ……アッ──」

　そのまま史賀は激しく攻めたててきた。雁かり首くびぎりぎりまで引き抜いては強引に突っ込まれ、痛みに安曇の身体が竦むと今度は小刻みに揺する。あまく喘げば再び強く突き上げられて、安曇はなにも考えられなくなった。

　ただ達きたい。堕おちたい。

「ああっ、史賀……っ、なか──なか、に、」

　上擦った高い声でせがんだ安曇に、史賀は応えないかわりに動きを速くした。血の逆流するような感触が全身を襲って、安曇は史賀の首筋に手を回した。

「…………ッ、ぁ、あ、あ……っ」

　突き上げられるたびに高まる排出感はあっというまに堪えようがなくなり、安曇はそのまま達した。ぎゅっと引き縮むような感覚に身体がぴんと強こわ張ばって、史賀がすぐ耳元で低い声を漏らす。中で史賀も達したのだ。

「んっ……ぅ、あ」

　とろりとまた自分の先端から精液が零れる。引き延ばされた絶頂の感覚がくすぶっていて、史賀がわずかに身じろいだだけで身体がひくついた。

　なだめるように、史賀が抱きしめてくれる。髪を梳すいて、名残惜しいように何度も口づけたあと、彼はため息をついて身体を離した。

「ぅ……」

　引き抜かれる感触に続けてとろりと精液が穴から零れ、安曇は低く呻く。息をするたびに精液が溢れてきて、締めようとしてもできなかった。

　安曇は今さらのように羞恥を覚えてそこを隠そうとしたが、史賀はそうさせてくれなかった。

「全部、出しちゃったほうがいいですよ。今綺麗にしますから」

　史賀はポケットからハンカチを出して、丁寧に安曇の股間を拭いはじめる。べたついた太腿、尻のあわい、まだひくひくしている入り口。性感を刺激しないように、気遣うような手つきだった。

「洗濯、まだ終わりませんね」

　ぽつりと呟かれて、安曇は目を細めた。史賀の顔はかたちのいい額しか見えず、伏せられた彼の表情を思うと胸の奥が痛んだ。あまいような、苦しいような痛み。

「もう少しで終わるよ。きみは、気にしないで帰っていい」

「……」

　後始末する史賀の手は優しい。仕事が丁寧なのと同じく、彼は友人や恋人にも丁寧な男なのだろう。今どき珍しいほど、ごく普通の、まっすぐな人間なのだ。優しくて、だからこそ見かけた安曇を放っておけなかっただけだろうに、もう尊敬できる上司とは言えないはずの自分にも、こんなふうに真摯な愛情を示してくれる。

　史賀のハンカチが濡れた根元を拭って、安曇はほっとため息をついた。

　まるで恋しているみたいだ、と思う。

　高校生みたいに、初めての恋のように、史賀といると胸が熱くなる。

「今日も、タクシーで帰るんですよね」

「歩くには少し遠いからね」

「表通りまで送ります」

「いいよ。一人で大丈夫だ」

　きゅんとする甘酸っぱさをつとめて無視して安曇が言うと、史賀がふっと顔を上げた。まっすぐで真剣な眼差しが、まともに安曇を射抜く。

「うちに、来ませんか。電車が動くまでゆっくりできますし」

「……史賀」

「あなたがお義兄さんのことを好きなのはわかってます。でも、俺なら──帰りに汚れた服を一人で洗わせたりしないし、こんな、辱めるみたいなことしないです」

　そっと性器を撫でられて、また胸が疼いた。

　史賀となら、と心が揺れる。ありえないと弁わきまえているはずなのに期待してしまう。もしかしたら、望んでも得られまいと諦めていた穏やかな愛情のやりとりが、史賀とならできるのかもしれない。今、史賀の誘いに「行くよ」と言いさえすれば。

　義兄と会ったあと、こうやって史賀に抱かれて会話をするコインランドリーでのひとときが、今や安曇にとってはかけがえのない時間だった。杉沼とは望んでの行為とはいえ、欲情したままの身体を持て余して家に帰るのはつらいことだったし、罪悪感と投げやりな気分から常に逃げることはできなかった。けれど、そんな自分でも史賀は厭いとわずに抱きしめてくれ、過分なほど優しく扱ってくれるのだ。

　でも、と安曇は目を閉じた。

　安曇の本性が知れたら、史賀はきっと離れていく。ほんのひととき、たったひとつ残された穏やかとさえ呼べるこの時間が、なくなってしまう。

　安曇自身さえ、自分がおぞましい。縛ったり詰なじったり、叱ったりされたいなんて異常だ。淫らで男が好きで、痛くされるとたちまち勃起してしまう身体で、義理の兄にいかがわしい取引を持ちかけるような人間が、どうして普通に愛されることがあるだろう。

　安曇が黙りこんでいると、史賀がため息を飲み込むのがわかった。

「はい、綺麗になりましたよ」

　切り替えるようにそう言った史賀は、安曇の顔を見て小さく笑う。

「うちに来てくださいなんて、ちょっと急ですよね。そういえば今うち、すっげえ汚いんです。片付けるの下手で、とても上司を呼べるような部屋じゃないんでした」

　冗談めかした口調は明らかに安曇を気まずくさせないための気遣いだった。無理した史賀の笑顔を見ると、違うんだ、と言いたくなる。

　史賀の部屋に行きたくないわけではない。ただ怖いのだ。今以上に史賀に溺れてしまうことが。溺れて、醜い自分を史賀にさらけ出して、史賀に嫌悪されることが。

　史賀に嫌われたくないのだ、と気がついて、安曇はいたたまれずに唇を嚙んだ。

「……史賀、僕は」

「でも次は──次のときまでには、片付けておきますから」

　低く静かに、史賀は言った。ひたむきな黒い目で安曇を見据えて、安曇の手を握る。視線をあわせたまま、安曇の手の甲に口づけを落として、愛いとしむように自分の頰に押し当てた。

「絶対片付けておきますから……そしたら、コーヒー飲みに来てくれますか？　安曇さん」

　深い場所を突かれたときのように、身体がぴくりと跳ねた。

　一瞬で嵐のように強い、激しい喜びが駆け抜けて、直後にはどうしようもない寂しさを覚えながら、安曇は誘惑に負けまいと唇を嚙んで──ごくりと、喉を鳴らす。

（……僕の、名前を呼んでくれるんだな、おまえは）

　低くしっかりした史賀の声が耳の奥でこだました。愛情と、期待と、懇願の込められた声。

（『安曇さん』）

　気持ちの凝縮した声をもう一度聞きたい、と思って、安曇は苦しい気持ちになった。ゆらゆらと胸の底があまい。あまくて、苦しい。

　突き放せない、と思う。こんなふうに名前を呼んでくれる史賀を、突き放したりはできない。

　突き放せないほどには、史賀のことが好きなのだ。もしかしたらセックスの快感とは別のところで──史賀が、幸せならいい、と思う。

（一回だけ）

　安曇は祈るように目を閉じた。

　一回だけ、あと少しの間だけでいい。毎週水曜の夜中のこの幸福な時間を、もう少し味わっていたかった。

　すぐに終わるほんの短い夢でもいい。行き場のない檻おりの中のような、倦うみきったこの生活を、ひとときでも抜け出せるなら。それを、史賀が望んでくれるなら。

　甘美なその誘惑に負けて、安曇は躊躇ためらいながらそっと手を動かした。

　史賀の大きな手をかすかに握り返すと、史賀が一瞬身体を強張らせるのがわかる。それから我慢できないように強く握られて、安曇はぎこちなく微笑んだ。

「痛いよ、史賀」

「だって、安曇さんが──安曇さん……」

　がむしゃらに抱きしめてくる史賀の身体が熱い。繰り返される名前に「うん」とだけ返す自分の声は、今まで聞いたことのない、穏やかな色をしているように、安曇には思えた──。










「半年前なのに、すごく前のような気がしますね」

　勝手に歩いてコインランドリーの前までたどりついた史賀が、相変わらず無人の中を見ながら呟いた。安曇の袖口を摑んでいた手はいつのまにか当たり前のように安曇の手を握っていて、安曇は「そうだな」と返して史賀の手を握り返す。史賀は照れたみたいに笑った。

「最初にランニングしてて、春之さん見つけたときもびっくりしたんですけど──初めて俺の家まで来てくれたときね。春之さんが躊躇いがちに俺の手を握ってくれたでしょう。あのときもすごく驚いて、その分すごく嬉しかったんです」

「……うん。嬉しそうにしてくれてたね」

「だって玉砕覚悟でしたもん。でも」

　ふ、と厚い唇に悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべて、史賀は身をかがめる。安曇はそっと周囲に目をやって、午前中なのに人気がないことにほっとしながら彼の唇を受けとめた。

　さすがに行儀良く、押しつけるだけですぐにキスをやめた史賀は、手をつなぎ直して歩きはじめる。

「……でも、あの日頑張ったから、今は一緒にいられるんだと思うと、あの日の俺を褒めてやりたいです」

　どこか冗談めかした口調に、恥ずかしいことばっかり言うんじゃない、と思いつつ、安曇はそっと微笑んだ。

「きみがいてくれてよかった」

「……ほんとに？」

「本当だよ。きみがいなかったら、僕は今一人きりの予定だったんだ」

「なのに、三人ですもんね」

　くすりと史賀は笑って、足取りを速めた。「急ぎましょうか。あんまりもたもたしてると、杉沼さんがやきもちやいて、春之さん、夜が大変ですからね」

「──そういうこと言うのだけやめてくれたら、もっといいんだけどね」

「やめませんよ」

　史賀は安曇を振り返って、楽しげに目を細めた。「だって俺、春之さんの困った顔も好きですもん。──これから春ですから、がんがんデートも行って、がんがんエッチなこともして、春之さんの可愛かわいいところもがんがん堪たん能のうするんで」

　がんがん堪能するほど可愛いところなんてないと思うなあ、と思いながら、安曇もつられて微笑んだ。なんだかうきうきするように楽しい気がするのは、それこそ春だからだろうか。春が来て嬉しいと思うなんて初めてだ。抜け出せないと思っていた、深い泥の中のような日々はもう遠い。

　こういうのを幸福と言うのだと、安曇はもう覚えている。

　ほんのひとときでもいいとあの夜に願って、一度はなくしたと思った、あたたかくて居心地のいいこの毎日は、春が本番になる頃もきっと続いているだろう。







あとがき




　こんにちは、または初めまして。葵あお居いです。

　本作『やがて恋を知る』は初めてづくしの作品になりました。創刊に呼んでいただくのももちろん初めてですし、メインキャラが三人いるのも初めて、連載も初めて、ここまでエッチシーンがあるのも初めてと、個人的には記念すべき一作になりました。

　ＷＥＢ雑誌掲載のときに読んでくださった方はご存じだと思いますが、もともとは、最後に収録されています短編「飛べない鳥は夜に啼なく」が最初にありまして、そこから長編のほうを書かせていただきました。今まで書いたことのない方向性にもかかわらず、かなり楽しく全編書き通せたのが印象的でした。たぶん、キャラクターが描きやすかったからかなと思うのですが（エッチシーンが楽しかったのは言わずもがなです）、安あ曇づみも史し賀がも杉すぎ沼ぬまも、三人とも方向性の違うだめっぷりなので、だめキャラを描くのが好きな私にはある意味天国でした（笑）。杉沼さんなんて、素っ気なくするために前もって自分で……とか、他に方法があるだろ！　とつっこみを入れたくなります。

　そんなだめキャラばっかりが、全然うまくいかないながらも頑張って恋してみちゃうお話、になっているといいのですが。読んだ皆様にも少しでも楽しんでいただけたら幸いです。

　ストーリーもキャラクターも華やかとはいいがたいのですが、秀ひで良よし子こ先生のイラストが大変に麗しいので、きっと補完されて楽しんでいただけるんじゃないかなと思っています。文庫化に際して、秀良子先生がイラストをつけてくださると決まったときは嬉うれしさのあまり手が震えました。まさか一読者として好きだった方に絵を描いていただける日がくるとは……人生なにがあるかわかりません。秀良子先生、本当にありがとうございました。

　また、連載および刊行にあたって細やかなご指導をくださった編集様、連載時から感想を寄せてくださった皆様にもお礼を申し上げます。加筆修正した今回の文庫版でも、ちょっとでも幸せな気持ちになっていただけるよう祈っています。

　よろしければまた別の本でも、お目にかかれれば幸いです。


二○十三年九月　葵居ゆゆ
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